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フヲス の時代

給湯も暖房もやっぱりガス

大阪ガスでは、 L NG(液 化天 然ガス ) を主 原料とし、

石 油 の比 率 を l 割 以 下 に す る な ど 、 脱 石 油 に 努 め 、

都 市 ガ ス を 安 定して お 届 け で き る 体 制 を 整 え て い ま す二

お 湯 と穆訂芳をひとまとめにしたエックスは、

この都市ガスをムダなく上手に使うエコノミーシステムです。

そのシンフワレなしくみでご好評 をいただき、

マンションなどの集合住宅をはじめ、

一 戸 建の 分 譲 住 宅 、 そ れ に 注 文 住 宅 と 、

ご 採 用 件 数 も す で に4 0，0 0 0戸 を数えています。

エックスで、まとめてみませんか、お湯と暖房。

. シャワーが使えて、6 室まで暖房できます。

お台所はもちろん、シャワーや洗面所でお 湯が使え

て、お部屋では清潔な温風暖房が楽しめる… 。

「エックス」は日本の暮らしに合わせたひと l床ちがう

給湯・暖房システム。しかも、新配管方式の採用で、

あとからでも簡単に暖房する部屋を増やしてL刊すますL

また、お風呂への給湯ができる、給湯能力13号タイ

プもありますユ

. ムダをはぶいて、ガスを効率よく使います。

「エックス」は暖房や給湯の使用状態に合わせて

ガスの消費量を自動的に調節する新しL、燃焼方式

を採用。また、使わない部屋まで暖房する品、った

ムダもなくなりました。このように、システムの効率を

アップすることで、暖房費を極力おさえてL 法七

(1室11時間あたり約35円) <当社計算データ 〉

. 価格は工事費も含めて、

従来めセントラルヒーテインクの約半分です。



日本建築協会会告一一一一

4 建築技術選書講座シリーズ( 第 4 回) 一一建築とコンビュータ一一一

本会では、各分野の第一 人者に執筆を お願いしております建築技

術選舎をテキストとして、有意義な講座シリーズを開催しておりま

すが、今回は建築業界におけるコンビュータ一利用の草分けともい

うべき魚木時夫先生を講師として、建築構造設計におけるコンヒ・ユ

ーターの有効利用について、同氏の豊富な知識と経験談を盛り込ん

だ興味深い講座を開きます 。

ともすればコスト高になるとか、利用法が困難とか恩われている

コンビューター ・アレルギーの方々もミニコン、マイコンの見事な

活用法および建設省通達による「耐誌上の配慮を特に要する建築物J

の検討7 ・ログラム等の講義を受ければ認識を改められることと確信

いたします。 多数ご参加下さいますようご案内いたします。

日 時 昭和54年 10月 19 日 幽 開 場17 :  30 

. 0.  

2 文

開 会18 : 00→ 閉 会21 :  00 

場 大阪市立労働会館 ・2 階 ・ 203号 室

( 大阪市東区森ノ宮中央 1 丁目 17番 5 号 )

T E L  ( 06)  941- 6331(内

ただし、大阪、地下鉄中央線 国鉄環状斜l ｲｾＯＧｉ［ｵ 駅下 ｬｪｩ 西へ徒歩 Ｕ 分Ｎ

(  ｈ 生 ｦ［ｒｾ 品 ＪＱ 鴇リ Ｉ

講 師 魚 木 晴 夫 氏 ( シーアン ド y 一事務所所長)

定 員 40名

聴 講 料 会 員 3. 000円 )

} 当日受付にていただきます。

会員外 4，000円 j

( 別にテキスト代「建築と コンビューター 1 J<特 別 頒 布

900円〉入用。ご持参の方は不要)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 名に 1 枚限りとし 、

氏名 ・年 令 ・勤務先名 ・所 在地・ 連絡電話番号 ・返信用

宛名 ・郵 便 番 号 ・会員 、会員 外の種別 を記入し、 「講座

・建築とコンビューター」と明記の上 10月 13 日出までに

建築協会事業課へお申込み下さい。

※ 参加者には本会より参加証をお送りいたします。な お 、

申込の取消しはご容叔願います。欠席されても聴講料を

ご負 f旦いただきますのでごT j j ; . 下さい。 ( 欠席の場合は

代人でも可。 ただし、事前に氏名を事業課までご連絡下

さい。)

お 願 い 当日テキスト有用の方は 申込氏名の上に 0 印 をつけて下

さし、。

すぐに役立つ建築技術者へのガイド 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111111川川1111川11111111111111111111111111111川1111111111111111111

‘ 昭和54年度・建築工事実務講習会( 第35回) 開催お知らせ

趣 旨 官公j庁干 . 設計

日

. 0.  

2 玄

斯界のエ占キF スパ一トのま講蒜B附市によつて 、すぐに役立つ実務

知識と tt 1 f ( な経験談など、生きた技術を重点的に講習を

行い、優秀な技術者を養成しようとするものであります。

時 昭和54年10 月12 日幽 午 前 9 時~午後 5 時

場 大阪府立労働センター . 6 階 . 606号 室

大阪，1; *区点僑 3 丁目 15番地 T  E  L  ( 06) 942- 0∞l  

( ただし 天神棚結近畿都政局町東隣リ・地下鉄谷町線 京 阪 電 鉄 「 天 満 棚J ¥ 

より西へ約400m. あるいは地下鉄堺筋線・京阪電鉄「北浜駅」より東へ約500m南側 j

科目講師 施工討画 大成建設制大阪支応作業所長羽生永紀氏

見 積 側竹中工務応比械部見積課長綿野文雄氏

施 工 国 側 大 林 組 工 務 部 工 務 課 長 金 田 宏 氏

定 員 150名

会 費 8，000円( 含テキス卜代)

「テキスト体裁 : B  5 判 ・図表入り ・230頁( 予定) ・3 ，000円J

申込方法 下記受講申込書にご記入のうえ 、会費を添えて、本会総

務課までお申込み下さい。( 現金送金も可) 引替えに受

講券を発行致します。

申込締切 54年 10月 8 日ω

( 但し、定只に遥し次第申込を締切ります)

申 込 先 ( 社) 日本建築協会

⑤ 541 大阪市東区北浜3 - 37 ・T E  L 06 ( 231)  9648( 代)

・受 付 時 間 毎 日 午 後10時 ~午 後 5 時 ま で。但し 、 土

・日 ・祭日を除く

詳細は事務局事業課へお 間合わせ下さい。

T  E  L  06 ( 231)  9640 

-き ー リ ・・・と…・・…リ e ・・ H ・a ・線。.

第35回 建築工事実務講習会 受 講 申 込 書
No. 

社団法人 日 本 建 築 協 会 御中
昭 和 54 年 月 日

郵 便 番 号 受 講 者 氏 名 年 令

住 所

事 業 所 名

( または氏名)

m当責任者

電 話 番 号

会 費 支 払 方 法 - 持参 - 現金送金 - 銀行振込 - その他( )  いずれかに O印を付して下さい

建築と社会/ 1979年 9 月号 1  
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4 キャンパスを訪ねて

一一大阪芸術大学の建築群を見る一一

高橋説一 氏 略 腫

大正 13if. W!;，¥市 ( JJI.中 国) 生れ

昭和24年 東京大学第 2 工学部建築学科卒 業

昭和24年→31年 過信省 ( 税郵政省) 営繕部、

建築部勤務

昭和31年→41年 武 蔵 工 業 大学勤務

昭和41年 → 現 在 大 阪芸術大学教授

昭和35年 → 現 在 第一工房主宰

主な作品 大阪芸術大学キャ ンパス ( 芸術選奨、

文部大臣賞)

佐賀県立博物館 ( 日本建築学会賞)

佐貿県立図野自官、筑波大学学幹線、

帝都信用金fi l 1 芦花公園支底など、

最近、キャンパスの計画、設計が話題に上っていますが、長い歳

月をかけて結実された見事な空間構成を多くのキャンパスに見るこ

とができます。これには豊かな自然環境あるいは周辺地形と対応し

た空間、あるいは個々の建築とそれぞれの聞に秀れた外部空聞が構

成されたものもあります。そこで本会では今後こうしたキャンパス

を}I頂を追って見学していく こ とにしました 。

今回は、去る昭和53年度芸術選奨の文部大臣賞を受賞された大阪

芸術大学を訪ねることにいたします。

大阪芸術大学は 1964年に行われた公開設計競技に第一席入選した

第一工房案に基づいて計画が進められ、 15年経過した現在、第11期

工事を終え、いまなお芸術図書館工事が進行中です。

大阪市の東南、金問IJ 、葛城の山なみが大阪湾に向か つてゆるやか

な起伏となり、河内の平野に拡がるところ、緑豊かな高台に位置す

る大阪芸大は、映像スタジオ 、音楽スタジオとい った芸術大学なら

ではの諸施設、徹底した打放しコンクリートによる建築群、これら

の異なった用途を持つ建物と建物との聞に魅力ある外部空間が構成

されております。

またこのキャンパスの設計者であり、同大学で教鞭もとられてい

る第一工房の高橋杭一氏にこの15年聞のキャンパスとのかかわり合

いや、現在進行中の芸術図書館の計画、あるいは今後の計画などの

お話をお伺いいたします。 多数ご参加をお待ちします。

なお今回は集合所より大阪芸大の特別のご厚意でスクールパスを

ご提供願う予定にしております。

日 時 10 月13 日出集合13 :  3←令解散 ( 現地) 17:  00 

集合場所 近畿日本鉄道 ・南大阪一長野線「主主J 駅・改札出口付

近 ・目標会旗

〔参考〕 近鉄、阿倍野橋駅よリ 12 : 52分発i I ' !急、河内民野行来 'Ii ( 3 番の リぱ) → 13: 20 

「醤志」 駅到51: 1 ( 所要約30分・巡貨片道 190円) 交il!J Wは名匠i こ' れtll !l li. 、ま す。

講 師 高 橋 説 一 氏 ( 室 戸P Z 皇室)

定 員 30名

参加会費 会 員 600円

) 当日徴収

会員外 900円

スケジュール

14:  0か→ 15: 00 講演「芸大キャン パスの計画と設計j

( 高橋講師)

15 :  00→ 16:  30 キャンパス 内の見学

16 :  3か→ 17: 00 質疑応答

申 込 往復はがきに限ります。ハガキは l 名に l 枚限りとし 、

2  

氏名・勤務先名 ・年令 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入し「大阪芸大キャンパスの見学j と明記の

上10月9 日( 刈まで、に建築協会事業課へ。

ディスカバー大阪(5)

‘ 川面からみた大阪のまち・橋

一一中之島・道頓堀を船で巡る一一

堂島川可動寝 ( 愛称・水晶繍) の八角灯

「ディスカバー大阪J シリーズ… … 今回は陸上から水上へとアン

グルをかえ、水の上からながめた大阪のまちと橋をテーマに企画し

ました 。

川は、はるか昔から多くの者rlr打を生み、さまざまな文化を育てて

きました。私たちの大阪でも餓波律とよばれた苦から、川は交通の

大動脈であり、川や堀には多 くの橋がかけられ、道と道、町と町を

結びつけ盛んな交流の中から盟かな上方文化や芸能をはぐくんでいき

ました 。

水の都、大阪のまちを諮るとき、川や織を抜きにしては語れませ

ん。

水と紙、水と建物、水と緑のおりなす美しさは、き っとすばらし

く、水面からみる私たちの目を楽しませてくれるでしょう ー・・・

今回は大阪府西大阪治水事務所西大阪出娠所の特別のご!写12: とご

協力により、水際より大阪のまちなみを見直してみようと思い、ます。

多数のご参加をお待ちいたします。

なお今回は定数の関係上お申込は会員に限ります。

日 時 10 月23 日ω ・小雨決行

集合12 : 45 ( 時間厳守 ) →解散15 :  00 ( 予定)

集合場所 地下鉄 ・千日前線「西長制J駅 ・北出口 改札付近 ・目 標会放

ただし、大阪、篠田より・・ 地下鉄、御堂筋線・「雛披J 駅で千日J i i J * 車に来倖えて 2

y 自の 「酋長堀J 駅下車 ( 所要約20分・速貨 120同)

定 員 20名 (船、 2 せき)

参加会費 800円 ( 資料代、その他 )

・主な運航コース 大議事儲から剰白 堂 釦 11 、大川、毛馬、

満、東横堀、道頓堀 川、木津川、 土佐堀川、

・コース途 中の主な橋

大. 江橋、水晶橋、難波f ，倍、銀橋、淀屋橋、堂仏大橋、

道領堀絡、昭和大橋…

。参加者には 「ディスカ バー大阪j シ リー ズ但 例の コラムデザイ ンセ ンター特製、 イラス

トマ ップならびに大阪市 よ りご縫供のグラ 7 大阪 ( 川と僑特集 ) などを差しあ げま す. "

申 込 往復はがき l 名に 1 枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・気 念

- 連絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、 「デ

ィスカバー大阪(5)J と明記の上10月13 日仕) まて"に建築協

会事業課へ。

定員を超過した場合は抽せんにて決定 L 、お知らせいた

します。
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4 薬師寺・西塔再建工事を見る

奈良 ・西 ノ 京 の 薬 師 寺 は 昭 和51年 4 月に復原新築金堂の落慶法要

が行われ、引き続き幻の塔といわれていた西塔の再建工事が昭和52

年 10月より始まり、現在、木工事がほぼ終了し、屋根主主工事の最中

です。

西塔は回廊とともに 450年 前 に 戦 火 で 焼 失 さ れ た ま ま に な っ て い

ましたが、遠〈白鳳の昔に創建され、 ‘ 凍れる音楽。といわれる国

宝 三 重 塔 ( 東 塔 ) と 同 じ 姿 で 再 建 し よ う と い う 計 画 に よ り 宮 大 工 の

西 岡 常 一 棟 梁 と 愛 知 工 大 の 浅 野 清 教 授 が 2 年有余をかけて造られた

設計図にもとづいて工事が進められ、 1，200年 前 の 創 建 当 時 に 近 い

木組み工事の真髄が伺われます 。

西岡棟梁には金堂を見学しました時も有意義なお話をお聞きしま

したが、今回も西塔再建にかける宮大工さん遠の心意 気 、 そ し て 大

へ ん な 気 苦 労 な ど i' t 重なお話をお伺いすることにしております。

このたびも薬師寺の特別のご厚意により工事中の西塔を見学でき

ることになり、また池田建設株式会社 、西岡常 一 棟 梁 に 多 大 の ご 協

力をいただきました 。

鋲1秋 の 大 和 路 を 訪 ね て 、 白 鳳11寺代の様式を残す" i ' t 重な建物を見る

よい機会に 、写 経勧 進 ご 協 力 の お 願 い と と も に 多 数 の ご 参加 をお待

ちします。

日 時 10 月 27 日出集合14 : 山→解散16 :  30 

集 合 場 所 近 畿 日 本 鉄 道 ・ 奈 良 線 経 由 「 西 ノ 京 」 釈 改 札 出 口 付 近 ・

目標会旗

〔参考〕 交通貨は各自ご負判断 L 、ます.

大阪よリ ー近鉄、難波駅より奈良行快速急行来半 (約10分間隔で巡行) →西大

寺にて極限神山行、または大型行特 i函に来リ替えて 2 つ目 「西/京j 下点、 (所

袋約45分 巡tt 片道 320円)

定 員 30名

参 加 会 費 会 員 1，000 円

ー ( 写 経 料 そ の 他 ) 当 日 徴 収

会 員 外 1，500 悶

申 込 往復はがきに限ります 。 はがきは l 名に 1 枚 限りとし、

「薬 師 寺 西 塔 の 見 学」 と明記の上氏名 ・勤務先名 . Fi斤在

地 ・連 絡 直 話 番 号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入して、

10月18 日幽までに建築協会事業課へ。

た だ し 定 員 を 超 過 し た 場 合 は 会 員 を 優 先 し て 抽 せ ん で 決

定 い た し ま す。

.  本会の催しの申込についてお願い

ご承知の通り、本会の催しについての申込は、原則として往復ハガキでお願い

しておりますが、そのうち、氏名・勤務先名・迷給電話番号など、申込方法とし

て記載している項目の記入洩れが最近多くなり、特に氏名のみの申込があり、催

し名その他が全〈記入されていないため、事務局で電話を調べて問い合わすこと

がありますので、 申込方法の全項目をご記入下さるよう お願いいたします。

また、最近、参加証送付の返信用ハガキが郵便事f首や配達区域により遅延する

ことがあります。申込をされて実施当日までに返信ハガキが貴婚しない時は必ず

事業篠へ問い合わせてお確かめ願います。

日本建築協会会告一一一一

4 神戸・元町、パルパローレを見る

ユニークなパルパローレの断面様型

建築償要

所在地神戸市生悶区元町通

3  - 18  

地区地域商業、防火

設 計 施 工 側 竹 中 工 務 庖

構 造 規J英 鉄 筋 コ ン ク 1) ー ト 造

地下 H昔、地上 6 階

浴 昼 l 階

敷地面積 842. 00耐

建築面機 727. 00m'  

延床面積 4，042. 00m'  

用 途 地 下 l 階→地上 3 階

(J 苫舗) 2，679m'  

地上 4 - 5 階

( ，jJ務所) 1，064 m'  

地上 6 階、応昼 1 階

( 機械室) 299m'  

工 期 昭 和53年11 月→54年

10月末

神戸のまちに、戦後、 三宮センター街を 中心とした 一 つ の 新 し い

顔が生まれ、大規模な都市改造計画と ともにニ ュー ト ラ ルなシ ティ

化 が 進 め られてきましたが、これと対照的 に 、 み な と 神戸 の 老 舗 の

街 「 元町 j は、かたくなに守られた神戸ら しさを強調した、よりエ

レガンシィな開発がなされております。

パ ル パ ローレは 、この元町 の 中心部にファ ッショ ナ ブルコミニテ

ィーとして計画された建物で、元町本通りに 向か つて開放された中

庭の吹抜空間が大空に直結し、真赤にペイントされた階段にエント

ランスまわりの白大理石、中庭・廻廊の白いタイルがあざやかなコ

ン トラストを見せ て お り 、 元 町 通 り と パ ル パ ローレがひ とつづきに

なった界隈性がとられて、ショ ッピングを楽しむ人達の動きがここ

に集約されるというユニークなもので、シ y クなグレーのタイルの

外壁と 神 戸 の 山 手高台から眺望できる鋼板の三角屋根が、ミナ 卜神

戸にふさわしいニューシンボルになる ことと思います 。

今回は竹中工務庖のご厚意とご協力により 11 月初旬にオープンさ

れる直前の豪華な内装もほとんどできあがったファッションビ l レを

見 学 い た し ま す。 多 数 ご 参加 を お 待 ち し ま す。

日 時 10 月30 日 ( 刈 集 合14 : 00→解散16 :  00 

集 合 場 所 阪 神 電 鉄 ・神 戸 線 「 元町」 駅 ・西 口 改 札 出 口 前

目標会旗

〔参考〕 交通費は各自ご負担願います。

大阪より 阪神電車線凹駅より神戸方面行特急乗車l 毎時 O分より 12分間開発事)

→元町下車 (三宮の次の駅) ・(所要 30分、運賃片道180 円)

(注) 阪神元町駅は東と西町出口があり間違わないように集合は恩虫旦恕です。

定 員

参 加 会 費

30名

会 員 400円

( 当 日いただきます )

会 員 外 600円

申 込 往復はがき l 名 に l 枚 限 とし、氏名 ・勤務先名 ・所 属 部

諜名・連絡篭話番号・返信用宛名・郵便番号を記入し、

「パルパローレ j の見学と明記の上10月20 日出までに建

築 協 会 事 業 課 へ。 た だ し 定 員 を 超 過 し た 場 合 は 会 貝 優

先 で 抽 せ ん し ま す。

3  
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4 建築技術選書

第 10号「構造計画とやさしい力学 2J

第11号「建築と設備の接点、 1 J 発刊

今 般 9 月に、建築技術選mとして、上記 2 図書が発刊されました 。

第10号の「鱗造計画とやさしいカ学 2 J は、第 7 号の「梁 ・柱編」の

続編として「架構 ・屋 根 ・床 ・耐2主要素 ・基礎 ・コスト編J がその

内容ですが、わかりやすく、実務的て¥初級技術者 ・学生に好評を

よんでいます。

第11号の「建築と設備の接点 1 J は、接点領域の問題について、そ

の盲点となる点を指摘し、その解決法を示したものとして、話題を

よんでいるもので、 日建設計監理音11の方々の執鐙になる創立にあふ

れた他 に類舎をみないユニークなものです。

ぜひご講談をおすすめいたします。 なお既刊の第 1 号~第 9 号は

下記のとおりです。

いずれも定価￥ 1，000ですが、会員もしくは会員紹介の方で日本

建築協会事務局まで買いにこられた万には l 割引の￥ 900で頒布いた

しております 。送付希望の方は送料ご負担下さい 。

1 茶 室 の 話 岡田孝男

茶室設計に必要な種々の約束事を多数の図や写真で紹介

2  ビルの省エネルギー 中 村 猛

ヒートポンプを用いた省エネルギ一空調システムを図解

3  建築とコンビューター 1 魚木晴夫

マイコン・ミニコンによる構造設計の初歩から応用まで

4 都市の下水処理 松永一成

都市の裏方、下水処理の基本を 130枚の図 ・写哀ーで紹介

5 すまいの語録 茶谷正洋

400 の諺で綴るユニークなすまいのチェ ックポイント

6 コンクリート工事の管理 奥島正一

工事監理 ・施工管理の要点を記載、試験の注意点も併記

7  構造計画とやさしいカ学 1 須賀好富

梁 ・柱編 構造計画の基本を 150 枚の図を駆使して解説

B 建具の知識と意匠 山片三郎

現代に生きる伝統ある建具の全てを図解. 主要寸法記載

9 エレベータ 木村利雄

エレベータ ・エスカレータ ・立体駐車場の唯一の入門書

4  

ｾＧＷＹＢＢＢＧＸＰ 年版会員名簿好評頒布中

去る 7 月下 旬発行いたしました会員名簿は、建築界で活問されて

いる会員の現況を紹介するばかりでなく、官公庁、学校、 関係諸国

体などを 収録いたしておりますので、発売以来好評を博してお りま

す。

ご購入洩れの方、購入希望の方は至急お申込み下さい 。

記

1  . 体 裁 B 5 判 302頁 本 文 上 質 紙

a. 本会の組織、会員 ( 氏名 ・出身校及び年次 ・勤務先 ・現 住 所)

b. 建築関係官公庁 ・学 校 ・団体 ・建築設計事務所 ・建 設 業 ・建

材 ・設備 ・各種工事業

2 頒 価

会 員 1，500円 ( 送料共 )

般 1，500円 送 料250円

ｾ＠ i病院建築の計画と設計」講習会

一 実例の分析を中心として-

と き 昭和54年 11月8 日 ( 木) 9:  30 - 16  :  50 

と こ ろ 大阪科学技術センター ・大ホ - J C"

( 大阪市西区靭本町 1- 8 - 4 うつぽ公園四 ッ係筋北詰)

主 催 日本建築学会近畿支部

協 賛 日本建築協会ほか 6 団体

講師・内容

定

. 6.  

2 玄

1  総 論

池 田 有 隣 ( 京郎工 ぷ繊緋大学 )

2  情報処理と搬送

大 櫛 陽 一 ( 大阪府立羽曳野病院)

3 . 病棟まわりの計画と実際の問題

構 神 宏 至 朗 (安井緋築設計4 務 所)

4 . 診療施設まわりの計画と実際の問題

長 谷 部 朔 郎 ( 101建設計)

5. 質 疑 応 答

講師全員

員 380名

費 会員 9，000円 非 会 員 10，000円

申 込 締 切

すべてテキスト代を含む( 協賛団体は会貝並)

昭和54年 11月 2 日( 金)

申 込 先

( 但し、申込先着順につき、定員にな り次第期 目前 で

も締切 ります。)

日本建築学会近畿支部「病院建築の計画と設計」

講 習 会 係 宛 ( ⑤ 550 大阪市西区靭本町 1 - 8 - 4

大阪科学技術センター内 Tel  443ーも538)

，. 



建 築 と 社 会

⑥ 1917年 創 刊

通巻690号・第60集・ 1979

表紙デザイン 永田術三 (竹中工務広)

私の好きな景色 9

カーメ J レの漁村です。

これは秋の初めの頃です。

何一つ建築的なものはありません。

しかし静かで

住みやすく、心やすまる町です。

週末には何度もサンフランシスコ

からあそびに行きました。

特集予告

. 10月号 / 建設業の労務事情( 予定)

/ インテリア (予定)

. 11 月号 / 第26回青年技術者

・12月号 / 今後の省エネルギの趨勢( 予定)

・1 月号 / 80年代の都市と建築

‘h  

編集委員会( 昭和54年度)

編集委員長 ;  滞 柳 健

" 有川陽一 : 中 村 正三

編 集 理 事 :  ・施工材科7114全

前 川 陽一 : 荒 川 治 徳

封上 泌 : 岡田普 ｾｌ

今 illi 祥日11 * 高 木 嗣 自11

ｾＱｬｊ＠ 祐 : 村 上 元 彦

小林 iI'l ・法令分科会

下 山 丈 彦 : ネ岡 田 七 郎

松 村 度三 : 隠 岐 一三

竹"1' 1*- ・1倒 働 時R全

ti i J ! f - 庄太郎 1羽 野 洋三

菅 谷 健 児 j 沢田 {中

位 本 必二 ( 高 崎 尚 ng

il J!辺 必 : 問 中 {言霊

編集委員 o寺 井 信 夫

0  片倉 地雄 ; 奈良 鋲ー

・計画分科会; 恨来的: ー

池端 J孟 : 山 口 祥 悟

稲垣 雅彦 :  ・投稿欄小委員全

戸I 自 治 吉 o木 村 康 彦

i孟谷弘子翁: 田中 直人

谷 口 康 彦 : 竹 中 啓 介

事，J 館 別i 僑 本 態 夫

中林 市 :  ・広告企骨l喧調会

西村 liE一日11 安 芸 洋 一

山 J t: ｾｌ 朝日 :  岩 儒 Ｍ ｾ＠

. f持追分科会

井上 - J l J J  

* 北村 1:9: ｬｪｾ＠

坂 持二

捌 怖 秀 光

谷 l草 俊 弘

阪弁 元日目

・設備分科会

従11 宏 "

ii1i 凹 リL 計 閉 正 三

本河Ht 隆 之 o iffi. ill :'!I. 

f!r. i晶 降二 :

。印刷f ，只長 * 印 幹'1¥

岡 本 弘 之

ｊ ｊＧｻ啓 ｾｾｬ

lIl (j 1昭夫

仏 間 民彦

商問 0.f 

平 松 平1J -

10本 比二

三原 l-，'f {，ji 

山 田 雄 N;

編 集 人 松 )1' 11[1  光

印 刷IJ ｉｉ｛ｾ 利 ＵＴ 110  9  I-J  20 LI 

ｾ￪＠ 1  r  II(_{ 利154 (ド 9 J-J 25 日

発 行 人 吉 凶 悦 」

先行所 ( 1，上) 1 : 1 本建築協 会

大阪， ｦｩ 点 ｬ 亙 ｾｴｩｊｕ - 37 

4i: 06- 231  - 9648 

振仔l - I J .止 大 阪 39975

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 社

'0'0: 06- 314- 0151 

大 fri ｾｊＱ＠ jt'J 株 式 会 社

心 06- 451ー 7631 (f¥j 

H 本写繍印刷株式会社

'，0: 06- 606ー 1111<<町

光 州 6 5  OI'J (送料別)

9  

. . 0. . ，乞

古 田

作 品 作 風

スケ y チフ y ク

; 去令コーナー 140

新建材紹介コ ーナ - 41

読者の頁

建築と社会ニュース

日本建築総合試験所だより

シリース

建築の限

特 集 ・

I 古11
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4荷造の頁62

設備の頁62

施工材料の頁61

中国を訪ねて ( 7 )

日影図演習シ リーズ 3・
月報

C ONT E NT S  

J OURNAL  OF  T HE  ARCHI T ECT URAL  AS S OCI ATI ON OF  J APAN 

A R C HI T E C T UR E  A N D  S OC I E T Y  

特集・圧内のまちづくり - 今日の到達点と課題

S P E CJA L  F E A T UR ES  O N  T OWN  P L A NNJNG  O F  S HONAI  AR E A  

建築技術選 ［ ｉ ｾ 講座シリーズ Ｈｷ［ ＴＱ 百ＱＩ ー 建築とコンピューター 。 昭和 ＵＴ 年度 建築工事実務議例会

(第35回) 附! 距お知らせ。 キャンハスを訪ねて一大阪芸術大学の建築砕 を兄 る一。デイスカハ一大

阪 Ｈ Ｕ Ｉ 川商からみた大阪のまち ・ 統一中之島 ・ 道 ｾ￭ 槻を船で巡る一 。 薬師寺西熔再建工事を見る 。 ］Ｑ ＧＱＧ

戸 ー元町ノマJレパローレを見る 。建築技術選出第 10号「精進計画とやさ しい 力学 2 J 第11号「建築と

設ｦｲＮｪｊの楼 ｉ ， ｾｉ ， 1  J 発 f110 79 - 80年版会日名w好評ari 布中。病院建築の計画と設計J 端科会- : ) J ; j?11の分

析を 'I : r 心として。 .... ... . 1

堂 島 グ ラ ン ド ピ ル ー ... .. ・ ・・・・Ｎ Ｎ ＮＮ Ｎ ＮＮ Ｎ ＮＮ Ｎ ・・…ー 設計施工 ｲￎｾｬ ポ建設 ・・…・・・・ Ｖ

コ ク ヨ 藤井 寺 配送 セ ン タ ー …・.. . . . . . . . . . . ... ..... ・・ … ー 設 計 施 工 竹中工務 自 ・ ・ ・1 0  

M: 近峻工した新正j ! ; 築 9 .' ，'J. ( No.14 14- 1422) ・ 1 2  

「総合設計 ［ｪ ｪＱｊ 皮の収り扱いＲｬ ｜ｾ ｾｉｊ の改正Ｈその Ｒ Ｉ / 足立幸一 .. .. 1 3  

ステンレスノマイプ円 ￨ｾ ｓＺシステム ｲ フローメイ卜 ｊ /tf[ II )t t亘 ・・ 1 4

マイ ・フォトー( アムステルダム〉の辺刊Ii のいの建築1洋/ 柴肝!正己。読おからの手紙-

，:':j fT:l秀三。 冷評ー「これからのいえづくり まちづくり計画的小集同I l IHeJ / :石!日l娘夫

「仰市型住宅 ｉ 多面体と建築 ーそのな ぞとかたち ｉｉ 主 ｉｬｦｾ と投象 ｊ /  K M・・ 1 6

トピ y クスーその 2 神戸新交通ポートアイランド線。 新刊紹介 1 8  

新たに設ぼされた一般建材関係試験，i!i(J IIi .... 2 0

歴史的集務と fij 路 jif 縦一 12ー辻i片足J I . その 1 ・ 2 2  

文 化 政 業 論 / 古 川 修 ミ医 ・職 ・f主 力 / 一 ノ 瀬 間 太 郎

* 畑病はー病息災/ ィ11i 辺鋭A f! 11 建築士の業務 について/ 初的孝之 ・… 2 4

庄内のまちづくり 一今 日 の 到達 点 と 課 題

庄 内 再 開 発 レ ポ ー ト

1  庄 内 そ の ま ち の 成 り 立 ち ( 担 当 片 方 信 也 ) 一 一ー.. ..................... 2 6

2. ま ち づ く り の 足 跡 ( 担 当 高 田 昇 ) ー … ーー一 -・ .. .. .... .. .2 9  

ＳＮ 事業実 ｾＱ￬ 俗経過Ｈ担当 広 沢 真 佐 子 ) ー ーーー … ・ ・・・ ....... .. ヲ2

ま ち づ く り 手 法 を め ぐ っ て ー 庄 内 再 開 発 に み る 計 画 論

4 .  地 区 計 画 ー ・ ・・・・.... .. ..... 一ーー一…・・ 0 ・ ・・・・ ..tl( ifl i 恒 男 - ・...... 3 4

5  生 活 道 路 計 画 ー ー・・・・・・. . . . .. 一 一 .... ・・・ 広 沢 よ1佐 子 -・ ...... 3 7

6. 住 宅 計 画 ..... . .................. .. ... .. .. ... ... . . . . … ー一一片 方 信 也 ・・・4 1  

7. 事 業 推 進 に む け て ー こ ろ が し 方 式 の 可 能 性 …・・ 日日 1 f i' .  . . . . . . . . . . . .4 4  

庄 内 を ど う み る か ・ ー 一…・… e ・e ・- ……・・ ー ーーー ー一 ....... 一 . . . . 1/. 6  

8. 川 上秀 光 / 必 要 性 が 可 能 性 を 帯 び て

河 野 約 / 住 宅 援 備 に も 経 営 ー に も 役 立 つ も の を

塩 見 識 / 地 兄 の ー 府 の 協 力 を 求 め て

石 * 直 チ / ま ち づ く り の 足 跡 に 、ほ ん と の ま ち づ く り の す す め カ を み る

住 民 参加 と ま ち づ く り の 展 望 を 諮 る ー ーー・・ ・ぃ .. .. ・・・…. . . . ・ H ・. 4 8

9. 富 樫 穎 ・促 浦 恒 男 ・ 片 方 {言也 - 高 田 界 - 広 沢 真 佐 チ

新耐渓設計法の動きＯ小 ｊｪｾ H .... 5 0  

外壁埋込空調設備 / 粟生敏 l別・・・・ 5 1  

新しい石膏系耐火山J j J : 切材/ 武市11脊美 ー5 2

1: 海に て/ 王舶1洋・… 5 3

川 ｬ キＡ日 ｬ 日影と なる ｊ 也， ｉ ｾｉｾＮ の求め力 ＯＱ 州車克 三 ・ 佐藤 ＱＱｦｴ 二 ・ … ＵＵ

日本建築協会月r : nの動 き ( l1il .f 1l 54i
ド7 月分) . . . . 56 



堂島グランドビル

設 計 施 工 清 水 建 設

h - ー 」 - L i L L - ι ι ι I

h  - ι ，二蜜溢圃[ R.. & 圃 盆 躍 同 醤 置し . 11  

h  しムム主主単語圏邑ミム 三 三量二監事置国m園田 - 11  

h  ーとと一正長島長孟ｾ］ＭＭ ｟Ｉ
'‘  

11  

咽・・ ・・園 事圃 ・・・・・・・ ｾ 宅 牽苛 ｉ I  I  I  1:=1 : J  I-fi 重富司三ヨ圃圃圃・

ｌ Ｍ ー ーＭ彊 ｾ Ｍ ｔ Ｍ ｉ



2  Ｚ Ｑ 二がかりで［， ＮＱＱ Ｑ • 米 Ｑ Ｚ ってみれ ｬｩＨ ぃ、大きな

ピ j レどった 。 峻 lーまでの総jめで の よ ろ こ び

ゃ .ti し み が、 も っ と に じ み .111，て も よ い の に

と 思 っ た り し た 。 刈 度 成 長 使 いすで1 I .¥'{t か

らすi rt iJ f，i' (j エ ネ ル ギ ー H千代 ま で10年 近 く に

わ た り 、 沢 111の人々の息がかかっているh l !

J生σ ) .tキ，':λ としては: 、まことにあっさりとし

た ＡＧￆ がし♀いでもｾ ¥、 。 オイルショ y クと

大ｩＺ ｊｕ Ｎ公ｨｬＡｾ物抑制 の 機泌 で 、い ったん ＧＱＧ 断

していた 建設，i I ' l I lii が l呼びμIJ ｾ＠ L'! I，し た の は 、

他人主法改正 による科的 加 ｉＧＮｔｩ 、 ドＡ ｾＩの 巧 えが ＮＧＱＧＮ

された 51{ ドで あ る 。 以 米 3 午 、 今 年 の 7 }  1  

1.: ，1首都大|似の 1:f: ，1; ゐに J dJ.l. 似・Ff )5fiJi' ピ J レとし

て 誕 '1ーした 。 こ の 敷 地 は II LJ ッ 総 筋 に I(II し、

堂， ｉ ［ ， Ｇｪｬ ｬｲ｀ りとの ｦｬｊｊｩｬｬ にあるが 、 Ｇ ｾ｜Ｚｉ［ｍ 也 Ｑ Ｂ 七

ン タ ー の 1+.i;r ;il1 に{江ii'J し て い る た め 、村証 IJI か

らJ也ド1J i をぬけてi ' 1，j に ぬ れ ず い 少 い て こ ら

れるピルの ａｩｲｩｩ 品 ｾｬ ということになる 。

設 ，iJ に 際 し て な I' XI し た こ と は 、r，'l ｾｦＱ ｩ で 、あ

る純 の ね 微 を も っ た 形 を も つ も の で 、 ピ J レ

"1)' 干 の よ さ 、 保 守 メ ノ テ ナ ノ ス の 存 ι; な ピ

ルであると !日11I .'i に、すj 't (iJ f，i '(j エ ネ ル ギ ー ピ

ん と し て の 11. ¥' 代 の 波，iJi にも L必えるべく ，ili'lii

した

円以内 1'. は 、政 J也点{! ! I II': 大|以，J i ド水1Ji が，t.i，1ヒ

に，1 : っているため 、 それより jllj f!!l lで作付i を

とりきり 、 ドノJ，1J i の 点f!!l l を ハ ー キ ン グ ゾ ー

ンとして 、ハ ー キ ン グ タ ワ ー を 3 Ｉ，ｾ， 没けた 。

ＳＱｾ Ｑ ｲｊ，ドで Ｙ 附をおさめるために勺ちが ｬ ダク

ト は す べ て 大 決 n泌 としたが、〆l、淡の 1I比も

ぷｩｉＧ，Ｚ Ｇ ［［に ｊＩｉｉＧＡＺￎＺ すべ〈、小ｾとをやめて卜 ＧｪＭ ス

ラ ブ Jj;-'¥. と し て L 、る 。

三?f ，出II ーは 七 ノ ト ラ ル }jーパによる¥l A ¥I シス

テムを保川し、" 生 f'i ii機協の( 1: ，*，' . ) 化、スヘー

スの イi 会'}J 干11)11 、 また li :J f1: tJ J' D: 1! への) . t J ，i ::n、

yt1.f.唱f'! ＨＮＺＨヂのＧ寸 ＺＺｩｍｪｾｊ イヒなどを，￬ｉっている 。

メイン戸 ＱＱ＿ｊｾＡ はガスとし、ＩＡ｜ｾ公Ｇ， ｩ ［Ｚ ー、 ｪｬｬｩＧ￞ ＺｲＺ j円HIぅ

ｻ￭ の不 安 および ー ｌ ネ ｊ レギー ｦｍＺｾ の Ｇ ｢ＺｊｴＱＧ Ｑ を

符ほ した 。 まえニＱＧ ｛ 礼ｾ｛の 安定供給 を ￭ ｾ＠ 1- るため 、

'.j1l 1*fJ l スホ y トネ y トワーク Jj J'¥ 0 ) 受' ，'IJ: を

11' な っ て い る

デザイン Ｑ Ｚ は、 Ｙ ト ｉＺ ， ｾｉ まコンクリー卜 ｾＺ ｉ Ｇその 外

向 Ｑ｜ ＱＧＺ 化和 ｩ としてメンテナンスの作 ｾＯｪ . J : ホー

ロ ー 欽 似 と 、 然 紛l倣収 ガ ラ ス に よ る 辿 会: に

より 防総 で 十時成 し、 ｦｌ ￭Ｚｾ可 ＺｾｉＩ も大ｊｦ ｾＶ 笠日 ＺＱ タイ

ル. J T i6 Uょと し て 陥 I JJ 也をj曲 した 。 こ れ は

針w 、 Jh拘li o 1メ: 分 I;Ji 'イJ :71) 分なと下自々なが Jg

の あ る ピ ル を Hl i線 をJふU.¥I と し て 統 ーする I::

I'XIの た め で あ る 。

(  ＱｾＧ ， Ｇｪｾｊ Ｈ， ｦ＠ ti
l

，1  II({ /  i，'i 木立iIs没)

口 1. 1正山E，凶耐耐自耐的l汐?

目2  一l州山山…州似叩…よ川山η刊み る

3.  J[I ( J j エノトラノスタ )j(

4.  I  附エレベ- ' 1 ホール

船出Ｚｾ !，J.UI H，'ll 基



J

I

l

 

l

l

i

l

i

1

 

1

1

j

l

 

l

d

o

t

 

i

--

-



所 在 地 大 阪 市 北 区 堂 島 1 - 5  - 17 

敷 地 面 積 3，228. 33m 

建 築 面 積 2，805. 8 6 m 

延 床 面 積 25. 826.  16m 

構 造 規 模 S R C  B  1 、 9 F 、P 3

工 期 昭 和52年 6 月 ~ 昭 和54年 6 月

毎日ホール

四

ツ

橋

筋

ト-づ

1 階 平 面 図

1  :  6 0 0  

日

1

 

• • 
銀行

• 

① 



コクヨ藤井寺配送センター

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

大 阪 府 藤 井 寺 市 大 井 2 - 478 - 8  

7，815 . 28ポ

5，450. 50rri 

9，767 . 69rri 

s 造 3 F 憲高高さ 29. 75 m 

昭 和53年 6 月~昭和54年 3 月

屋 根 カ ラ ー 鉄 板 J ! r - フテッキ

外 壁 カ ラ ー 鉄板サイデインクウオール

関 口 部 ア ル ミ 今y シュ (ジュラクロン)

'Ii 円cJ . 豆七ンターは、 I1長n .'j' d il 人j の 外 環 状

41誌と大羽1I11 のうど点 jl[ くにあり、 コアヨ(村

の ス チ ー ル デ ス ク の 、 配 送 拠 点 として 、

ア ー ン キ ー シ ス テ ム (ill 家 と と も に 、 全

てのノ、ートウr . 7 ' ーを 、 Ei笠.nJii匝 L す る シ

ス テ ム ) に よ っ て ill. 没 された

，i.f本J ' 111}l t¥' Wをff め、 1 Ji  5  T ノ、レ ッ ト

Ｎ スチー ｊ レデスク Ｑ Ｓ ｊｩ ｦ￬ 分を、 ｦ 告 Ｊｾ ｉｪ ・ 円 ｕ

ｪ 羊 ｉｉｦ￭ｩￋ な ｆ 見 ｦｾ をもったも の である 。

J' 11i} J1.'¥I杓λ' J ｴｾ ｬ Ｉ では、 ｉＮＮｊ さ ＲＸｾＱ にもおよぶ

スヂ y カ ー ク レ ー ン 5 f t  カヘ コンヒュー

ターにより、 11延人て; . "f1I}1 している 。

外語 ｊｬＮ Ｑ よ ｩ 止さ Ｑ Ｓ ＰｾＱ 似 I "l Ｈ き ＳＰｾＱ の 終窓 に 近 い

ill ?i S物で、 fi "V 也に近いため、制. ｲｾＺｊ さを

jli 少 似 にjljl えl，' i)I Jf) 1.:.1 1: .iu!'s をtj- えぬよう 、

形と色彩に[ 土、制l かく気を円Uって いる

W 1s: 'f! II /γ ]' 1' L f )j/，i; )  



「 寸 I一一一一寸 l  主体1' 1却IJ{t W 内部

い片j 3  I  2 州 i外 観

ｾー一一 Ｑ I  3.  .It 点，(，i外 観

w彬 1:111 I1Eil' 



1414 マ ン ハ イ ム 芦 屋

設 計 長 谷 川 工 務 庖

施 工 . 長 谷 川 工 務 庖

a. 芦 屋 市 摘 111f  20 ， 21 ， 22 

b.  2 ，874 . 14m'  

c  .  1，272.  26m'  

CI .  5， 681. 09m'  

e.  R C ， 5 F  

f .  Ii[l和 53 ff. Ｗ 月 ＭＭ Ｑｉ ｾＱ 利 ＵＴ ｩ ｬ ￵ 5  J' I  
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14 15 千 里 台 ス カ イ ハ イ ツ

設 計 . 長 谷 川 工 務 庖

施 工 ・長 谷 川 工 務 庖

a.  1吹 川 市 IL i 川以 1 - 9  

b.  12 ，275. 11m'  

c  .  3 ，906.  37m'  

d.  24 ，613. 94m'  

e.  S RC， BI， 10F， P2: SRC， BI ，I3F， P  1  

f .  Ii fl 布153 年 2 n- Ii百草1154年 3 月

14 18 天 理 教 東 八 圏 分 教 会 神 殿

設 計 : 小 西 設 計

施 工 : 新 工 務 所

a .  J ; . 阪市東住吉区内麿合町3丁目 18- 1

b.  1. 244 . 27m'  

c .  327 . 56m'  

CI .  609 .  20m'  

e.  R  C.  U王汁i量S ). 2  F  

f .  Ii il .f1l 53 If. 8  H  - 1ii'l f Il 54年4 )J 

1416 城山ゴルフ倶楽部 (クラブハウス棟)

設 計 . 大 成 建 設

施 工 . 大 成 建 設

a  兵庫県加古川 ili t.方四1m，正字k将サ車加8・l

b.  1，195， 618ni  

C  .  1， 105. 66m'  

cI. 1，601. 9Im'  

e.  R C ， 2 F  

f  昭和 53 年 7 月- 1昭和54 i
下H I

守、

14 19 大 阪 市 営 波 除 第 2 、 第 3 住宅

設 計 大阪市重量局住宅部建設謹、小西設計

施 工 ・ 住 友 建 設 大 阪 支 底

a  大 阪 市 港 区 波 除4 T 1] 81f1:.t也

b.  9 ，072. 49m'  

C  • 1. 566.  08m'  

d.  11. 381. 77m'  

e.  S R C ， l l F  

f  昭和52年 12 J' 1 - 昭和54
11' . 4 Jl 

1420 大 阪 信 用 金 庫 今 里 支 庖 142 1 天 理 教 彦 根 分 教 会 神 殿 1422 西 兵 庫 信 用 金 庫 本 庄

E宣言十 小 酉 設 言十 設 計 大 成 建 設 設 計 : 大 成 建 言責

施 工 . 野 村 建 設 工 業 施 工 . 大 成 建 言Ｇｾ 施 工 : 大 成 建 言宣

｡Ｎ 大阪市生野 区新今 ｾ Ｑ ｾ Ｓｔｉ Ｇ ＱＳ 需 Ｓ 号 a  滋 fY tl.&i孝似 di 錦 IIIf436帯 地 a. 兵 庫 県 宍 梨1t ll lll 山61111r山 崎190

b.  591. 60m'  b  8 ，209 ，33m'  b.  1，735 . 56m'  

C .  461. 60n{ C  I ，003 . 81m'  C .  884 ，50m'  

912. 96n{  d  1，435. 53m'  d  4 ，204. 92m'  

e  S ， 2  F  e  R  C  ( 日I I S)
e - R  3C年， 8 1.  6 F ， 1" 2  

f . 昭和 53 年 7 JJ - Ii il 利53i f 12J I f .  Ii il 利 52 年 7 JJ - li il.f1l 54
1
Y. 3  JI f . 昭和 53 Lj o  2 月~昭和54年4 n  
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血
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一
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一
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@  

.IJ¥築五 fi 所

氏れ

，t; t < 殿

｢ ｾｊｾ＠ 1  ( B  5  )  

( 1) 正 本

太 阪

日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

ナ

質 疑 な ど の 投 稿 を お 待 ち し て お リ ま す。

コ

，合、

寸3

広 作 物 を 下 記 の と お リ ぷ ，11 い た し た く . 11< 必 を

I P ri ill し ま す .

.世; l( hi :  Ia 

Si 世間所数

l 法

H  1'1 

i長 J 制 は 別 i品図舎に よる

陣 式 1 ( B  5 )  

(2) 日l 本

記

の改正( その 2 )  

1 4 0  

「総合設計制度の取扱い要綱」

広 告 物 設 置 承 認 通 知 書

1.1 町i有l 年 1I

股

@  

ｆ Ａ 己町 ＱｾＱ 守物の設 置 について本 ｴ 出しましたのでＮ

通 知 し ま す 。

s世 ill f立;u:

設 ill 附 所数

「 法

付 n

時 点 2 ( B  5 )  

!f 阪大

1.1 

"c 

4

3

5

3

 

公開空地標示板

大 阪 市 建 築 防

この公悦 ｊｾ 地 ｊｾＮ 主也ｾＡＯ，［却 ｩ

iJ.OQl J ' f i i J 剣キとしてl it<t ら

れたむのて寸〉

イ. ーの表示問鮫U: 7 m'  

② 地 上に設置するものは、原則 として次に定め

る数値以下であること。

ア. 高さは 3m

イ. ーの表示面積は 1 .5m'  

(4) 表示面積の算定方法

① 個 々 の 広 告物 ごとにその面積を算定する 。 な

お、建築物の壁面に掲出した文字等の場合は、そ

の外郭線 で固まれた面積とする ，

② 個々の広告物が集合して一体の広告物とみな

される場合は 、それ らを合計して算定する 。

総合設計許可準則第 1 章

公 ｭｊ ｾｬ 也

公開空地施工承認申請書

13 

公開空地施工承認通知書

届

一

)

一

更

一

変

一

日

(

-E

l

 

-

-

任

一

選

一

年

者

一

日

任

一

附

寅

一

・

2

-

T

+

9

-

管

一
持

一

維

一

地

一

向
エ

一

関

一

、
B

旬
、
民

一

5

f

-

8

 

(

 

A

q

 

炉

、J

 

鱒

叩

ml

 

公 ｬ ｩｾＱ 明 ｪ 也 Ｑ Ｑ［の ｨ 山政Ｎ 仁 門 物 岨 び fl : 1 げて平に つ い

て Ｎ別 ｉｾｉ のよヲに地 ｬ いたしたく Ｎ 1五l出 を 111UI し

ま す .

もilb- t 3 ( 8 5 )  

(2) 日1I 本

別 図 に よ る 公 開 雫 I也 的 地 工 に つ い て 列 車 起 し ま し

た の で 通 知l し ま す .

太阪市 ｾｦ

ｵ 己主 ｉｉ 築物町公開空地維持官 ｐｾ Ｎ ，'( ff: 打 と し て .

下 記 叫 も の を 選 任 い た し ま す .

⑫ 

⑫ 

挫 築 と社会/ 1979年 9 月号

@  

日

日

Lf 

附制 l 年 JI 

U(j 制l 年 JI

l勾

.IJ¥築主 fi o所

氏名

也 築 物 名 柏、

所 ( 0也

挫築主 f: i:fi;庁

氏名

管 理'm.f:l'; (i ol荷

氏れ

阪大

殿

殿

単立

k 阪 ，Ii Lf  

｢ｾ～＠ 3  ( 日 5 )  

( 1) 工E 本

公 関 空 地 の 維 持 管 理 に つ い て

1 ，公開空地標示板

(1)  建 築主は 、公関空地の見やすい場所に様式 2

の標示板を 2 カ所以上設置しなければならない。

(2) 前項の標示板は、次の各号に定めるところに

よるものとする 。

① 耐候性、耐久性に富み 、かつ 、容易 に破損しな

し、材質であること 。

② 堅固に回定したものであること 。

③ 大きさは、たて 30cm以上、 よこ 50cm以 上て' ある

こと 。

2  . 公開空地の維持管理

(1)  建 築主は 、工事若手前に様式 3 による公関空

地施工承認申請書を提出 しなければならない。

(2) 建築主は、公関空地の維持管理のl ' i 一任を負う

ものとし 、維持管理について様式 4 による公関空

地維持管 理責任者選任 ( 変更 ) 届を市長に提出し

なければならない。

(3) 建築主は、建築物又は敷地 を譲渡する場合、

譲受者に対して公関空地の維持管理のu任を負う

ものである旨を明示しなければならない。

また、談受者は、当該公関空地 の維持管理に関す

る建築主としての義務を継承するものとする 。

(4) 物件説明替、 パンフ レ ッ ト、管理規約、売買

契約おーには、次に掲げる事項を記載しなければな

らない。

①総合設計に よる建築物であること

②総合設計の趣旨及び公関空地の定義

③ 公関空地の維持 管理及び費用負担

④ 公関空地の変更又は転用禁止

⑤ 公関空地 の内容を明記した図面

(5) 公 ｼ 品 ｊｾ 地の変更を行うときは、あらかじめそ

の内谷に ついて 、市長に届け出なければな らな い

( 大阪市建築指導部指導課足立幸一)

第 4

1. 基本方針

許可を受けた建築物及びその敷地内 については、

広告物を摘出又は設置してはならない。

ただし 、やむを得ない場合で、屋外広告物法、そ

の他関係法令及びそれらに基づく条例によるほか

この 設置基準に適合するも ので、本市の主主認 を受

けた場合はこの限りではない。

2 . 掲出又は設置等の承認

広告板を掲出又は設置 ( 変更を含む ) しようとす

る場合には、様式 1 の広告物設置承認申請書 を提

出 しなければならない 。提出図書は、広告物の位

置図、デザイ ン 図 ( 着色のもの) 、平面図、立国図、

構造図、仕様書等とする 。

3  . 設置基準

(1) 基 準

① 都市の景観をt J ! わず、かつ 、建築物と調和の

とれたも のである こと 。

② 自己の氏名 、名称、底名若しくは商標又は建

築物の名称表示である こと 。

③ 建築物の 外壁面 (;'1ラス 面等 を 除 < ) に摘出

するも の又は地 上に設置するものであること 。

④ 点滅又は回転等をしないものであること 。

⑤ 交通信号機、道路標識その他公共の用に供す

る施設の標識の見透しを阻害するような位置及び

これらとまぎらわしい色彩を避けること 。

⑥ 地上に 設置するものは 、通行の妨げとな らな

いものであること 。

⑦ 地上に設置するも のは 、原則とし て公関空地

内を避けること 。

(2) 掲出 又は設置数

① 建築物の壁面に掲出するものは、原則として

4  ( ーの広告で 2 壁間以上にまたがる場合は 、 1

壁面につき 1 と算定する 。) 以下であること 。

② 地上に設置するも のは 、原則として 2 以下で

あること 。

(3) 高さ、表示商品T等

① 建築物の壁面に掲出するものは、次に定める

数値以下であること 。

ただし、建築物の屋上側端か ら相当 の距離 を後退

した位置にある搭屋の壁面 に掲出する場合の、ー

の表示面積はこの限り ではない。

ア. 外壁面からの 出1隔が30cm

広 告 物 の 取 扱 い に つ い て第 3



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新建材紹介 No. 63}  

日新製鋼株式会社

ステンレスJ f イフ冒E管システム 『フローメイト』
本 社 干100 東京都千代四区九ノ内3丁目 4- 1新国際ピル T E L  03- 216- 5511(州

大阪支社 守 541 大阪市東区大川町1番地日土地淀屋僑ピル T E L  06- 202- 1331({り

お己最来t J : 〒450 名古屋市中村区:1'，駅3- 25- 9t組内ピル T E L  052- 582- 6061刊

. は じめに

建物にとって屋内配管は動脈とも云えるものであ

る 。 取 ＱＩ 符えるとなると大仕 Ｇ ｉ ｾ である 。

最近、水道原水の微妙な変化や大気汚染の iii 話料て¥

屋内配管の耐食性に| 問題が生じているのではない

かとよミわれているが、腐食がilll むと亦水、 1<1水

汗水が出るばか 1) でなく、パイプに火があくとい

う事故も起りかねない 。 この対策に、従; j ( より同d

)'i ;.H として耐食性の{ 憂れたステンレスハイプの登

場が待たれていたが、フローメイトがその望みを

かなえてくれた 。フ ローメイトはノえイプや継手、

音 ＱＱ 付加ｼ工、工共 ｾ￬ｩ 、技術指導を含めたステンレス

ノマイプ屋内配管の総合システムで、ステンレスは

地工がむずかしい、向くつくなどのこれまでの明推

定i を解 ii'i した 。

・ 特長

・i長れた耐食性ステ ンL ( ス鋼表面の不yi)J能l皮肢が

地金を保護する 。皮膜は、丈夫で安定しており、

これが抜群の耐食性を生み出している 。

- 1m工総工の谷効性接続方法として j倒産 j 了法、 M

R .  J 万式、 S U S ' J } j 式とあ 1) 、名 Ji 式に i菌作

した、 t台具およびパイプベンダ一等で地工性を ー

呼ぴ径 外径 Ｈ ｭｾ

13W 15 . 88 

20W 22. 22 

25W 28 .58  

25A (30W)  34. 0 

32A 42 .7  

40A 48. 6 

50A 60. 5 

6 5 A 76. 3 

80A 89. 1  

90A 101. 6  

100A 114 .3  

125A 139 . 8  

150A  165. 2 

200A 216. 3 

250A 267 .4 

300A 318. 5 

i U 鋼 位 : S US 3 0 4

肉厚 (mm) 重量 ( kg/ m)

0 .8  0 .301  

1. 0  0. 529 

1. 0  0. 687 

1. 2  0. 980 

1. 2  1. 24 

1. 2  1. 42  

1. 5  2. 20 

1. 5  2 .79 

2 .0  4 .34 

2 .0  4 .96 

2 .0  5 .59 

2 .0  6 .87 

3 .0  12. 1 

3 .0 15. 9  

3. 0 19.8  

3. 0 23. 6 

段と高めている 。 ・経世Ji ソケ ント、エルポ ( 90・. 45・) 、チーズ、ア

・ 経さＡ ｬｉ ｩ ｪｮ メ ッ キ銅色Ｚなとに比べ ￮ｬｴｩ ￎ ｬ は［ｻＭｾム ダプター( おす・めす) 、片 11 ソケ ント、セ ッ トフ

薄肉で使用でき、有効内径を大 きくとれ 、また ランヂ、絶紘セ ッ トフランヂ、タイヨウジョイント

さびしろをとる必婆がないので、 1 - 2 サイズ下 ・ .1'法 H乎び径、 13
W

- 25
1V

， 25^- 300  ̂

のものを使用出来る 。 . M R ジ ョイント 方式

. 屋内配管の取り 替 え状況( 表ー 1 )  

表ー 1

建物経過年数 総棟数

取 り 替

え 棟 数

取 リ 答 え

相I ! 数の割合、

Hhl 印ステンレスハイフと ff 銅鋳物製の圧縮継手

M R ジョイントを組み合わせて、スハナ 2 本で締

めつけるだけ。作業はごく nijlji である 。

・特長 新工夫がこらされており、継手性能、作

業性は抜株。 火会t を使用しないので、刷、改築で

新膏山ピル ( 東京)

郵船 ピル ( 東京)

30年以上 ＲＲｾｬ 巨 21線 96 %  
の配信ー工事でも危険はない。 新宿聖子村 ピル ( 東京)

25- 29年

・fo] l矧 ソケ ッ ト、エルボ ( 90・) 、チーズ、アタ

20- 24年 15 14  93 

15- 19年 36 29 81  

プター( おす・めす ) 、給水せんmエルポ。給水せ ・ 主な施工伊l

10 - 14年 74 39 53 

ん月] チーズ 大阪 ・日本中命J l Hii ' 三菱銀行大阪 事務セ ンター

5 - 9 年 66 18  27 

・ 寸法 呼ぴ径、 13
1V

- 25' "、25' ・32̂ ( IIBf 1l 54年 10) 1竣工) 京自I1 点京海上火災ピ

0 - 4 年 82 
。 。 ・ s u s ジョ イン ト方式 ル * 京 ・安凹海上火災ビル ・郵船ビル ・米点

百十 295 121  41 
はんだ式継手で、フラ ｹ クス、はん だｾＩ｛ＡｉＱ の ｓｕ 国立博物館 ・新街針村ビル ・大l説行本庁合・新術

(付社上υ) 束京ビ jルレデインクグ.協会 H昭目和5ω0年資料よリ S クリ一ム、 S U S ソルダ一カ、ある。な 1おづ{ 似史問す

. 氷道用、屋内配管用ステンレスパ イプ( 表一 2 )  るときは、 S U S ヒ一夕 一 (υnげf品μ';}.かj

. i溶室接継手方式 {佼史 つて 行なう 。

主として 中大径管用でノ、イプ厚に令わせ、| 泊先川l ・特長 按令書 ｉＱ の Ｇｪｾｬ 伎が ＧｪｾＡ < 、耐 久 J J は下水久的

工された継手を使用する 。浴按は T I C (i直制作俵 配管が安価にできる 。

機の使用によ って手溶接て' I . i ｾｪｾ しい縛肉ノ マ イプの ・雄 類 ソケ ッ ト、エルポ ( 90・・45・) 、チーズ、

T  1  C  溶接も確実にできる 。 アダプター( おす・め効、給水せん用エルポ ・給水

・特 長 安 定 し た 溶 接 ビ ー ド が 確 保 で き、特に工 せん用ソケット

土品川l工に最適である 。 ・ ・1・法 H乎ぴ径、 13

1V

- 25

1V 

14  

セ ンタービル ・ 愛知 ・トヨタ n工 lぶ!:.¥

* 京海仁火災ビル・ l也総工尖*;1 3. 0001' 1' 以トー

園 おわりに

他物が、雄物本米の機能を発何{ するために、その

動J 1JIi でレあ るほ 1)、l配竹は、新設、取り併えを 1111わず、

1- 分な内山! 日. がほしいものである 。 この点而. tMI: に

優れたフローメイトは、Ｍｉ ｬｴ 奨に ｦｬ ｬｉする円 ｇｾｾ［ システ

ムといえる 。 ａ 、水、ＱＧ Ｑ 水や ｾ ｬｬｦ 水が ｴｈ ない、 ＡｩｗＡ］ＮＨｉＢｊ

な円 ｣ｾ｜［ としても、その Ｑｩ Ｑｬ￭ ＱＱｻ｛ は大きい 。

建材委員 Ｏ 恒成恒 〈 大阪府土木書 ＱＱ ＱＺＱ Ｑ 市 ｾＮｾＱｾ Ｑ￬［県 〉



高 層 住 宅 用 集 合 排 気 に

翼 理 論 を 応 用 し た 自 然 換 気 の 画 期 的 製 品

ｾ，Ｇｉ￸Ｏｾ笛ＢＺ［， ｾＧＱ ｧＮＮＮＮ ］ｩ［ 文亨 ｨ

⑬長谷工不動産 何機材部

東 京 都 港 区 赤 坂 4 5  - 19 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 - 40 

(0 3)  5 8 6-5 7 6 1  (0 6)  2 2 2-0 3 5 0  



マイ・フォト

〈アムステルダム〉の

運 河 沿 い の 建 築 群

柴田正己

堺市立工業高校

i l I ! 河に囲まれた シックな町並みは

西欧の主要都市の中でも最も美し

く、味わい深い都市の 1 つである。

レンガ一枚の改修、立木一本の変

化にまできびしくチェ ックすると

いう精神がこの美しい景観を維持

しているのであろう 。

運河に並ぶ立派なダッチゲープl レ

の建築の l つ l つに束インド会社、

西インド会社などを設立し、 17世

紀に世界の商業、金融の中心とな

って オランダの賞金時代の歴史が

泌められている 。

木と石とのちがいはあろうがこれ

ら前世紀前の古びた建物を誇りと

する国民と、老朽化、機能的な問

題を理由に半世紀にもならない建

物までもおしげもなく取り駿わす

国民のちがいは一体どこにあるの

だろうか。レンプラントの千乍品に

この美しい水辺の景観がどのよう

な彬響を及ぼしたかを知りたいと

思った。

読 者 か ら の 手 紙

高田秀三

勤務先 北海道東海大学建築学科

( 旭川市忠利224)

新設されて 3 年自の大学での建築学科と東京

を往復しています。 キャンパスの林の中から

郭公の芦がきこえてくる静けさと澄み切 った

宝。都会の大学て‘ は失われつつあるものが、

ここにはまだ、人の手が加えられないで残 っ

ています 。昭和 5 年~昭和 10年まて旧制今宮

中学の頃のなんばがす っか り変 ってしま った

ことを 3 月号で拝見しました 。 1 M先輩の谷

口尚武さんの小文も拝読しました 。充貸した

特集だと思います。関西の若い建築学生諸君

との交流が出来れば楽しさ、意義もあるかと

信じ、こちらから出かけることをすすめてい

ますが、そちら様も何李おでかけ下さい 。

読者の頁

書 評

口 「これからのいえづくり・まちづくり

計 画 的 小 集 団 開 発 」 に つ い て

石関ｾ夫 Ｏ附 環境鐙備センター

本啓は 4 名の共同執筆者によるミニ開発問題

の自主研究からの成果である 。

高い市場性をえている一方で、ただのりなど

の批判をあびているミニ( 乱) 開発を調査す

る過程で、自主研究クループはその今日的意

義を再評価し、ミニ開発のもっている負のポ

テンシャルを正のポテンシャルに転換できな

いものかと考える 。

第 1 音[1は、大阪都市圏を中心としたミニ開発

およびミニ開発をとりまく環境についての詳

細! なレポートである 。需要構造の分析では職

住関係等に規定されたきわめて狭い地域志向

性、強い接地志向性をもつことが指摘され、

/ て

1惨

であり 、関連業者との密接な協力、協同関係

のもとです也域の最多血管翼層のニードを鋭敏に

キャ ッチし、ありふれた材料、ありふれた在

来工法で工夫をこらした建売住宅を作ってい

く状況を豊富な事例を用いて活写している 。

さらに、. 行政対応からの供給構造については、

建築基準法 ・都市計画法 ・指導要綱 ・土地税

制における複雑な制度的要因を分析するとと

もに、とくに指導要綱については、最近の負

担金要綱から居住環境水準誘導化への動きを

紹介し、計画的小集団開発への可能性をみて

いる 。調査は多面的総合的で、持家政策のも

とでの庶民住宅の需給の笑態が明らかにされ、

わかりやすい図表に視覚化されている 。

第 2 苦[1は、ミニ開発モデルを原型としたいえ

. にわ型都市住宅の原理 ・モデルスタディー

. 実現手法の具体的提案である 。

著者は 都市住宅、住環境整備の計画思沖vJ の転

ミニ開発の必然性、根強い需要圧がうきぼり 換を提陥し、キーコンセプトをイギリスの経

にされている 。ついで供給構造の分析では、 済学者シュマ ッハーの中間技術におく 。

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口 供給者が地域密着のローカルディベロ ッパー ミニ開発のポテンシャルを負から正へと転換
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しようとする著者の視座は、目論見書つきの

ケーススタディーとともに第 10章で計画的小

集団開発の実施標準フ ローにまとめられ、総

合的なシステムとして提案されている 。 4 つ

の C ( Compr ehensi ve  planni ng， Conc i se 

procedure， Co- oper at i ve  act  ion， Communi  ty 

educat ion ) と1 つの L ( L ocal  pl an) の基本

原則 を推進条件としてととのえた計画的小集

団開発の社会実験的試行開発を呼びかける

蓄は、意欲的て"*Ji- 鮮である。

いえつ' くり ・まちつ' くりにたずさわっている

技術者、学生、市民および ローカルティベ ロ

ッパーに広〈読まれて、計画的小集団開発の

輸が拡がることを期待したい。

著 者 延 藤 安 弘 ・鮫b，¥和夫・立成良三杉本拘

発行所 ( 附学芸出版社

体 裁 8 5 判、総278頁

定 価 2，900内

口都 市 型 住 宅

絶対量の不足に悩まされてきた、わが国の住

宅難も昭和40年代の末には、一世帯一住宅が

曲りなりにも達せ られるようになった 。 しか

し、そこに出来上っている家は、遠くて狭い

ものが多〈、者11市のスプロール化を進める結

果となり、 50年代に入 って、住宅を便利な所

にとりもどそうという気速が生れる様にな っ

た。著者、大野勝彦は、それを農村型住宅か

ら都市型住宅への転向としてとらえた 。そし

て本書は者11市型住宅の将来を著者の限で見つ

めながら、その背景を分析し、成立の条件を

解明しようとしたものである 。

住宅生産の工業化について、著者が卓見を持

っていることについては、この分野の人達の

意見の一致する所であろう 。第 3 主主で、これ

までの住宅生産を 4 つの時代に分けて説明し

ているが、その一つ 、ユニ ッ ト住宅の時代こ

そは、正しく、彼がそのエネルギーに点火し

たものであ った。 また多くの企業が、その成

果に自をつけて乱立する中で、独り彼の発想

によるものだけが、確固とした強さで定着し

たことは、やはり彼の主義主張の明解さと、

広い視野による洞祭力に負う所であろう 。

彼は音11品を考えるときにも、全産業の中での

住宅産業をとらえ、住宅を造るときには、そ

れを環境椛成の要素と考える 。 そして、住環

境を作るときは、都市に目が向けられている 。

このような、大所高所からの見方が、とりも

なおさず、彼の主張の先進性につながってい

ると考えられる 。ユニ ッ ト住宅と同 H寺に 主張

された住宅部品化論、あるいは、それについ

で言われた部品化住宅論は、今日オープンシ

ステムや、低層集合住宅の普及の中で、その

重要性が認識されつつあるが、ここにいう都

市型住宅の概念もまた、近い将来、数多くの人

達に注目される時期がくるのではあるまいか。

本書は、彼の著作の中では、本腰を入れて作

り上げたものの一つで、いわば散文の集積と

いうべきものではない 。豊富 な参考資料を背

長にした主張は、しっかりした章構成によ っ

て、研究論文としての体裁に近いともいえる

もので、重量感もあり、説得力もある 。 また

彼の今までの著作に比べてはるかにわかり易

い感じをうけているのは 、一つには年の功で

もあろうか、やはり論旨の一貫性に負う所が

多いのであろう 。

50年代の住宅生産にとって誠に有意義な著作

が生れたことを心から喜んで止まない。

内 田 祥 哉 ( まえがきよ り依すい )

著 者 大 野 勝 彦

発 行 所 側 工 業 調 査 会

体 }lt A  5 判、総 304頁

定 価 3 ，300阿

口 「 多 面 体 と 建 築 ー そ の な ぞ と か た ち 」

多面休と建築の深い結び付 きについては、こ

とさら説明するまでもないだろう 。ほとんど

の建築の造形は直方体や立方体を中心とする

多面体に支えられているからである 。

それにもかかわらず、改めて「多面体と建築J

という本警の表題を見せつけられると、何か

異郷の地あるいは未来の夢の国へ誘われるか

のような錯覚に陥る。多国体という言葉の持

つ謎めいた響きのなす技であろうか。

その点に注目した著者は、立方体や直方体に

|浪らず 、無数にある多面体を、歴史的かつ空

間的、数学的に総t I : しながら、それらと建築

とを関連させようとする 。

本文は、つぎのような 8 章からな って いる 。

1  伝説の晶化一 一多面体の過去

プラトンやダ ・ヴイン チら、過去の{ ヰ人を主人公に、

それ らと多面体の深〈人間的な結び付きを史実にし

たがって見る 。

2. 宇宙を宿す小 さな生命一一一フラーの世界

微生物界と多面体の関連を説明したあと、 R . B フ

ラーという個人が創造した雄大な多面体的宇宙をか

い附1見る 。

3. 発抑，された未来一一アラビアの空間

貌在、最先端をいく多面体建築家の多くが、深い歴

史を誇る中近東に関係していることの意味をさぐる 。

4  平たい摩天楼一一スペース ・フレームの

原点

立体トラ スあ るいはスペース ・フレームの造形を多

而休による空間の充1呉図形とい う観点か ら見る 。

5  . 格子の 中の自由一一一空中都市の造形

未来都市はしばしばスペース ・フレームと呼ばれる

空間絡子の中に計画されるが、その中にどのような

自由があるかを検討する 。

6. 蜂の巣にすむ子供たち一一 6 角形グリ ッ

ドの秘密

直方体以外の多国体の中では比較的身近かな 6 角柱

による空間椛成を、学校建築について見ていく 。

7  秩序のない街一 一黄金比の.筒異

黄金比を用いた多面体により、若干妙ででたらめで自

由な 空間を 構成 し、その中に住んでみる 。

8.  ｾＺみるなぞ 一一 多面体の未来

動く多面体、裏も表もない多面体、無限に大きい多

国体、 l 国体や 2 面体などふし ぎで魅力的な例を紹

介する 。

著 者 宮 崎 興 二

発行所 {附彰国社

体 裁 8 6 判、総298頁

定 価 1，900円

口 「 図 形 と 投 象 」

( K . M)  

3 次元空間をさまざまに解釈し、その 中で新

しい造形を試みようとする建築家にと って空

間内に置かれた図形に関する知識を持つこと

と、その作図方法を習得することは、おそら

く欠かすことのできない{ 乍業であろう 。

そのような前提にた った本舎では、さまざま

な図形 ( 多角形、曲線、多国体、曲面など )

の種類や性質をできるだけ系統的にあげ、そ

れらの作図方法 ( 投象方法) を透視図を中心

として述べている 。

全体としては、よく知られた図学という分野

に含まれる内容を持 っているとはいえ、巻頭

にあげた多面体と 曲面に関する数ページにわ

たるカラー写真や、それに続〈簡単な空間論、

および、投象方法と図形に| 期する歴史的な考

察などは、図学を越えた内容を持 っている 。

また、前述したように、透視図法と図形そのも

のの解説に格別の力をそそいでいる点もまた

本書に独特の色どりをそえているようである 。

本文の内容は 、おおよそ、次のようにな って

いる 。 ( K. M)

1  . 序論

1. 1 図学について 1  .  2 投象について 1. 3 凶学の生成

2  正投象

2 . 1 正投 象 2 . 2  基礎図形の表現 2 .  3  投象而と

基礎図形の位置変換 2  . 4 基礎図形的相互関係 2 . 5 

立体的表現 2 . 6  投象閣と立体の位置変換 2  .  7  立体

と基礎図形の相互関係 2 . 8 立体的相互関係 2. 9  陰影

3. 軸 iWJ 投象

3.  1  軸測投象 3 .  2  直軸 il 計H止象 3.  3  料投象と

斜軸測投象 3 .  4  軸i則投象的陰影

4  透視図法

4  .  1  中心投象と透税図法 4. 2  作図法的分1日1と基本用

rlli 4 . 3  水平祝透視図 4  .  4  1府瞭透視図 4.  5  1111 

観透視図 4. 6  透視図の陰影 4  . 7 進税図と現笑感

5 . 図形概説

5 .  1  平面 多辺形 5 . 2  平面曲線 5 .  3  ｾ ｕｊｊ＠ 多辺形

5 .  4  ｾ ｭｈ 曲線 5 . 5  多面体 5 . 6  1削節

著 者 前 川 道 郎

宮 崎興 一

発行所 (仰朝倉』生活

体 裁 A 5判、総212頁

定 価 2，000問
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建 築 と 社 会

ニL

ニ ュース 原稿をお送り ください。

'-1-1:: 1' 81 

れる 。( 路線図参照 ) 都心とポートアイラン

ドの 2 点間輸送とポートアイランド内の面的

輸送サーピスを配慮した路線設定が特徴とな

1981年春開催符戸市+ i ' 1ラjFt尊覧会 | ってい る。 神戸新交通ポート アイランド線の車両( 試作車)

トピックス そ の 2 神 戸 新 交 通

ポ ー ト ア イ ラ ン ド 線

矢 的 照 夫 / 神戸市企画局新交通建設部

神戸市が昭和41年 以来神戸港沖に建設を進め

てきたポートアイ ランドが、国際色豊かな新

しい海上都市として実現する日が真近かとな

ってきた 。昭和56年 3 月から開催される博覧

会「ポートピア， 81J を目指して建設工事は

急ピ ッチに進められている 。

この新しい街、ポートアイランドと都心 ( 三

宮) を結ぶ交通機関として建設されているの

が神戸新交通ポートアイランド線である 。全

線高架構造で延長 6.4km、 ゴムタイヤ車輪を

使 った車両が専用軌道上をコンビューター制

御 で走る 。排気力ス、騒音、 f辰動などの交通

公筈がなく、安全でかつ安定したダイヤ遂行

が出来る という全く新しい都市交通システム

の建設プ ロジェク卜である 。

このポートアイランド線には l 列車 6 両編成

の車両が 2 分30秒間隔で発車し、最高速度60

km/ hrで走行する 。三宮、ポートア イランド問

を約10分で結び、ラ ッシュ i時には 1 時間当り

1 万人余りの乗客をポートアイランドに運ふ、

ことが出来る 。駅数は全音[1で 9 駅あり、市街

地部分には三宮、貿易センタ一、ポートター

ミナルの複線 3 駅が約 1 km間隔て、設けられ、

ポートアイランド内には中公園駅を起点とし

て単線ループで 6 駅が約 500m間隔で設置さ

|新刊紹介 |

建設音響関係

J I S 解 説 ( 1979)

( 社) 日本音響材料協会では、建築音響技術

の普及の一環として「建築音響関係 J 1  S 解

説J <1979> を刊行した 。

本書は、吸音と防音、さらには騒音 ・振動防

止に万全を期するためには、 J 1  S の有効利

用こそ不可欠であるどいうことから 、その知

新交通ポートアイランド線の起点となる三宮

駅は、現在の国鉄三ノ宮駅東口の南側に 3 階

建のビルとして作られる 。 ( 完成予想図参照)

3 階はプラ ッ トホーム、 l 階部分を駅前広場

として利用し、 2 階部分にコンコースを設け、

歩行者用デ ッキで周辺ビルや他の交通機関と

を接続し、周辺計画との調整を図りながら、

乗客がスムースに移動出来るよう計画されて

いる 。他 の 8 駅についても同様な考え方で、

l 階部分は道路等の他の機能を碓保するため

コンコー スは 2 階に設け、周辺施設とは歩行

者用デ ッキで結ば、れる 。既存の都市機能との

調和 を図 1) 、駅と周辺施設が有機的に結びつ

き、市民にと ってポートアイランドが身近か

な{ 釘になるよう自己慮することもポートアイラ

ン ド線にとって大事な謀題の l つである。

日本で初めて実用化される新しい交通システ

ム、 神戸新交通ポートアイランド線の建設工

事は 53年 5月に着工し 56年春の開業に向けて

急ピ ッチで進めている 。すでにポートアイラ

ンドの中では軌道桁がかかり、駅舎もその姿

を現わそうとしている 。現在の都市交通が持

つ様々の課題に対する一つの提案として生れ

た新交通システムが神戸のポートアイランド

でその全貌を現わす日も其近かである 。新し

い市民の足として、 一 日も早〈完成し、開業

できるよう関係各位のご支援と御協力をお願

いいたしまして、神戸の新交通システムのご

報告といたします。

発行 (社 ) 日本音響材料協会

東京都港区西新橋 2 の13の12石膏会館

T  E  L 03- 591ー 2843

体 裁 B  5 判、 520頁

定価 3，800円

建設省編集 「 建 築 工 事 施 工 監 理 指 針 」

( 上・下巻) 昭和54年 版 ， 「 鉄 骨 工 作 標 準 」

昭和53年 版 ， 「 表 示 標 識 標 準 」 昭和54年

版の発刊について

建設大臣官房官庁営繕部では、業務の一端と

三宮駅完成予想図

神戸新交通ポ ート アイランド線路線図

業務への対処、および技術上の質的水準の確

保を目的として、それに必要な知識を集約し

たものである 。

また、同警は、建築技術者にと って 適切な参

考資料となりましょう 。

・建築工事総工院理J ! . 指針上巻 ￥ 3，500円

• 向 上

Ｍ 鉄 Ｇｾｊ 工作中ｾ準

・表 示 標 識 綴 準

下巻 ￥ 4，∞0円

￥ 1，800同

￥ 1，500問

識と技術を徹底させるため、建築音響関係 J して官庁建物の設計および施工監理を行な っ

1  S  37件を選んで掲載すると同時に、主要 J

1  S について、制定された背景、理論等の解

説29編を収録し、実務者の理解をより一層深

めるよう便宜がはかられている 。

18  

ている 。 発行所建設出版セ ンター

今回新たに同部から上記の指針および標準が 東京都千代田区神田小川町 2 - 8 進盛ビ

発刊 された 。 ー ル 5 F  

同書は 、ますます緩雑、高度化する施工盟主連 T  E  L03- 293- 8お 5



近 鉄 大 阪 線 八 尾 駅 駅 施 設

お よ び 高 架 下 商 業 施 設

坂口福治/ f側近畿設計事務所

八尾市は古〈慶長年聞から八尾御 坊の 門前市

として発達し大阪東部随ーの 中心街を形成し

たと伝えられるが、今 日では、近郊都市のス

ルが計画されていてショ ッピングモ ール ( 名

称ペントモールやお ) と有機的に結び 、既存

商庖街との共存共栄が図られた 。

幸いにして、この計画に対する近鉄の 同窓協

力 も得られ、本年 3 月に高架下の庖害階建築工

事が近鉄によ って着工され11月はじめのオー

プンを 目ざして活況を呈して い る。

庖告ili 延床面;fi 'i 9，360111'  

プロール化による都市機能の浪乱が随所に見 アーケード延床面積 1，544 111' 延長352111

受けられ、交通混雑のはげしさが街の発展を 本文のための資料には八尾市都市桜備室、近畿日本鉄

阻筈している 。 これらを解消するため十年近 道株式会社主I l 設改良局よりの御協力を賜り、お礼申し

い歳月にわたって都市計画事業を軸とした諸 ます。

整備事業が活々と進められ、今 回近鉄八尾駅

付近では線路の高架化 と共に 10，000111'の広場

を持つ新八尾駅を見 るに至 った。

従来の近鉄八尾駅付近は大正13年鉄道開通以

来八尾市発展の中枢的役割をにない、現在で

は人家伊] 密、商庖街が四通し極めて繁栄して

いる 地域とな っているので、新駅は東 400 111

の地先へ移転することにな ったのがこの卒業

計画の主目 的である 。

しかしこの事業施行が既存商庖街に与える ［［ｩ ｾ

響は経営上致命的とも云えるもので、この振

興対策には八尾市、 商工会議所、商庖街、関

係組織代表者等全機能をあげて取組まれた 。

その結果約 800Mにわたる高架下をショ ッピ

ングモールとし既存商庖街へのアプ ローチを

図 り、元駅跡地に コ ミュニケーションの場と

しての 貨物公図を設け、新駅付近には 市民サ

ービスコーナ一、銀行、遊技場も包含する等

楽しい魅力ある街づくりがはじまり、その総

括運営には地元関係者によ って設立された J

尾モール株式会社がこれにあたり、デベ ロッ

ノマーとしての業務を遂行している 。

都市計画事業のーっとして特色あるものに新

駅周辺の高度利用地区の設定がある 。 ( 再 開

発事業等を伴わない高度利用地区の指定は殆

んど例がない。)

新駅前には百貨庖、量販底、専門庖を一つに

した商業施設、 とこれらに密箔した駐車場ビ

今 秋 、 英 仏 で二大 建 築

見本市開催

フランス見本市協会日本事務所 ( 村瀬良臣代

表 ) は、この秋、ヨー ロッパでBfHl li の二大建

築見本市の概要を発表した 。

わが国でも著名な 「国際建築材料見本市 B A

T  I  M  A  T79J は第 12回を数えて今年はポル

ト ・ドウ6 エルサイユ見本市会場 ( パ リ) で、

11 月16 日より 25 日まで聞かれる 。同見本市は

1959年に第 1 回が催されて以来20年の歴史を

もち、設計 ・建設における技術革新の可能性

を追求した内容は世界各国の注目するところ

完成予想図

買物公園

一 番街 二 番街 三番街

とな っている 。

見本市には、建築およ' び室内装飾に関するあ

らゆる分野の専門家 ・ディーラーが参加 し、

建築家やメーカーにと って絶好の情報収集の

場とな っている 。

また、今回の見本市では新企画として、機械

化技術および機材 ・設備に関する情報の必要

性に応え 37 ，000111'におよぶ特設部門を用意、

とくに建築現場用機材の専 門家の来場をま っ

ている 。

一方、 パ リの見本市に 1 週間遅れて 12月 2 日

より 8 日まで「第38田英国国際建築展」が英

国 ・パーミ ンカ、ム国立見本市センターで聞か

駅部模型

2 階 平 面 図

タク シー

1 階平面図

ベン卜プラザ 五番街

れる 。 同展は、英国圏で、行われる見本市で最

も専門的で経済力のある人々が来場している 。

ちなみに 1977年度の来場者の年 間購買 力 は88

億ポンド ( 約 4 兆 3 千億円 ) にのぼる 。今 回

は同見本市センターを全面使用 し、 30ヵ国 よ

り約 1，000企業が最新の製品、機械設備を 出

展する予定とな っている 。 これらの参加企業

は、建設業およひ"関連業界への第 1 の供給者

となり 、80年代の建築業界を支えることにな

るものと期待されている 。

なお両l肢にl刻する 資料については7 ランス凡本市協会 日本

ｉ ｾ 務 所Ｈ 干 ＱＰ Ｖ 東 京 都 港 区 六 本木 ＵＭＵ ー ｬ 六 本 木共 同 ピ

ノレ、1{L話03 ' 405 ' 0171)
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財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 だ よ り

新 た に 設 置 さ れ た 一 般 建 材 関 係 試 験 設 備

当 所 の 昭 和54年 度 設 備 拡 充 計 画 に よ り ，一 般 建 材 試 験 関

係 に も 各 種 の 試 験 機 が 設 備 さ れ ま し た 。 従 来 試 験 機の 不

備 に よ り 試 験 の 依 頼 が あ っ て も 実 施 で き な い 試 験 項 目 も

あり 依 頼 者 の 皆 様 に こ 迷 惑 を お か け L 、たしておりまし

た が ， こ の 度 の 拡 充 計 画 に よ り 従 来 に 別 し て 依 頼 者 の 皆

様 の ご 要 望 に そ い 得 る も の と 考 え て お り ま す 。

こ こ に 新 設 さ れ ま し た 各 種 試 験 機 の う ち ，5] 1] 表 に 示 す 3

種 の 試 験 機 に つ い て そ の 概 要 と 仕 様 を 紹 介 い た し ま す。

塩 水 噴 霧 試 験 機 ( ス ガ 試 験 機 製 ， C A S S E RーI S 0 - 2 )  

ミ ス ト

拭 軸 帽 よ 置

噴 甥 培

含 氷 発 泡 材

Y ー ル

試 聴 片

拭 鞍 片 憧 持 器

溶 海 溜

Iえ軸 僧 底 部

加 舶 ヒ ー タ

樺 ;11 同

外 帽 底 部

は ， 金 属 材 料 又 は め っ き ， 無 機 皮 膜 ， 有 機 皮 践 を 施 し た 水 借

金 属 材 料 等 の 耐 食 性 ( 主 に き び ) を 試 験 す る も の で す。

装 泣 は 一 定 の 温 度 に 保 た れ た 試 験 機 槽 内 に 定 め ら れ た 濃

度 の 食 塩 水 を 圧 縮 空 気 で 霧 状 に l吹 き 込 む こ と に よ り ， 柁i

オゾン録取管

内 に 塩 分 を 含 む 霧 が 充 満 し ， 下音ISに 置 か れ た 試 験 片 の 表 剛 叫 ダ ー

商に| 峰リかかる構造にな っ ており，この操作を一定時! 日1

行 な う こ と に よ り 試 験 片 の 皮 膜 品 質 の 良 否 を 判 定 す る も

の で す 。 現ギ王のところ被額膜の品質半1) 定 の た め の 最 良 の

迅 速 検 定 と さ れ て い ま す。

オ ゾ ン 劣 化 試 験 機 ( ス ガ 試 験 機 製 ， O M S - 1 型 ) は .

大 気 中 の オ ゾ ン に よ る 材 料 の 劣 化 を 推 iHl Jす る も の で ， 主

に 各 組 ゴ ム 製 品， シ ー リ ン グ 材 ， 屋 恨 防 水 用 塗 膜 材 を 対

象 と し ， こ れ ら の 材 料 を 自 然 の 状 態 又 は 伸 張 し た 状 態 で

試 験 し ま す。 装 置 は 外 部 環 境 よ り し ゃ 断 さ れ た 試 験 機 槽

内 に 試 験 片 を 固 定 し ， 一 定 の 温 度 条 件 の も と で ， オ ゾ ン

灯 よ り 発 生 さ れ， 定 め ら れ た 泌 皮 に 調 怒 さ れ た オ ソ ン の

雰 囲 気 中 に こ れ を 暴 露 し ま す。

最 後 に ， ギ ヤ 一 式 老 化 試 験 機 ( ス カ 試 験 機 製 ， T G- 150 

型 ) で す が， こ れ は 各 種 ゴ ム 製 品 ， シ ー リ ン グ 材 ， 合 成

樹 )J 旨系材料， そ の 他 各 組 材 料 の 熱 に よ る 老 化 性 を 試 験 す

る も の で す。 装 置 は 試 験 機 機 内 の 7: 1 . } _ 支を一定に保持し述

続 運 転 、 さ れ る 点 は 通 常 の 恒 混 槽 と 同 じ で す が， 槽 内 の 空

気 を 定 め ら れ た 1時 間 々 隔 で 清 浄 空 気 と 5互 換 で き る 仕 組 み

に な っ て い る 点 が 本 装 置 の 特 徴 で す 。

以 上， 本 年 度 新 た に 設 備 さ れ ま し た 試 験 機 の ー 音ISを 紹 介

い た し ま し た が， 詳 し い お 問 合 せ は 本 所 構 造 物 試 験室 ま

で ご 連 絡 下 さ い 。

別 表

名 称 仕 様 主 要 用 途

塩 水 噴 霧

噴霧発生度方。3法5"C・ヰ噴立(霧浴℃方±式1  "C  

メッキ，食塗膜

試 験 機 試験浪 50"C :t 1  "C )  等 の 耐 性 試

試験片取付音11面 90X 60X50cm 験用

試験片 ( 150X70mm) 取付数 (J I SK5400 

保持角 15℃480枚4文 他)

Jl_______JQ"C_3 

オゾン劣化 試験槽寸法 50cm X  50cm X  50cm 

有オ機ゾ材ン料性試の耐験

試 験 機
オゾン発生度度装 笹 オゾン灯

オゾン 1良 ・2000m- 150oom 用( J I SA6008，

試験料数稽温 (pR pT~2+41個1500℃pp )  ~6 0℃ A6021 ， K  

試 ・動的試験 6301他

60- 100(L) X 民側mm

静的試験 30個

オゾン

濃 7度OX自動120調mm節伸記張録率計O付- 100%  

オゾ" ' f 1

モーター

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

. 本 試 験 所 所 在 地 ・大阪府吹田市磯白台 5 丁目 125番地の 8

電 話 ・大 阪 ( 06 ) 872- 0391番 ( 代 表 ) (〒565)

道 )1頃・阪急屯車北千里駅より北西へ約 1 km 

・大 i定分室 所 在 地 ・大阪市大淀区長柄西 2 丁目 1 ー18

電 話 ・大 阪 (06 ) 351 - 7217番 ( 干531)

制 御11

オゾン反応菅

". ョa・It

電' " ピν

スターラー

空冷互に嵐" ' ，.

オゾ" ' i I 鳩宛盆袋'

正面図

ギ ヤ 式 内法寸法 : 50cm X  60cm X  50cm 

老化試験機 温度範閤 ; 常 温 - 250"C 

試料枠の回転 6 - 8  rpm 

コ・ム司プフス

チック等の j且

度による劣化

道 順 ・阪急電車天神僑 6 丁目駅より線路沿いを北へ約700 rn 

・ 堺 分 室 所 在 地 ・大阪府堺市浜寺石津町西 2 T 日302の 4

試験用 ( JI S K 電 話 ・石 津 (0722) 44- 3912番 ( 干 592)

6301， A  6008， 

A602H也)

道 )1頃・南海軍事本線石 ijlt 川駅線路沿い北へ約400m
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歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 12-

辻 景 観 そ の 1

紙野桂人 ( 大阪大学助教授)

長瀬信義( 大阪大学大学院卒)

渡辺' 哀秀( 大阪大学大学院生)

三 木 亨 ( 大 阪 大 学 学 生 )

村の辻は遂を歩くものにとって景観の節目であると同時に、辻の右や友、前後と

いった 界限の分れ 自の窓識が生じてくる 。人は目的に 応 じてそのどれかの界限に

向って入って行くことになる。つまり、人聞の 11ft に応え、 ![1}J きに応える分岐の機

能を持つが、翻って思うと、それは界践の出合いの場でもある 。出合いの場は住

むものとの色々の関わりを帯びる 。たとえば広若手苑の辻の1 f t には、次のような派

生詩があげられる 。 l 辻商 2 辻行燈 3 辻占 4 辻売 5 辻踊 6 辻 ti 能 7  

辻 風 8 辻冠者 9 辻勧進 10辻 君 11辻斬 12辻 III 13辻 芸 14辻講釈 15辻

3主義 16辻酒盛 17辻 山道 18辻芝居 19辻相撲 20辻説法 21辻立 22辻被

辻 札 32辻放下 33辻宝引 34辻 待 35辻底 36辻社。

各よIH' 高から tlll 出した83の辻の事例 の中から、新型5)1)にそれぞれ有意義な辻の景観

をl順次掲載することにします。

23辻堂 24辻燈能 25辻能 26辻馬車 27辻 噺 28辻番 29辻番所 30辻片 31  

まず三叉路 ( T 字路 ・Y字路) を取り上げることにします。三叉路の景観は、基

本的な型式、辻の道具立 ( 家 . liH木 ・辻堂 . 'lll.位 その他) 、道の傾斜 ( 平面的

・立体的) 、巡の喰いi率い、空間的変化( 角家の玄関まわり、ポケットスペース

など ) などによ って 、それぞれ特徴ある視界的効栄を発揮する 。 それらを類型別

に取り上げて紹介することにします。今回は主として三叉路の基本的な類型のも

のを取り上げました。

二E

1 目

dト
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減下回I岸和田町j j ' ( は狭〈、鎚の手状にな ってい たり、 T 字倒的三叉路が多〈、見通しはあ

まりきかない。このZ) q刊は i立r!J 2  - 2.5メートノレの狭い三叉路で、佑子、板妓りなどの柔

かい材料て' f . Y I 成されていることもあって、下町のひっそりとした人間的なたたずまいを見

せている. ( 1 ) から辻を見ると行く手の民家がアイスト y プに なり、視界を閉ざしてい

るのに対し( 写真 a ) 、 (  2) 、 ( 3 ) からでは辻はス トリ ー トウオール円切れ目にすぎ

なくなる.

(a )  

大阪か ら西国街道を徽- ! i J リ、能勢妙見山へ[Il J う能勢街道沿のT ヰー型三叉路である。

辻町ｬｬｉｊ｜昔 ｩ が欠け て、 入附ができ、門前 Ｈ ｩｬｬ￯ 光寺 Ｉの淀みの ｾ ｵｮ とな って いる Ｎ (写

真 b、d 、 r ) 逃が斜交している ので附古11の民家が良 〈見え、アイストップの列J 栄

を発郷する。( 写点 a )  

(a)  

(e )  

(b)  

(f )  

(ω  



日目

天 国

大県 ( 1 :  300)  

日目

辻町一 角 に 、 樹木、辻堂 、 遊共が自己されてたまりの ｾ ｉｕｬ とな

っている . 中でも辻の 中也、にある辻堂が三本の ill のいずれか

らも 良 〈見え 、 辻ｾＯｬ 刊 の視ｊｩＺＨｊ ＼ｊ な抜とな っ ている 。

富田 ( 1 ・3∞)

(b)  (c l  

辻の角にある民家の j杉が似ていると、 i畠う i芭からの印象が似通 ってきて、 )n. i ) 感覚が失われる

ように忠われる 。 ( 写点 b 、 c ) ここでは、ｩｴｌ肢が方向の泣いを示し袋内者の役訓をイｾｩＷ結

採とな っている 。 このように道や辻町道具立は、子主1外的機能を持 っているものである .

炊い道の高い石屈が強い庄迫感を与える . ( 写点 a )  

(b)  

民家の入口Ｉￌ ￬ｩ の 凹 みが辻の さ ｾ ｉｉｉ ｊ と共 鳴 して 、 ひとつの安 Ｑｊ 栄 をもたらしている Ｎ また辻

に而する民家 、般の木と土蔵 、それに lr 1;tの 山がー述の祝党をもたらし、辻に接近す

る方向に 応じて 、それぞれ巡 った印象 を与える 。li&i町の無造作な布Ii 畿がなければと惜

しまれる 。

大平 寺 ( 1 :  300)  

(c) 
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文 化 産 業 論

最近は「文化産業論j というのがある 。 日本の社会、経済の閉塞状況を文化によ って、あるいは文化を

産業化することによ って打開しようという論で、ある意味では時宜に適しているし、まだきくべきとこ

ろ もある 。 ただ、文化をすら経済化しようというのは、これまた、エコノミ ックアニマル的な頭の良さ

で、そこまで言われると多少抵抗を感じないでもない 。 日本の経済的基盤が資源、エネルギーなどの点

でどれ程強固なものかは論議のある所であろう 。が、日本の社会が一定の成熟、高水準に達し、日本人

の欲求が単なる物質の段階を超えて、個性化、優越などいわば文化の領域に拡が っていることは事実で

あろ う。建築とくに設計・計画の仕事などがその拡がりに乗 っていることは疑えない 。一方、施工 ・生産

の分野' でもそのことに注意を払わなければならなくな っていることも確かである 。 たとえは‘ 若年労働者

の不足、手工技能の低下、新学卒者の現場 ぎらいなどを みていると、建設業者もこの辺のところを理解

していないとジリ貧になるような気がする 。 I オ母サーン」一発で業界30位から 2 位に躍り出たみそ屋

さんのことなどや っぱり一本考えてみても損にならない 。 ( F 0 )  

、医・職・住F

先日、ラジオで、近頃の若い世代の人々の問での考え方が、 、衣 ・食 ・住。から、医 ・1哉 ・住。に変 っ

て来た、と報じていた 。

戦後の数年間 l上 、衣 ・食 ・住。がパラレルに並んでいて当然のような 気カ、していたが、衣 ・食が急速

に改善 された後は 、住は、衣 ・食 とは全く次元が違 って しま って いると思われる 。

人間にと って、健康で・、( 医) 、希望する職業に就 き( 職 ) 、健全な家庭 を築く (住 ) ことは最高 の望み であ

り、これをもじ って ホ医 ・職 ・住。とした のは、いかにも若人らしい発想である 。

しかし、家族全員が健康で、安定した職業に就いているとしても 、大都会では、環境のよい住宅を手に

入れることは、まだまだ大変で、ある 。

ここで、若人の発想、に転換をお願いしたい 。それは、安易に持ち家指向に走らないようにされたいとい

つことだ 。

現在のローン制度にも問題があろうが、若人が持ち家指向に走れば走る程、ミニ開発や、ミニマンショ

ン建設に拍車がかかる 。

是非、発想、の転換をお願いしたい 。 (  1  S  )  

東畑病はー病息災

物の本によれば、中国陶磁への好尚は平安鎌倉の頃まで遡り、日本文化の一特質をなしている 。 この好

尚は近世に至 って建築界に及び、 ;償河コレクションは殊に有名である 。大阪では笹川慎一氏がその道の

先達であろう 。共に公的に保存されて、不朽の名を止めている 。昔から 中国陶磁は国際的価値を有する

文化財であ ったから蒐集は、天の時 ・地の利 ・人の和。と 三拍子揃 ったデビ ッ ト脱11 ( 英国) の如き人に

|浪られていた 。 そのデヒ ッ ト弊11が来日し東畑邸で執念に所望した 一 品があ った。誇り高 き主人公は言下

に wi!i- 下の城とならば交換致しましょうグと断 った。

筆者は民芸 品に始り、朝鮮 ( 李朝 ) へと遍歴した揚句、 中国に及んだ のは、東畑病( ? ) が感染した結果で

あって 、 ホ中国陶磁は不老不死の高貴薬。と 言 う東畑説に共鳴した のが事の起りである 。然し薄給の身

で高貴薬の服用ばかりもやれず、美術展に通 って、渇を医していた 。 台北の故宮博物院で三 日間、被彰

はのミり銑賞したこともあ った。大阪の誇るべきアタカ・コレクショ ンが常時、この地で鑑賞出来れば、

筆者に限 らず、 ー病息災の天恩を感じる同好の士が、関西には多いのではあるまいか。 ( U S  )  

建築士の業務について

京都の事務所に T 先生をおたずねした時の事である 。雑談の中で 「建設業者が登録の時に技術者名簿と

して建築士名簿を提出しているが、建築士法は建設省住宅局 の監督下にあり、建設業法は計画局の監督

下にあるのだから、業法登録に建築士を持ち出す のは意味がない 。」というよ うなお話をされた 。建設

業法の解説によると、業法第26条に主任技術者の設置、業法施工令第 27条に専任の院理技術者を必要と

する工事が定められており、その主旨は施工実務の経験を有する者を工事現場に置いて工事の施工の技

術上の管理を行わせる事とある 。 さらに建設省告示第 352号で建築士法による免許を受けた者を上記の

有資格者と出来るとあり、業法に建築士が持ち込まれている 。 このように見てくると建築士の業務には

2 つの種類があることになる 。設計及び工事監理を業務とする建築士は建築士法に 則り、 住宅局の監督

下にあるわけだから、我々建築士の登録先自体 2 様に分かれていいはずである 。設計図書のみでは十分

でないところに工事監理が必要な理由があり、設計業務と工事監理業務は切り離すわけにはいかない 。

とすれば、建築士が自己の業務の範囲を 明碓にし、その業務が住宅局の監督下にあるのか 、計画局の監

督下にあるのか自覚することが今 回の業務報酬規準を受け入れるに当 って大切な事であろう 。 ( F T )  
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. 第 I 部 一一 庄 内 再 開 発 レ ポ ー ト

1。庄 内 ー そ の ま ち の 成 り 立 ち

庄 内 地 域 の 発 達

庄内地域は、 「スプロール現象」、「過密現象」、 「不良住環境」

の代表例のようにとりあげられた時期を通りこして、いま市街地環

境づくりの新しい段階へと歩みをすすめている 。1973年に策定され

た「防災避難緑道と広場の庄内住環境整備構想! j ( l 基本計画 J ) は、

庄内地域住民が豊中市や大阪府の行政とともにはじめてとりくんで

いる総合的住環境改善の計画である 。そして70年代はそ の幕あけで

あった。豊中市の行政対応をみるならば、それまで庄内再開発問題

を建築部市街地開発課でとりあつか っていたのを改めて、 74年に庄

内再開発室が設置され、さらにすすんで 75年には担当助役を 長 とし

て関係部長をも って構成する「事業推進委員会」が設置されるとい

う発展ぶりであ った。 この 10年の経過は、庄内地域の発達にと って

特別の重みをも っている 。 またこの程の計画と事業推進上の諸問題

もほとんど網羅的に表面化した 。 これらの困難をのりこえてつ ぎの

80年代にのり出していくためには、この 10年の蓄積をどのよ うに方

向づけたらよいか。 それにはまずも って庄内の発達過程をあと づけ

てみることが必要である 。

庄内地域は、神崎川を境として大阪市に接し、北は名神高速道路、

西は旧緒名川、そし て東は天竺川にかこまれた 425ヘクタールに及

ぶ地域て・ある 。そし てこの区域は、 1955年の豊中市編入以前の旧庄

内町の行政区域にほぼ一致する 。 もともと 1920年頃ま での庄内地域

は、自然堤防上に民家集?蓄が点在する湿団地帯であ った。この回図

地帯が戦前と戦後を通 じてい ちじるしい速度で都市的土地利用 への

発達をとげるが、これを方向づけた第ーの要因は工業の大都市集中

と、そ の外延的膨娠である 。現在の阪急神戸線の神崎川駅は 1920年

( 大正 9 ) に開設されたが、庄内への工業立地はこの頃からはじまる 。

立地形態 でいえば、本社が神崎川をへだてて隣接する大阪市東淀川

区などにあ って工場を庄内にもっというケースや大阪から の移転立

地が大半であ った。満州事変の勃発 ( 1931年 ) は，軍需工業化をお

しすすめ、工業立地の傾向がにわかに増大して庄内の外延的性格を

一段とつよめたのであった 。加えて 38年には神的川の改修工事が行

われ、地域内の排水 ・手IJ水の便が改善されて、工業はその立地条件

の良さとともに安い地価の土地を求めて立地するようにな った。 こ

の頃の工業は、神崎川の水利による化学工業、工業薬品、医療品製

造を中心としたが、戦争を契機にして金属、機械工業が比重を増す

ようにな って きた 。

大阪からの工業の外延的立地は、工業の周辺に労働者を H乎びょせ、

庄内の都市的土地利用をうながしていくようになるが、実際に庄内

は、 1922 年には旧都市計画法による都市計画区域に編入されて大

阪め外延的膨張にくみこまれるとともに、人口もしだし、に増加傾向

を示して、町村IltlJ が施行されて庄内村が発足した 1889年 ( 明治22)

に2，146人であ ったのが、 1939年 ( 昭和14) には約8，000人に増大した 。

戦後は大阪工業の復興、朝鮮戦争による特需景気などによ って立地

企業数が増大した 。大阪府地方課の調査によれば、 54年で43企業を
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数えるが、従業員規模別でみると最も多いのが30- 99人規模層で、

当時は中堅的工場が主体てあ ったことを示している 。高度成長期に

企業立地はいちじるしい速度ですすみ、 71年で 400企業まで到達す

るが、その大半は小零細企業によ ってしめられるようになる 。中大

企業が比較的多い南部地区を例としてみると、 76年の調査では 67%

が 9 人以下の規模である 。

このような工業立地と、それによる土地利用のすう勢は、住民の

就業構成にも変化をもたらしていく 。53年の統計でみると、農林業

従事者が13% であるのに対して工業関係従事者が40% をしめ、これ

に商業、運輸関係従事者を加えると 6ililJ に達していた ( 53年総人口

17，037人)。 そして、 65年段階では 15歳以上就業者でみても農林業

関係がわずかに 0. 6% にまで減少した 。庄内住民の経済は 、以前は

地域内農業に依存していたが、現在ではそれがほぼ完全に崩壊して、

土地利用的には工業、商業 、住宅を主とする都市的土地利用におき

かわったのである 。

第二の要因は、阪急庄内駅の設置と広域交通の発達である 。庄内

駅の設置 ( 1951年 ) は、大阪方面への近接性をいちじるしくたかめ、

あらたな土地利用の可能性をひらいた 。 i合併協定書」による公共

事業や農業用水路の改修事業などの公共投資が実施されていたなら

ば、あたらしい土地利用 の発達をも っと望ましい目標に方向づけら

れていたであろう 。 しかし現笑は木造アノ マート、文化住宅の超過密

スプロールであ った。 もともと戦争直後の j災地改革は創設自作農家

に農業を維持するに十分な農地を必ずしも残したわけで は なかっ た。

加えて、戦前から大阪市域拡張を意図した大都市圏化は、 庄内を都

市計画区域にくみこんでいたのである 。 そして工業の外延的立地は、

水路や遊水池など土地 ・資源、を破壊して炭業を圧迫しはじめていた 。

こうして阪急庄内駅設置によ って大阪通勤圏となると、多数の自営

農家は農地の資産経営に目を向けていくようになる 。実際、庄内駅

より徒歩 1 km圏 内 で の 調 査 ( 絹谷祐規 『生活 ・住宅 ・地域計画1

371- 375ペー ジ) によれば、60年以来50棟以上の「アパート J 、

「文 化 住 宅」が建設された 。63年ですでに 366練 ( うちアノ マート

2，839戸、文化住宅 2，014戸) が建設されるというスピードぶりで

あった。73年の調査では、 1 棟 - 2 練経営が 7 筈IJ 以上で 、 4 係以上

の経営は l 割組度というご く零細な経営者が大半をしめている 。高

度成長による都市労働者の急激な膨張は、庄内の農地を宅地利用に

転用させる強力な圧力とな ったが、その土地利用度化はま ったくの

無政府状態であ った。

さて、もう一方の広域交通の発達はどうであろうか。すでに 1935

年に完成した大阪池田問の産業道路( 現在は国道大阪福知 山線) は、

庄内地域の工業発達に大きな役割を果たしていた 。沿道には大工場

の新設が目立ち、たとえば1954年に大阪の福島から松下の工場が進

出してきた 。63年には名神高速道路とインターチェンジが完成して

庄内工業地の広域的立地条件が飛躍的にたかまった 。そして大阪空

港と結ぶ阪神高速道路は67年に完成する 。 このような広域的道路は

庄内地域内にもしだいに道路改良の必要をうながして、 神崎刀根山



線の都市計画街路改良などがすすめられている。これに反して、地

域内の盤備、たとえば、名神インター附近の島団地区の区画整理の

要請は実現されなかったし、 58年以降決定された地域内主要都市計

画街路事業は、いまだ箔手されていない。 こうして 、広域的な工業

立地が求める輸送交通と地域内の交通を調墜して、投資の重点を地

域内道路事業に向けていくことが庄内地域の土地利用発達にと って

いよいよ丞要となるにいた った。

庄内地域の土地利用 発達は、過密や農地 ・自然の異常な速さでの

消滅をすすめた無政府的なものであ った。それはまた公共投資が広

域的事業に偏重し、個別の民間投資が全くの分散状態におかれたこ

とを意味するもので、この傾向は土地利用の極端なゆがみをもたら

した。豊中市に合併した1955年以降顕著となった施策の「北高南低」

は、編入が方向づけたそのゆがみの深さを言い表したものである 。

だが、土地利用 のゆがみがここまでくれば、それに抗して統制し

ようとする住民の力が喚起されるようになる 。たとえば、 70年から

71年の校区変更反対運動は、教育行政の無計画性に規制l を加えよう

としたものであ った。 また、 71年の神洲化学の公害や72年の用途指

定問題では 、庄内住民は工業立地の無政府性を統制の下におこうと

した 。庄内再開発といわれるまちづ くりはこうした住民のカによっ

て担われている 。

現 代 の 庄 内 、 そ の 環 境 問 題 の 性 格

庄内地域の発達は、広域交通や工業の外延的膨張によ って方向づ

けられ、旧態村地域とは災な った新しい土地平IJ用の可能性をひらい

たのであったが、現笑の土地利用は街、政府的なものであった 。 この

無政府性は、庄内地域をこえて豊中市とその臨接地域にも拡大され、

豊中市においても 「三つの顔」 と称されるように地域分化の傾向を

も生み出している 。その「三つの顔」とは、隻中台地に戦前よりひ

らかれた旧市街地、 60年代に公的に開発された千里丘陵地のニュー

タウン、そして庄内地域である 。 こうした土地利用 のゆがみは庄内

地域のまちに具体的にどのような影をおとしているであろうか。

庄内地域には、現在約 8 万人の住民が居住し、市域人口の 4 分の

l 近くをしめて、面積のしめる割合 ( 9 分の 1 ) より多い。すべて

の住民が最低限度の生活環境を同等に享受できるようにするのが都

市計画やその他の環境施策の目標であろうが、そのための投資が民

間個別の固定資産の形成に根深く結びついている以上なかなかそう

はいかない。逆に投資の地域集中が地域の土地利用分化をうながし

て、生活環境上 も格差を拡大することになる 。庄内地域を旧豊中市

域とくらべてみてもその差は明瞭に出てくる 。たとえば高速道路を

のぞいて幅員 6 メートル以上の道路率は、旧豊中市域が 5. 3%であ

るのに対して 2.1% 、私道率 ( 道路総面積で私道面積を除したもの)

は13. 6%に対して 25 .5% 、 l 人当たりの公図面積にいた っては6. 30

附に対してわずか0 .32m'というひくさである 。大気汚染で問題とな

る硫黄酸化物濃度は、 0. 020P P  Mに対して 0. 040P P  Mで、実際、

庄内地。域には公害病認定忠者が少なくないのである 。そしてこれに最

図 1 - 1  

(  r庄内地成再開発基本計画作成のため

のノー トJ 1973年による )

医 翠 亙 住 宅 地 - 商業業務地 仁 二 コ 未利用地

c : : : 3 住 エ 混 合 地 医 豆 沼 工 業 地 匡 三 ヨ 文教厚生施設用地

ロｾ 緑地系用地

高9 5 WE C P NL に達する航空機騒音がつけ加えられる 。庄内地域の土

地利用状態をみれば、地域面積 425ヘクタールのうち河川水面、 高

速道路、鉄軌道敷が49ヘクタールをしめて、それを除いた土地利用

配分状態は、住宅が4 5 %、工業が18 %、道路1 2 %などとなっている

が、公閣はわずか 3 ヘクタール、 0. 8%にすぎない (数値はいずれ

も「庄内再開発基本計画のあらまし」による )。 これらの数値は、

土地利用を指導できるだけの生活環境関連公共投資がみられなかっ

たことだけでなく、庄内地域の自然資源利用の後退と自然的条件の

庄迫が激しかったことを示唆している ( 図 1 - 1  )。

さて、庄内地域の土地利用の混乱のゆがみはまずもって自然資源

の乱開発と破壊をすすめたが、この傾向はもう一歩すすんで住民の

人間的生産力の再生産、家族生活の維持を圧迫していくようになる 。

そして具体的にはそれはおびたたーしい数の不良住宅をうみ出したの

であった。一戸建、長屋、文化住宅、木造アパートの分布は地 区に

よってかなりの差がある 。 たとえば北部地区ではもっとも多いのが

木造アノ f ート ( 39%) 、ついで文化住宅 (24%) 、長屋 ( 20%) と

な っているのに対して、南部地区ではも っとも多いのが長屋 (41

% ) 、ついで文化住宅 (30%) 、木造アパート ( 17%) である 。狭

小過密住宅の代表例といわれる文化住宅や木造アパートをみても 相

当の地区差があり、地区ごとによる対策のきめこまかさの必要性を

示唆するが、庄内地域全体でみると長屋3 2 %、文化住宅2 8 %、木造

アパート 15% であ って、長屋が多し、。 しかし、文化住宅 、木造アノ f

ートを合わせると 4 3 %とな って、そのしめる割合はやはりたかい。

このような 1 - 2室住宅では、家族人数の増大とともに過密居住が

進行して、人間的生活が圧迫されざるをえなし、。そして個人による住

宅取得にはたらく競争原理によ って住民の移動をしいていくように

なるが、実際には 2 種類の潮流を生み 出 した 。一つは庄 内地域から

他地域への移転て‘ あり、もうひとつは地域内での残留である。こう
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表 1 ー 1 地織の問題点

土

地

利

用

地域の北部は、 WE C P NL 85- 95、会話等の

航 空 機 騒 音 | 日常生活に 支障があるばかりでなく、 健康而

にも大きく影響している 。

l  全域が公害病の認淀I似或であり、硫賞酸化物波

大 気 汚 染 |

| 度は、市内他地域の約 2 f音となっている 。

全域で工・住混在が進行しており、騒音、振動、

ばい煙、悪臭、排液汚濁等の公害が増えている 。
地域内 工場公害

木造住宅の過密にあわせて危険物が住宅地に混

火 災 危 険 | 在。さらに街路が狭少てM 消防活動や避雛行為

に支障がある 。

軟弱地量産の上に木造住宅が主主ち並び、 I也災時

の家屋倒壊と二次火災の危険性をはらんでいる 。
地 震 時 の 危 険

低湿地に無秩序に蟻土した地ｾで、終末はポン

授 水 の 危 険 | プ排水に頼っているため、豪雨と施設の故障が

田重なれば、浸水の危険にさらされる 。

歩行者の安全施設が不足し、地域内のほと ん

どのi u : 絡が歩単混合とな っている 。

交 通 災 害

高速道路を除し、た地域内の幅貝 6 m) :} j この道路

面積は、 9. 200、道路率は、 2. 1% と低い。

私道が多〈道路形態は、狭少で不規則である 。

計画的街路の不足

地域内の都市計画公園は II ヵ所、約1 . 7加、

児童遊園 17ヵ所、約 1. 2ha、合計 28 ヵ所

2. 9ha、 l 人当たリ 0. 3201'に過ぎない。また

地域には極端に総が不足している 。

公閲 ・蜘也の絶対的

不 足

保育所、集会施設、文化・保建施設等ヵq ; 足し

コi ュニティ施設の不足 | ておリ、日' 治生活やコミュニティー活動に支

ι  障がある 。

狭少、老朽、非衛生的住宅カ管集し、居住環境

倒 的 宮 建 設 け し て 好 ま し く 山 一 山 以 で い

駅前広場を始め、駅周辺の鐙備ヵq ; 良であると

ともに、各商庖 i釘の荷拐1) き場や駐卓場が不足

し、f 4 物客の動線が生年制ii されていない 。

(  r庄内再開発基本計画のあらまし j による資料をもとに修正 )

オー7 ノスペースの不足

して木造アパートの空室がしだいに増加するとともに 、住 宅 経 営 へ

の個別再投資が困難なため、住宅老朽程度も深刻な状態となる。加

え て 公 共 住 宅 の し め る 比 率 の 低 さ ( 1. 2%) がゆがみを増幅してい

るといえるであろう。以上を「地域の問題点」として監理したのが

表 1 - 1である 。

庄内地域はいまひとつの発達の節にある。その節は一つはいうま

でもなく庄内再開発へのとりくみによって、そしてもうひとつは庄

内地域人口の減少傾向によ って特徴づけられる。笑際、庄 内の 人口

は 飽和の状態をすぎて、 75年人口は70年に対して 11% の減少をみた。

「庄内再開発基本計画」は 、 「現状以上人口をふやさない」ことを

目標としたが、それは強制的な移転促進が困難であ ったためである。

とすれば、この人口減少傾向は望ましいものであろうか。庄内地域

では新規の工業立地とそれによる土地利用のひろがりは少ないが、

工業跡地での「ミニ開発」、木造アパートなどの倉庫などへの転用、

敷地の駐車場経営などがしだいにふえつつある。加えて庄内駅周辺
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の大型応舗の進 出、商業街区のひろがりがきわめて顕著である。そ

して人口減少傾向は、こうした土地の所有と利用状態変化のひろが

りをも意味しているだろう。おおざっぱにいって庄内地域はかつて

二度にわたる土地所有 ・利用の激しい変化を体験している。第ーは

農地改革による変化であり、第二はスプロールによる高度成長期の

変化である。土地所有・利用状態の変化の現実のひろがりは、既存

市街地における民間による資産再形成の無政府性を示しているよう

に思える。庄内地域の問題点の現代的焦点は、こうしてしだいにう

かびあがってくるが、それをいかにコントロールするか 。 この点で

第三の土地所有 ・利用変化は、自然環境や土地基盤の回復を含んだ

土地利用計画を現実の課題とするようになるであろう。

( 文賛 ・片方信也 )



してはきわめて先駆的なものであ った。また、過密地区における最大

の環境問題として防災を主柱にすえて、連続する緑道のネ ッ トワー

クと、それらに媛する防災空地としての広場を点在させるというオ

ープンスペースシステムをその基本戦略とするという特徴をもって

- 第 I 部 一 一 庄 内 再 開 発 レ ポ ー ト

りの足跡まちづく

重 要 施 策 と し て の 始 動

2 。

庄内が住宅問題、都市問題の集中する地域として、研究者がとり

いた。

基本計画は 10年間で、庄内地域の住環境を少なくとも一般市街地

の水準に号 |き上げることをめざしている点で、きわめて現実的な中

期計画としての性格をもっと同時に、人口約 8 万人( 計画当時は約

9 万人) 、面積 425ha の区域を含むことからも、実施にあたって

はさらに地区別の詳細計画をもっという余地を残したガイドプラン

あげはじめてもう 10年以上たつが、地元市、府の行政課題としての

とりくみが本格的にスター卜したのは 7 年前、昭和47年である 。 こ

の年の 2 丹、市長を委員長とする「庄内地域再開発基本計画作成委

員会J が設置され、同委員会は l 年半の検討を経て翌48年 8 月に基

本計画をまとめた 。この基本計画は「再開発J の概念、を発展させ、

全面クリアランス型ではない修復的な方法で効果の高い住環境の改

善をめざし、その方策を課題ごとに整理して提起した点で、当時と

S  47. 3 

46 47  48  49 
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としてのイ立置つrtt をもも ったものであ った。

東西南北の 4 地区に分けて、それぞれの地区計画づくりにとりか

かったのが、つぎのステ ップである。毎年 l 地区づっ計画主体とな

る各地区再開発協議会を発足させ、それぞれの地区では約 4 年がか

りで、要求調査、まちづくり学習、計画作成、地区への計画説明 ・

定着化活動とい った仕事にとりくんできた。現在、南、北の 2 :1也区

で計画が固まり、他の 2 : 1 也区では、協議会内部の計画案がまとまり

つつある段階にある 。計画づくりにほぼ見通しがたち、事業化にむ

けての折り返し点に立 っていると言えよう 。

まちづくりへの態勢

庄内のような過密地区のまちづくりを推進するためには、公園、

道路、生活施設整備のようないわゆる定常的な事業が総合的、効果

的にとりくまれるための調整機能が何より求められることになる。

平行して地区で緊急かつ優先的にとりくむべき重点課題を把えて、

その事業手法の新しい道を切りひらくというエネルギーと専門的ブ

レーンの欠かせない機能も求められた 。そこでとられたのが、住民

とプランナー ・研究者、行政の三者が一体となりながら、各自の持

ち前の得意技を発揮できるような連携態勢である 。

市の行政体制がととのえられてきた経過をふりかえると、そのと

りくみ姿勢がうかがえる 。基本計画から地区計画づくりに移るのと

時を同じくして、それまで建築部市街地開発課の一係で扱われてい

たのが、同じ音11に庄内再開発室として独立セクションが設置されて

いる 。その後、担当助役を長とする庄内再開発事業推進委員会がお

かれ、その下に庄内再開発事業推進担当者会議が設置され推進体制

ができあがってきた 。庄内再開発室はその後、企画部に移され調整

機能を重視する方向をたどっているとみられる 。

住民のまちづくり車断裁である各地区再開発協議会は、その事務局を

庄内再開発室に置き、会議の招集、迷給、記録、ニュース発行実務

等では市が援助できるようになっており、調査、計画作成の実質に

ついては、プランナー・研究者によるワーキング ・ク" ルーフ。が手助

けしながらとりくめている 。ワーキング ・グループは現況の客観的

把媛、住民要求から集約される計画課題を、専門的な立場で検討す

ると同時に、計画の実現性、関連計画との整合性等をはかるために

庄内計画研究会という独立した研究の場をも ってきた 。 この研究会

には市の庄内再開発室の担当者と大阪府の担当セクションの行政プ

ランナーも参加して、計画論を大いにディスカ ッションし「庄内型

再開発」のフレームを共同でつくりあげてきたという重要な役割を

になうことにな った。 その過程では研究会に顧問として出席、終始

指導にあたられた大阪市立大学の住田昌二教授、京都大学の三村浩

史助教授の英知に依るところ大であ った。

計画づくりのプロセス

地区計画の下敷きとな っているのは、庄内全体の防災対策を柱と

したガイドプランとしての基本計画と、地区住民の要求である 。 し
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たがって地区再開発協議会とワーキング ・グループが共同て。行っ

た最初の仕事は、基本計画の考え方を学習すること、そしてつぎに

行ったことが、地区住民の要求調査である。要求調査は形式的・統

計的に処理されることを避けて、生の声を受けとめる方法を模索し

よう ということになり、ブロック 別に住民に集まってもらい、計

画の意図を直接伝え、 1，000分の l の地図をみんなに渡し、もち帰っ

てそれに問題箇所、要求を書き込んでもらったものを回収する、と

いう方法をとった 。平行して、協議会の委員自身の目で実情を正確

に把える必要がある、とい 7 声も出て、ワーキング ・グループとの

共同現地踏査をきめ細かくくりかえし、問題マ ップを作成した 。

それら要求 ・問題マ ップと基本計画とを重ね合わせながら、計画

課題を整理し、骨格プランをまず固め、さらに地区計画案を作成す

るという手順で作業はすすめられた。計画案は第 1 次案をワーキン

グ ・グループから提案して以後、南部地区の場合 7 次案まで、北部

地区の場合は 5 次集まで、それぞれ約 l 年をかけて修正をくり返し

ながらねりあげたものである。われわれは一度提案した計画に論議

がつくされ、修正が加わることにちゅうちょもこだわりもなかった 。

ただ、そのたびに畳 2 枚ほどもの大きさの図面( 住民とともに考え

るためには大きく描く必要が物理的にあったのである) を書き直す

ことにかなりのエネルギーを費やす覚悟をしたぐらいである。

協議会として一応のまとまりをみた地区計画は、つぎに協議会案

として行政検討に委ねられた。成案とするまでに主な事業主体とな

るはずの市の見解を受けとめるべきとの配慮である。この順序が、

従来よく行われてきた住民参加方式の多くと決定的にちがったとこ

ろで、行政案を住民に示してイエス ・ノーを問うのではなく、住民

案が先にあ ったのである 。行政内部では担当者会議、事業推進委員

会を経て協議会案に対する市の見解を文書で答えている 。 これまで

の地区では、大旨内容の妥当なことを確認し、市として優先的にと

りくむべき事業についての意志表示が加えられているようである 。

行政検討結果を受けて協議会では、修正の必要があるかどうかを

最終的に確かめ、まちづくりニュース特集号の体裁で地区内全世帯

に自らの手で配布し、ブロ ック別に説明会をもった 。地区住民から

の意見集約に数ヵ月のWI 閣をもち、出された意見、疑問に対して一

つ一つ答えながら、地区住民の大筋の支持を得たことを確認し、計

画の定着を図ってきた 。

住民参加とプランナー

住民自らが計画主体となってすすめる、という徹底した住民参加

の経過をふりかえってみると、試行錯誤の中からも一歩づっ足元を

かためてきたことが伺える。最初に発足した南部地区再開発協議会

は、すでに 6 年間の実績を引き継いでいるが、はじめの 1 年ぐらい

は行政側も住民側も慣れぬ体験であることからウォーミングア ップ

に手間取ったものである 。会合をもっても従来の行政に対する不満

が個別的に湧出する傾向が強〈、これでは「先が思いやられる」感を

強くした 。 しかし予算要求をめぐる知事への陳情や、神戸丸山地区



との交流というように手足を動かしながら 、行政担当職員、プラン

ナーと一体になった実践を積み、ヒザを交えての対話の蓄積、まち

の実情とそのとらえ方についての学習機会、等の多様な活動の中で

一体感をもち、自覚的なまちづくり計画主体としての成長をみるこ

とにな った。

一方、計画案が煮つま りはじめるのと前後して、行政側では実施

の困難きが痛感され、 財政事情の悪化 とも合わせて歯切れの悪い言

葉が多くなり 出す。そんな中で行政と住民との信頼関係はゆれ動く

が、やがて事業化のシステムへの理解が進み 、市長をはじめとする

市幹部との熱っぽいやりとり、市としての行政見解の提示とい った

過程を経て、 「雨降って 地が固まる」ことになる 。 この経験を通じ

て、 「計画さえつくれば事業は自動的にレールにのる」ものではな

く、自立的な実現運動と平行して住民自身がとりくむべき多くの仕

事もあることを知 ったと言えよう 。ワーキング ・グループは、その

ような背景から 、約 1 年がかりで、事業手法検討委員会をも って、

[ 庄内再開発事業推進にむけての提言」をとりまとめたのである 。

プランナーは、住民サイドで計画づくりをすすめる全過程を通じ

て、計画主体のコンサルタン トとして、また住民要求のコーディネ

ーターとして関わってきた。その業務内容は、これまでに、 200 回

を超える 地元での会議のすべてに参加してきたこと一つだけみても、

従来いだかれていたプランナー像とは余程ちがっているが、要約す

ればっき'のように言えるだろう 。

1  . 住民の要求を把えて集約する 。

2 . 地区問題を客観的に把えて、住民要求との関係も合わせて整理

分析し、計画課題を提起する 。

3 . 住民協議会がまちづくりについての学習、見学等をするのを助

ける 。

4 . 協議会が町別集会や階層別集会で地区住民からの意見を汲み上

げたり、情報をニュース等で流し、行政と話し合う、等の自 主活

動をする のを 助ける 。

5 . 地区計画案を 作成し提案する 。

6 . 第三者的立場で行政と住民とのコミュニケーションの橋渡しを

する 。

7 . 計画の実現化方策を専門的立場で研究開発し、提案する 。

まちづくりは、一つの事業制度に依拠するのではなく、多様な制

度、手法を駆使し、あるいは創造し、またその実現にむけての状況

づく りをも平行しながらのタイナミズムである 。われわれは自分遠

の非カをそのつど思い知らされながらも 、まちづくりプランナーと

しての職能のあり方について模索することを忘れるわけにはいかな

い。庄内での経験を特殊解ではなく、一般解とすることは、とりも

直さず、そこでの人の動きを一般解とすることではないかと考える

からである 。 また、住民参加の成果も一朝一夕に効果をあらわすも

のではないだろう 。 しかし、すでに試みられている事業段階におけ

る地区の反応からみても、合意形成の歴史が何よりまちづくりの財

産として地区に貯えられつつあることが期待できる 。( 文責 ・高田昇)

図 2 - 5  
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3 。事業実施経過

事 業 実 施 の 考 え 方

地区計画の事業化は、計画作成の段階から平行して開始され、一

方で、まちづくりへの気運を高める役割も果たしてきた。地区計画

成案後は、計画にそ って、順次 、事業化がすすめられている 。

主な公共事業としてみられるのは、緑道盤備、公園広場整備， コ

ミュニティ施設整備、公営住宅建替えといった事業であるが、これ

らは大半が元来すべての市街地で推進されるべき一般事業でもある 。

地区115備の事業化にあたっては当初よ り二つの側面をあわせ持つ

考え方でとりくまれてきている 。その一つは住宅地区改良事業をは

じめとする面的務備にかかわる制度の適用によ って集中的に卒業化

をはか つてし、 〈而であり、いまひとつは、一般的な行政の総合的、

複合的む展開によ って卒業化をはか つていく面である 。事業化にお

けるこの二つの側面を、行政の重要プロジェクトとして位置づけて

すすめてし、くのが、庄内における住環境整備事業の特色といえる 。

〈事業化のしくみ〉 計画の事業への具体化は、 3 年程度の短期計

聞にもとづいて原則的には各年度の計画の積み重ねて‘ 行われる 。庄

内再開発卒業のために市内部に設けられ? 、 「事業推進委員会j が、

卒業化の }JI"J つi ( t を行い、総合調整の役割を果たしている 。公問、

道路、住宅など、それぞれの事業は、例別の事業計画をも って、通

常の事業と同 じく、事業部局ですすめられる 。

〈事業 'I't > 昭和47年から昭和52年までの 6 年間に、市事業として、

用地取得に 44億 1，061万円、盤{ 賄事業に 53偲 8 ，702万円が、この事業の

ために投入された 。緑道や公園など、国庫補助率の低いものが多い

だけに、市の負担がこのうちの72 . 4 % と高い割合を占めている。こ

のほか、府事業として府営住宅建替え事業があ り、 101億 1，000万

円が投入されている 。

〈住民参}JI I> 事業笑絡に際しては、事業計画が協議会に報侍され

確認を得るとともに、場合によ っては、協議会委員や地元の人々に

参1mを求め、委員が言問撃役を果たすこともある 。事業実施段階にお

ける住民参加は、まだ未確立ではあるが、計画作成段階よりさらに

地区におりたすすめ方が棋索されている 。

。

今までとりくまれてきた事業についてみると、大別し て、民間の

建築 ・開発行為に対する規制、誘導によるものと、公共事業として

の空間的な整備に分けることができる 。以下にそれぞれについて述

べることにする 。

規 制 誘 導 策 の 前 進

庄内地域の建築 ・開発行為に関する情報は、庄内再開発室に集中

し、民間サイドのまちっくりも地区計画に合わせてすすむように指

導するという巧え方でとりくまれている 。地区計画は、い くつかの

都市計画事業を含みはするが、全体としては法定計画ではないので、

強制力はもたなし、。 しかし 、住民が合意し、行政検討をも踏まえる

という実質的なオーソライズがされている計画であることから、地

区計画に整合して事業がすすむよう行政指導を行うことは 、まちづ
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くり計画を実現するためのきわめて有効な手段といえる 。

これによって、公共サイドで行うまちづくり事業のやリやすい状

況が生まれ、骨格計画、施設計画が、開発の中で実現している 。 こ

の行政指導に、開発者側で対応できない場合は、公共サイドで土地

を買い上げることになるが、市の財政事情や、 金利負担 と地価上昇

率の関係などから、土地の先行取得は困難な状況にあり、これがま

ちづくりをすすめる上でのネ ックになっている 。以下に 実施された

規制、誘導策の典型事例を記す。

〈事例 l 一一工場跡地の民間開発〉 工場跡地を民聞の開発業者ヵ、

買収し 、 1.7haの建売住宅の関発申請が提出 された。行政側 は、地

区計画に もとづいて、 コレクタ一道路を確保し 、公閣の位置を指導

して 地区計画に整合させると同時に、宅地割りの指導と再開発事業

のための優先入居をはかった。

〈事例 2 一一面的整備のための用地の確保〉 地区計画て、定められ

た面的経備地区の中で、文化住宅 5 僚を撤去して建売住宅を建設す

る計画がすすめられていた 。行政官!IJで、地区計画にあるコレクタ一

道路と緑道をとるよう指導したところ、採t 'r性から計画を断念し、

市公社が土地を買収した 。将来の面的幣1m! のための用地として確保

さt L ている 。

公 共 事 業 の 成 果

公共 Ｑ 則による整備事業は、定 ｲ ｩＭｾｾ 的なイ ｉｾｉ 別事業を地区計画にそって

総合的、段階的にすすめる 一 万で、面的な重点事業をすすめる、と

いう二面作戦がとられている 。

(1) 定常事業の総合的展開

定常行政の中ですすめる公園や緑道事業なとを、地区計画の中で

位置づけて事業化するものである 。以下に庄内地区内で昭和47年か

ら52年にかけて実施されたものを記す。

〈公園〉 児童遊園 4 ヵ所3，160m'、公図 4 ヵ所24 ，800m'が完成した 。

工場跡地の利用や、府営住宅建替え事業の中で用地を確保するなど、

環境整備と一体にしたとリくみがみられ、効果の高い事業とな って

いる 。

〈水路主主備による緑道づくり 〉 未技術 ｩ の水路を利用して ｼ り ｪ 災 ｪ 控昔ｉｦ ｾ

線道をはじめとする緑道への卒業化がすすめられている 。17路線、

2，788mが完成した 。

〈コミュニティ施設〉 公害対策としての共同利用施設が、地区計

画の中でコミュニティ地設と位置づけられ、すでに 10 ヵ所が完成し

ている 。 ころがし卒業の適用、 I也疋から の土地の提供、工場跡地の

利用や公園と隣接した立地など、事業上の工夫がみられる 。

(2)  重点事業のとりくみ

木造公営住宅の建替えを優先的にすすめながら、 fTわせて防災空

地や文化センター用地を生み出すなど、市点的な事業へのとりくみ

が行われてきた 。

〈府営庄内住宅建替え事業〉 木造府営住宅の建替え時に 、北側に

ある工場用地を買収して敷地の拡大をはかり、 10 ， OOOm'の防災空地

を兼ねた都市計画公園と、図書館、公民館、老人センターをもっ文
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庄内再開発事業

用地取得状況

図 3 - 2  

庄内再開発事業

年度別事業箇所図

27. 7 

20f章

101童

型車備事集

用地取得

。一昭和47年 48年 49年 51 年 52年

昭 和 52年ま での問地先行取得44億 1. 0611i 円、税制 'J>Ji 531意ι 7021) 円、 Jj .581ll :2 .763万円

このはか 、府営住宅佳作 え'J>Ji IOII. l): 1. 100万円、道路・ '"j':f立等l制述'J>J i 4  11意2 . 441 7i 円

図 3 - 3  年度別事業費推移

その他 1. 2%

図 3 - 4  事業別事業費比率 図 3 - 5  財源別事業費比率

化センターを建設する用地を確保した 。 また、建替え住宅の 5 階は、

再開発用に確保した 。

く府営庄内北住宅建替え事業〉 建替え敷地の一部が防災幹線緑道

に隣接した防災空地として確保され、将来、公園化される見込みで

ある 。

〈島江住宅地区改良事業〉 市営島江住宅の建替えにあたり、隣接

した不良住宅を含めて地区改良の指定を行い、一体に建替えた。

(3)  修復型事業のこころみ

既成市街地のきめこまかい盤備のためには、既存の事業手法を駆

使しながら、 地区全体の住環境の向上をめざして、修復型ともいう

べき、多様な事業を展開していくことが必要である 。

〈ミニころがしによるスポ ッ トクリアランス 〉 工場の建物の一部

を撤去して、クル7 の通行を可能にし、ロータ リーを設けた事例 、

道路が一昔[1狭くな っていたところの住宅を買収し、道路幅員を確保

した事例がある 。 [ " 過密住宅地区更新事業」の適用であるが、 小 さ

な事業でも的を得た展開によ って、大きな効果を生むことができる。

〈居住環境整備街路事業〉 地区内のコレクタ一道路にこの事業を

適用し 、都市計画事業として道路盤備をすすめている 。

。

これまで、の事業実施経過をふりかえ って特徴的なことは、一つー

っとり出せば決してスケールの大きくない事業であ っても 相互に関

連づけてすすめることでより大きな効果を高められるという庄内型

修復事業が、的はずれではなか ったということであろう 。公営住宅

の建替えにあた っても、周辺に用地を拡大し、あるいは公園や コ ミ

ュニティ施設用地を建替え事業の中か ら生み出す努力があ ったし、 水

路整備、下水道整備は緑道づ くりにつながってきた。不良住宅や工

場の除去と 一体に広場や集会所用地を生み出すことも手慣れてきた。

すなわち、一般事業を総合的、効果的に行うことによる成果では大

きな前進をみせた のである 。一方、面的整備の制度適用で集中的な

事業化をはかる点では、住宅地区改良事業がモデル的にとりくまれ

成果をあげたが、まだ 1 地 区にとどま っており、全面的な展開は今

後に期することにな っている 。 ( 文費 ・広沢真佐子)
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- 第 II 部 一一ー ま ち づ く り 手 法 を め ぐ っ て一 庄 内 に お け る 計 画 論

4 。地 区 計 画

梶 浦 恒 男

庄内計画はつぎの 4 点を基本とした 。第一に住民参加による住環

境整備の計画であること、第二に昭和60年を目標とした空間的 ( 都

市計画的) 重量備が重点の計画であること、第三に修復的再開発であ

ること、第四に実現可能な計画であること、である。すなわち、ニ

ュータウン開発のような新開発ではなく、既成市街地の居住環境箆

備を住民参加をはかりつつ現実的に進めようというプロジェクトな

のである 。

本節では、この事業化の展望をもった居住環境整備事業において、

「地区計画J はどんな内容と性格をもち、どのような役割をもった

かを論じる 。第 I 部で紹介をしてきたように、庄内地域 425ヘクタ

ールは、四つの地区に区分けされ、計画がつくられてきた。すなわ

ち一地区は 100ヘクタールをこえ、人口も多いところでは 4 万人近

くを擁するというかなり広いエリアであ った。当然、全面的なスク

ラップアンドビルド型の再開発は不可能であって、地区内において

居住環境を盤える各種の事業をどのように展開するか、そのプログ

ラムを明らかにすることが地区計画に求められるのであった 。すな

わち、庄内の「地区計画」は一都市 ( 一行政区) をいくつかに区分

けしたエリア、数小学校区を含むエリアにおける居住環境整備のプ

ログラムなのである 。このような「地区計画J をどのように作成し

たか、既成市街地におけるまちづくりの手法の重要な部分として論

じていくこととする 。

地 区 計 画 の テ ー マ と 方 法

地区整備の課題

まず地区計画の内容を紹介するのが順序であろうが、それを詳し

く展開する余裕はない。第 I 音[1にあげた計画図の詳細な説明は地区

( 住 1 )  

計画報告書などにゆずるほかない。 ここでは地区計画でどのような

謀題 ( テーマ ) をとりあげ、何を軸としたか、また、その折に考慮

せねばならなか った若干の問題にふれることにする 。

庄内地械の環境問題は多

様なものを含み、また四つ

の地区による差違もあった

が、①過密、建てづま り問

題、 ②防災問題、③道路 ・

クルマ問題、④生活施設問

題、 ⑤住宅問題、⑥住工混

合問題、 ⑦公害問題、③商

庖街 ( 駅前) 問題の 8 点に

要約することができた 。 こ

れらの問題のすべてを地区

計画はとりあげることはで

きなか った。商庖街( 駅前)

問題は駅前皇室備という別途

のプロジェクトで扱うべき

だとした 。 また、航空機騒

音とい った広域公害の問題
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図4 ー 1 現状の問題と計画謀題

も別途考えられるべきだとした 。 ( 空港周辺重量備事業としてとりく

まれている 。) 地区計画は、地区内で対処できる居住環境の整備とい

う改善課題にまず的をしぼることにした 。それにしても課題が多岐に

わた っており、さらに重点をしぼる必要があった。それに地区計画

の中心にすえられるべきものは、地区住民のまちづくりの意志を統

ーできるものでなければならなかった 。 そのような背景のもとに生

まれたのが、「防災避難緑道」といっ構想、であった。この構想の基本

は地区計画の上位計画としてつくられており、地区計画段階ではそ

の構想を具体化するとともに、他の課題との関連を整理し、総合性

と整合性をもたせることとな った。庄内の計画が住民参加という大

Jl旦な方法をとりながら、制度的保証もないなかで計画作成から事業

化へ、まちづくりの基礎ヵ、ゆらぐことなく進んでこれたのは、この

町の改善の方向についての住民や行政などのコンセンサスが「防災

避難緑道J によって強固に作られたからであった 。このことはこの

種の計画においてきわめて重要なことであ ったと省みることができる。

防災緑道を軸として

さて、では輸防災 H によ って住民や行政のコンセンサスを得たう

えで、地区の改善課題をどのように地区計画に集約させたかについ

て述べていく 。 まず第一に避難緑道それ自身が防災問題、過密問題

にこたえる計画であ ったということである 。地震などの広域災筈が

発生したときに、地区住民が避難する最少限の道を緑道として地区

の中央部に確保することにより、それが同時に地区の建てづ.まりを

少しでもやわらげ、緑地と空地を地区内に生みたずすというねらいを

もった。緑道、とくに幹線緑道は車をシャ ッ トアウトし、植樹を精

力的に行うことによ って、その道路が公園の速な ったもののごとく

作られるように構想した 。

施設の沿道配置論

第二に、この緑道に沿 って生活施設を配置し、緑道づくりと施設

づくりを結びつける考え方をと った。これまでの住宅地計画におけ

る施設配置論は施設までの距離と施設利用人口を決定要因にして配

置を定めてきたが、既成市街地においては既存の施設立地や用地取

得の条件などがあ って、新市街地の計画のようにいかない。違 った

配置理論が求められる 。庄内地区計画にあっては、施設の沿道配置

論ともいうべきものをと った。すなわち緑道を既存施設に沿 って計

画し、住民の歩行動線を集約するとともに、緑道に沿 って生活施設

を配置し、歩行動線に施設が結びつくように考えた 。住宅から施設

までの距離を全〈無視したわけではないが、そのことばかりにこだ

わることは避けたし、また距離が決定的に重要だというふうには考

えられなか った。それよりも住民の歩行ルートを重視した 。生活施

設を緑道沿いに配置するということは 、こ の緑道にそ って各種の箆

備事業を考え、あるいは逆に箆備事業の不可欠な部分に沿 って緑道

を考えるということである 。たとえば府営住宅の建替え事業に治 っ

て縁道を計画し、この事業とともに緑道用地と公園用地を生みだす

ようにした 。既成市街地における生活施設の新たな供給は、用地取

得が決定的であるとい ってよいのだが、この用地取得は、施設建設

地を独国に決めてしま ってはたせるものではない。 しかしきりとて、



全く広い地区内のどこでもよいとい っていても計画はすすむもので

もない 。施設配置をすすめるべきエリアを、たとえば緑道沿いとい

うようにある程度ルーズに定めることによ って、用地取得が効果を

あげるのである 。そのフレキシビリティをも った決定を地区計画は

もっていなければならない 。 このような方法をとることによ って、

庄内では緑道沿いの工場跡地や駐車場用地、 ｾｪ 也などを公共用地と

して取得し、公園や集会施設を建設してきている 。第三にこのよう

な防災緑道は車サービスの道路と区別し、道路 ・クルマ問題にも対

処する役割もも った。この点は詳しく説明するまでもなかろう。さ

らに第四に、住宅計画も緑道計画と結びつけることによ って効果を

高めようとした 。すなわち、老朽住宅の建替えを緑道沿いにすすめ

ることによ って緑道の用地を生みだし、かつ線道に接する建物の不

燃化をすすめ、防災性を高めようと考えたのである 。

* 白地域砂の処E里

このように、庄内の地区計画は防災避難緑道を刺! とし、それに各

種の課題にこたえる整備事業を結びつけることによ って効果をあげ

ようとしたのであ った。以上のような地区計画の方法はかなりの有

効性をも ったが、われわれはさらに改善すべき点に気づいていた 。

折からの財政難で整備卒業の種類や規棋をひろげられない自治体の

事情を考慮、して、一つひとつの整備事業の効果を大きくするという

点て、は有効であ ったが、どうしても事業地点を地区全域に広げると

いうわけにはいかなか った。すなわち繋イ賄事業の対象とならない地

域 ( 計画図で色塗りのなされない地域であることから明白地域H と

呼ばれた ) が生まれた 。 この白地域の住民は計画や事業への関心が

薄くなりがちで、住民参加を発展させる上で望ましくなか った。計

画作成の当初はすべての住民組織 ( 町内会や自治会 ) が何らかの環

境笠備事業をもっ地区計画ということも考えたが、事業量の制約か

ら無理であ った。ついて¥白地域をなくす方法を考えた 。すなわち、

公共事業の対象地以外においてもそれぞれの街区のまちづくりの方

向を住民の約束ごととして定め、その方向に努めていこうというい

わはイ主民協定で全地区をおおう方法である 。 これは「再開発的整備

ブロ y クJ r保全的整備フ事ロックJ r修復的整備フe ロック」などと

いう ふ うに、それぞれの地域の大まかな整備方針を硲認するブロ ッ

ク計画、あるいは民間の力によ って住宅の建替えが行われるなら、

前面道路の確保や共同建替乏が望ましい街区を提示する区域別計画

という形で最終的にまとめられたが、とてもブロ ックや街区ごとに

住民がまちづくりの協定を行うとい ったところまで発展させること

はできなか った。それを可能にするためには、公共1Ui Jの民間建設活

動への規制・誘導方策が大きく発展させられること、なかでも民営

借家の建替えを飛躍的にすすめる制度が望まれる 。 またもう 一方で、

住民参加のまちづくりのとりくみが、もう一段階下位のブロ ック段

階( 数街区の規模) でなされねばならな‘いだろう 。イギリスの居住

( 注 2 )  

環境整備事業である G 1  A  ( 総合改善地区制度) や H A A  (住宅事

業地区制度 ) などは、このブロ ック段階の事業であるといえる 。

オ ー ソ ラ イ ズ と 地 区 計 画 の 意 味

図 4 - 2  

ついで地区計画がまち づ くりのなかでどのような役割をはたした

のか、どのような意味をも っていたのかという点に論を進めたい。

計画のオーソライズ

まず庄内の地区計画はどのような権威をも っているのか、その点

から説明をしておく 。地区計画は各地区の住民代表によ って組織さ

れている「再開発協議会」が作成する 。 したが って厳密な意味では

法的拘束力はなく、この計画がそのまま都市計画となるわけではな

い。 しかしそれではこの地区計画は全〈実現性の保証もない慰みの

将来像かといえば、そうではない。 まず第一に市長を委員長とする

組織によって作成された「庄内住環境整備基本構想、」を受けて、市

から協議会が依頼されて作成している計画である 。 したが って市は

協議会の計画作成を援助する 「作業グループ」 を準備し、協議会の

事務活動を担当した 。第二に、作成された地区計画に対して、市は

関連音[1局で検討を行 って行政の意見を提起しつつ、市当局の地区計

画に対する総括的見解を文書で明らかにし、そのなかで、この計画

にのっと って事業化をすすめていく旨を表明している 。地区計画が

それぞれの年度の計画にそ って都市計画決定され、事業化されるこ

とを市が協議会と住民に約束する形がとられたわけである 。一方協

議会は、地区内の全住民に対して計画を配布し、説明を行い、質問

にこたえて、住民の合意を得る活動を行う のである 。このよフにし

て、行政と住民の両方に計画のオーソライズがなされることとなる 。

このような地区計画の庄内方式は、これまでのところ行政、住民の

努力によって大変実効をも ってきた 。今後ともこの方式がまちづく

りをすすめるホカH となっていくためには、行政、協議会、住民のひ

きつづく努力が欠かせない 。 とくに協議会が住民への働きかけを続

け、住民の力に依拠して行政を見守ることが必要のように思われる 。

住民要求の空間化としての地区計画

以上のように、庄内の地区計画は、住民と行政の合作であ ったと

みてよい 。このような性格から、地区計画は特別の意味づけをも っ

た。 それは、第一に住民要求の空間化としての地区計画という意味

をも った。第二に定常的公共事業の地区における総合化としての計

画であ った。そして第三に、建設活動の街導指針としての地区計画

という意味をもも ったのであ った。

まず住民要求の空間化という而からみていこう 。再開発協議会が

地区計画の作成にあた ってまず手がけたことは、住民による「要求

調査」であ った。住民が自ら自分たちの街に対する住王;;i 境上の要求

を残らず提出して整理し、現地で点検する活動を行ったのである 。

これは住民や協議会委員のまちづくり学習の第一歩でもあ った。つ

いで整理された要求の解決方法を検討する場がもたれた 。この検討

の場は主として協議会であ ったが、そこでは、このプロジェクトで
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解決できる要求とできない要求の判別、解決を優先させるべき要求

の選択、要求を空間的に解決する方法、要求問の衝突を解決する方

法等が具体的に検討され、協議会の委員を中心に理解されていった 。

地区計画はこうい った検討の結果として詰められてい ったのである 。

このような地区計画作成の経過がは っきり物語るように、地区計

画は住環境に対する住民要求を総合化し、空間化し、政策化したもの

として完成したのである 。 もちろん 10年の期間中に実現可能な内容

をもっ地区計画であ ってみれば、住民要求のすべてを満たす内容は

とても困難であり、この計画が実現しても多くの住民要求が残るの

は止むを得ないことであ った。そのことに協議会が固執し、不満を

もっとい ったことはそう多くなか った。 それは、この地区計画の作

成過程を通じて、住民要求を解決する制度や行政上の困難、財政上

の難しさが理解されたからでもあった 。そしてさらに重要な理由と

なったことは、住民が自分たちの要求の解決されていくプログラム

と順序を、主体性の強弱はあったが、自分たちの討論のなかで作 1) 、

理解したということであ った。 これまでのように、何の系統的理解

もなく、市役所の行う集会所の建設やドブ川の埋立てをながめるの

とは雲泥の差があ った。

定常的公共事業の地区における総合化

さて、行政側にと って地区計画はどんな意味をも ったであろうか。

その点を論じる前に、庄内計画における公的費用の投入論理を説明

しておきたい。われわれは第一に庄内地域のゆがんだ住環境が高度

成長期の無計画な大阪都市圏への人口集中によってもたらされたこ

とから、その住環境主主備には国や府の責任があるという位置づけを

行い、国や府の賀用を特別に投入すべきであるという考え方にた っ

た。 また第二に、盟中市に対しては、この地域が人口です、面積で

すをしめることを考慮し、他の市域と同水準に市の施策を行うべき

だとの位置づけを行った。すなわち、庄内 7 ・ロジェクトは特別事業

であり、かつ定常事業であるという両面から、公的費用の投入を論

理づけたわけである 。 きて、地区計画は、これらの公共施策 ( 厳密

にいえば、そのうち、町の空間づくりに関連する施策) の総合的な

プログラムとな ったのである 。再開発協議会の発足にあた って、市

当局はすべてのまちづくりに関連する公共事業は事前に協議会に報

告してから笑施すると約束した 。 また、先にも述べたように地区計

画の決定後は、その計画にの っとって公共事業をすすめていくこと

を約束した 。 このようにして地区計画作成時も、公共事業はすべて

協議会で報告されたし、それも考慮して計画も作られていった 。そし

て今後10年聞のまちづくりの事業は基本的に地区計画にもりこまれ

ているものということにな ったのである 。 まちつ. くりに関連する市

の各部局は地区計画を具体的事業にする計画を年度別にたて、予算

請求を行うこととな った。事業年度はあくまで単年度方式であるが、

この方法は画期的なものであるといえる 。これまでの縦割り行政に

にとりくまれていたまちづくりの公共事業が、

地区の段階で横割りにと らえなおされ、総合的視野で検討されてい

るからである 。豊 中市はこ のようなとりくみをすすめるために担当

助役を責任者とし、関連部長によ って構成される「庄内地域再開発

事業推進委員会」を設置した 。 このよつな公共事業予算の地区段階

での横割りのとらえ直しという方法は、今後市町村におけるまちづ

くり行政において重要なことであり、必要なこととなるであろう 。

規制・誘導の指針としての地区計画

きて三番目にもう一つの地区計画の重要な役割についてふれるこ

ととする 。住民の協議会で作成された地区計画は、行政のみをしば

るものではなく、住民側IJ にも当然この計画への協力が確認されてい

る。 もちろん、先述したように地区全域にわたって住民による細か
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い建築活動 ( そのほとんどは建替え、改造 ) をすべて、地区計画に

もとづいてチェ ックするとい ったことは不可能で、あ ったが、計画の

整備事業地点を中心に、住民の情報提供と自主的な協力はみられた 。

地区計画が法的拘束力を もたないにもかかわらず、まちづくり 上効

果をあげたのは民間業者による開発事業に対してであった 。大都市

圏でのミニ開発が目立つ昨今であるが、庄内におい 7ても例外でなく

空地や工場跡地での小規桜開発が計画されてきた 。庄内地域での新

しい民間の住宅建設は、建替えを| 徐くと、個人によるものはほとん

どセ。ロに等しい。すべて民間業者によ って供給されるとみてよい。

したがってこの民間業者の建設活動を効果的に指導できれば、悪環

境の再生産は防ぐことができるのである 。盟中市の庄内地域におけ

る民間開発への行政指導は、一般的な開発指導、建築指導に加えて、

庄内再開発室を通しての地区計画によるチェ ックカ、行われた 。 もち

ろんマーケ ッ トの論理で供給される建売住宅が、この地区だけ良質

で安価になるとい った芸当はできるものではない 。それらの開発が

地区計画の全体的方針や個別の計画に矛盾しないか否か、かつ、よ

り良環境の住宅群にプランニングできないかどうかとい ったことが

指導の重点とな ったのは当然のことである 。開発業者の指導に特別

の障害は生まれなかった。住民の作成した地区計画をベースにする

ことは、指導行政に大変やりやすい条件を与えたといえる 。最近、

都市の地区レベルのまちづく りにおいて、あらかじめ Y 也区計画H を

策定し、| 井j 発を誘導する方法が注目されている 。[ " 紡l街路網計画」

などもその初歩的形態とみられているが、庄内の経験からみて、既

成市街地においては愉住民参加" がその種の地区計画の重要なポイ

ントとなることカイわかるので。ある。

おわりに

庄内の地区計画について、たとえば、既存の計函や上位計画との

関係、他の プロジェクトとの関連をどのように扱うかとい った問題

など、も っと触れねばならない事柄があ ったが省略した 。最後に触

れておきたいことは、庄内の地区計画の一般性、普通性についてで

ある 。庄内の地区計画は、たしかに当地域の住環境整備を目的とす

るプロジェクトの計画としてつくられたものである 。 しかしながら、

その作成過程は一般の都市既成市街地でつくられる地区計画に十分

適用できるものだといえる 。と いう のは都市の地区レベルの計画と

いうものが、その主要な内容を住宅と住環境整備に関するものにし

ているからであろう 。現代日本の大都市における都市計画の混乱や

住環境の劣悪さを本腰を入れて改善しようとするならば、この種の

地区レベルの計画づくりが欠かせないであろう。その必要性は、数

年前から、いくつかの都市で試みられている行政区域全体を対象と

したコミュニティ計画であるとか、地区詳細l計画への関心などに現

れていることである 。そのような意味から庄内の地区計画づくりを

既成市街地全域に展開する可能性を考えてみることは有意義である 。

そのためには、自治体の行財政上の改善も欠かせないが、地区計画

作成に関連する各種のマ ンパワ ーの動貝がも っとも重要な問題とな

るであ. ろう 。というのは、庄内 の経験で、地区計画が真にまちづくり

の指針として機能するために欠かせなかった事柄は、住民の合意を

つくりあげることであり、それが要 ( かなめ ) であ った。地区計画

の成功は、その作成過程に住民の参加をはかり、作成過程の各種の

実践を過して 、住民が社会教育としてのまちづくりの学習をどれだ

け深めるかにかか って いるといえる 。

( 注 1 )  ':2 9' iI1 ｲ 庄内南部 地 区 Ｑ 主ｾ境悠備計画 Ｑ ＹＷＶｊ 同「庄内北部地区住環境監備計画 Ｑ ＹＷＸｊ

「庄内みなみ町づくりニュースNo. S 1  r庄内北まちづくり No. 8 J  

(注 2 ) 倒稿「イギリスの居住環唆鐙備事業と住民参加IJ 、 『都市問題J 1977， 3  - 4  

( かぢうら つね お 大阪市立大学助教授 )
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亡二コ 4 m道路カ、ら 35 m以上離れた{ 主戸 I

図 5 - 1 北部地区計画における現状解析例

5 。生活道路計画

広 沢 真 佐 子

庄内は市街地としての基盤盤備をほとんどしないまま、水田や湿

地を次つぎに埋めて宅地化し、わずか20年ほどの聞に 一面が建てづ

まったスプロール地域として名をはせている 。 こうい った市街化の

の経緯から、何よりも連続するオープンスペースを生み出し、風通

しのよい町、人の流れがスムーズにいく町、安全な町にすることが、

主要な課題としてとりあげられることになったのは、当然のことと

いえよう 。 したがって、同じ道路でも、新しい市街地を計画的に形

成する場合とは異な ったとらえ方、生み出し方、空間形態が求めら

れる面も .多い 。 ここでは、庄内の道路問題の現状と課題から出発し

て、あるべき道路機能とそれを笑現する空間処理の方法を求めてき

た経過をたどることで、計画論としての経理を試みたい 。

道 路 の 現 状 と 調 査 手 法

計画づくりの第一歩は、道路の空間的現況と、その使われ方を正

確に把えることから始まり、これを、いかに改善していくかを検討

することになる 。 ここでは、庄内の道路のあらましと 、生活道路計

画のためにどのような現状把握が必要かを述べる 。

(1) 庄内の道路のあらまし

庄内の市街化は、地区幹線や区画街路等も含めて、都市基盤の整

備がほとんどなされないままにすすんだため、市街化前の農道や、

サービス困雛住戸( 4  in ) の摘出例
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水田の区画のあとを現在の道路形態 の中に読みとることができる有

様である 。

同じ庄内の中でも、東西南北の各地区ごとに異な った 市街地形成

の過程をもつため、計画の基本的な考え方は同じでも、具体的は問

題の処 理にあたっては 、地区に固有の現況と問題を適礁にとらえる

ことが重要である 。

たとえば、南部地 区では、大工場の立地が住宅に先行したことも

あって、全域的に不重量形な道路ノ ぞターンで、連続した道路もせいぜ

い Ｖｭ の幅員しかもたず、蛇行や部分的狭 ｉ ｾ ｩｬ￭ 貝が各所にみられる状

態である 。一方、北部地区では、 8 m前後の幅貝の道路が大きな格

子状をなしているが、道路延長の過半は、 4 m以下の道路が占めて

いる 。

ヒトとクル? のおもな動線が重なり、緊急車も入れない道路や袋

小路に面した {主戸が而的に広が っているのが、庄内の道路利用の現

状である 。 また、おもな道路を| 徐くと、ほとんどが私道であること

も、道路整備をむづかしいものにしている 。

(2)  調査手法

ここでは、庄内の独特な事情もふまえての調査経過を要約してお

く道路の現状の把援〉 道路の幅員、断面、舗装の状態、道路の所

袋小路の分布状況の把鐘例
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c炉コ 制 叫 …(佳儲生鵠叫一活湘湖道蹴路蜘)川の

c::=コ クJルレ7 の主なサ一ビス動線

.  主な公園 ひろば

.  主 な 生 活 雌

111¥1  I  主な商信街

図 5 - 2  北部地区計画における 緑道 ・道路を軸にした

まちの骨絡づ くりの考え方
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開 l 期 段 階

1. 既 存 空 地 確 保 に よ る 公 園

広 喝 づ 〈 η

2 . 緑 道 モ デ ル事 揖 ( 例 野 間

堤 防 }

3 . 公 営 住 宅 彊 普 え 事 蝿

4  . 防 災 幹 綿 緑 道 、 一 部 モ デ ル

事 聾

5  外 周 道 路 部 骨開 通 ( 用 地 取

槽)

第 3 期段階

1. 防災幹線緑道完成

2.  1まずみ こもえ線完成

3. 住 宅 ころがし事業

第 2 期段階

1. 生活施設建備( 例保育所など)

2 . 緑道ネッ ト ワークII ぽ完成

3. 公営住宅建替え事業、住宅ころがしモデル

事業( 緑道関連)

4. 防災幹線道路、部介開通

5 . 外周道路完成、 ほずみ ・こも え線一部着手

図 5 - 3  北部地区計画に おける 段階計画の考え方

有関係、交通規制や交通安全施設の現状、交通事故の発生状況、金

・夜別の路上駐車の実態などを、地図上の計調IJ や現地踏査などによ

って把握し、計画のベースとする 。

〈道路機能の把握〉 ヒトの流動、クルマの流動を把握する 。 ヒト

の流動は、日常生活行為別に生活施設の配置をおさえることから始

めるが、正確にその方向とポリュ」ムをつかむためには、アンケー

ト調査が有効である 。 また、具体的にどの道路を通るかは現地踏査

によるべきで、思わぬ近道が頻繁に利用されているケースも多い。

地区における生活ノ f ターンと道路の相関性を把える ことに重点をお

いた調査が求められるゆえんである 。

〈道路 ・交通に関する住民要求の把爆〉 客観的な現状と合わせて、

地区住民が直接、くらしの中で感じている問題点、改善要求をとら

えることも欠かせない。各地区ごとで、さらに問題が異なるプロ ッ

クに分けての要求調査、住民との共同現地踏査を通じて、問題部分

を地図上におとして道路問題地図を作成する 。 とくに、きめこまか

い改善には不可欠の調査手法である 。

〈道路問題の摘出〉 以上の調査作業を通して明らかにな ったおも

な道路問題とその解析方法は、つぎの通りである 。

A.  2 方向避難ができない行き止まつ道路に面する住戸は、危険と

みなしピ ックア ップする 。

B .  4  m以上の道路から 3 5 m以内が、クルマによるサービス容易と

みなし、それ以外をサービス困難住戸としてとり出す。

C . 述続したクルマ動総のルートでありながら、幅員や曲線の而で

ネ ックとなっている問題部分を把える 。

D. ヒトの生活動線の実情? と生活道路との整合性を点検し、歩行者

専用 ・優先道路の不足ルートを明らかにする 。

E. クル? とヒトの主要動線とその交通量を重ね合わせ、現状の道

路構造とネ ッ トワークで対応できているかどうか点検し、問題部

分を明らかにする 。

F . おもなクルマ動線と通学 . p : 物ルートとの出会い部分、交通事

故発生箇所、交通施設分布等を重ね合わせ、危険ポイントをとり

出す。

生 活 道 路 計 画 の 方 法

生活道路によ って地区の骨格づくりをすすめながら、その周辺に

生活環境、住宅環境の改善事業を重点的にはりつけていく、という

のが庄内再開発の基本戦略である。生活道路計画の第一歩として、

まず骨格となる道路が、地区で果たすべき役割を明確にしておくこ

とから出発したい。

(1)  道路機能のあり方

現状の道路形態を生かしながら、地区が将来もつべき機能にもと

づいて、ヒトとクノレ? の流れをどっ改善するかが生活道路計画の課

題であるが、これに加えて、地区の防災性を高める強力な手段とし

ても位置づけられる 。 したがって、道路は、防災機能、生活機能、

クルマ交通の処理とい った三つの視点からとらえることができる 。



地区内幹線道路の路線
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現状で幅員 4 m以上の道路のヰ ッ トワーク

く防災機能〉 まちの防災機能を高めることは、庄内のまちづくり

の大きな柱である。生活道路計画によ って、①過密の解消 、②延焼

の防止 、③避難路の権保、を実現することが期待される 。 そのため

に、過密地区の中央部に大の字型に防災幹線緑道を設けることが、

庄 内計画のメインテーマのーっとなっている 。

〈生活機能〉 通勤、通学、買物、散策など、日常生活が安全で便

利で快適であるように、現状の施設配置と将来のまちの姿を想定し

ながら緑道網を定めていく 。

〈クルマ交通の処理〉 地区にと って必要なクル? をいかにさばく

か、地区に必要のない通過交通をいかに排除するかが、ここでの課

題となる。

(2)  生活道路のネットワーク形成の方法

以上のような機能に対応する生活道路として、地区の事情によ っ

て多少のちがいはあるが、大筋のところつぎのような道路メニュー

をつくって 、ネットワークにつなげることにしている 。

①幅員 10 m以上の防災幹線緑道

② 4 - 6 m幅員で、原則として歩行者専用の主要生活緑道

③幅員 8 m程度で、歩道をもっ地区内幹線道路 ( 既定都市計画道路

はその計画幅員 )

④ クルマが各街区へ近接できる主要サービス道路

生活道路のネットワークづくりの方法は、まず、既存の主要道路、

都市計画道路をつなけて、地区内幹線によるスーパーブロ ック( 300

- 500 メートル四方 ) を形づくる。そこから U 字型か L 字型の主要

サービス道路が校状に伸びることで、クル? のサービスを確保しな

がらクルマに阻害されない安全ゾーンを確立することからはじめら

れる 。平行して、過密地区を 1立通する防災幹線緑道につながるよう

主要生活緑道を 200- 400メートル間隔で、今のヒト の動きを基調

にしながら、スー パー ブロ ックの中央部を通るように設定する。

地区内幹線、主要サービス道路のネ ッ トワークとこれら緑道ネ ッ

トワークとの組み合わせによ って、地区の骨格が形成されることに

1111111 歩行者 自 転 車 専 用 ゾ ー ン

( 植栽含む。幅員 10メートル)

図 クルマ乗入可能道路

園

防災幹線緑道計画例

南部地区計画における主要サービス

道路のネ ットワーク設定の方法
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図 5 - 5  

8 >  

主要サービス道路のヰ ッ トワ ークの設定なる 。

事 業 手 法

生活道路の生み出しは、地区の現状にてらして、既存道路の利用

のしかたを変えたり、部分的な改善を行つことでも大きな効果が期

待できる場合もあるし、水路や河川敷きなど、既存の活用できるオ

ープンスペースをみつけ出す工夫も重要である 。 また、新規道路の

事業化にも、多様な展開が求められるといえよう 。

(1) 既存道路の活用

〈交通規制〉 全日あるいは、通学 ・通勤 ・買物時間帯の車柄通行

禁止による緑道の生み出し 、速度規IIJII や大型車納進入禁止、! 駐車禁

止等による 地区内の道路の安全性の確保、一方通行によるクルマサ

ービスのネ y トワークづくりなど、交通規制は、空間的な対策と一

対にな って 、威力を発揮するものである 。商庖や工場と住宅では利

害が対立する場面もあるが、南部地区では、まちづく りの協議会委



10 .¥1 

生活道路

( 防災幹線緑進)

図 5- 6

'----ーーーー- - -

1- 6、l

生活道路

(主要生活緑道)

6九I 8¥1 

1 6 M 

クルマサービス 道 路

防 災総線緑道・ 最低10 mの幅員て歩道 ・自転車専用道 ・植樹帯を設ける 。

員が中心になって交通安全モデルゾーン地域推進委員会をつくり、

実現している。

〈交通安全施設〉 交通信号機をはじめとして、交差点、カラー舗

装、防護 i側、反射鋭、センターポール、ブロックポイント、道路照

明、ストップアイ、倒lj 溝蓋掛など、交通安全のための施設を設置す

るもので、南部地区では、交通規制と同様、地域推進委員会で検討

され、実現した 。

〈部分拡幅、スミ切り〉 道路の部分的狭幅員や蛇行の多い既成市

街地では、ネ ックになる部分の改普によ って通行可能になる道路も

多い。今までに、ころがし事業によって改善した二つの事例がある

が、大きな効果を上げている。

〈断面構造の改造、 修景〉 道路のもつ機能と空間的な現状が合わ

ないというケースもいくつかみられる 。歩道や植樹帯を設けるなど、

断面構造を改造、修景することで、道路機能を明確化し、とくに、

歩行者にとって安全な緑道を生み出すことが可能となる 。

(2)  既存のオープンスペースの活用
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図 5 - 5  設よ 品

図 5 - 7  

6 M 

1 0 M 

U，I  i M 

1 6 M 

クルマサービス道路

2、1
2 M UI  2 M 

8 M 

クルマサービス道路

緑 進 と サ ー ビ ス 道 路 が 重 な る 場 合の 計 画 例 … ・車道と歩行者選の問に緩衝のた

めに植樹帯を設ける .

庄内地域で既存のオープ ンスペースとして注目されるのは水路で

ある 。農業用に利用されていた水路が未整備のまま残されており、

幹線水路は、そのかなりの部分が一部拡幅することによって防災幹

線線道として利用できるし、縦横ーに走る水路は、植栽をほどこすこ

とで、緑道として生まれ変われる 。 また河川敷きや土手など連続し

たオープンスペースも武重な資源として活用を図るべきであろう 。

(3)  新規道路の生み出し

都市計画道路を事業化する、というオーソド ックスな方法以外に、

地区計画にの っとって、開発行為に際して行政指導によ って生み出

したり、住宅等の商的な整備と 一体的に道路空間を確保する、とい

う方法が考えられる 。一気に 完成せずとも、機会をとらえて段階的

に完成に近づけるようなプログラムがあ ってよい。

。

以上のように多様な生活道路の事業化方策をケースパイケースで

駆使することで、実現性のきわめて高い計画として生活道路計画は

作成されている 。 ( ひろ きわ まさこ COM計画研究所)
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⑤。住 宅 計 画

片 方 信 也

住 宅 改 良 の 課 題

「現在私達が住んでいるところは、文化住宅がすごく密集してい

ます。小さい子供がたくさんいますけど、公園なんか近くにありま

せん。文化住宅の 2 階なので矛供が飛んだりはねたりするたびに大

きい声を出してしかっている有様です。電卓なんかに乗 って よそに出

ると家があんまりないょっな所に広い公図があ って 、私達が住んで

いるような密集している所にぜんぜん遊び場がないように忠われま

す。子供は自由にのびのびと育てたいと思います。 自然と 一緒に育

った私達にくらべてまわりにそういうものがなんにもなし¥これで

いいのかと不安になりますoJ ["栄町公図 の東側一帯、住宅が密集し

. ている上に隣練間隔がせますぎる。家の 中まで光が入 ってく るよう

な広い庭、十分な間取りの家がほしいoJ [ " 人口が密集して ・・ 文化

住宅があまり多くごみごみしている 。文化住宅に住んでいる人達を

優先的に府営住宅や市営住宅に入れるようにしてもらいたいJ

これらは、 「基本計画」ゃ「地区計画」策定過程て'行 った調査で

えられた地域住民の住宅要求の一例である 。現実に庄内の住宅状態

は、過省、街区のかなりの分布や老朽のひろがりを示す。たとえば南

部地区では老朽ならびに老桁進行街区が7 2 % (全体で 225街区) を

しめているとともに、過密街区 ( 建ぺい率75% 以上、容積率 130%

以上) が28%存在する 。 また北部地区でも老朽ないしは過密街区が

かなり広範囲に分布し ( 図 6 - 1 ) 、日照時 f: lI 1 時間未満が 2 訓もみ

られるという状態である。

本来、住宅改良の目標は、労働による住民の疲弊を可能なかぎり

緩和して家族のより十分な発達を保障することにある 。 そしてイギ

リスにみられるように住宅改良の必要性が都市計画の成立をうなが

(糊掛押搾1雪饗謹酔劉(

目も 沼

ー

図 6 ー 1

して、その性格と発達を方向づけたのであった。わが国では都市計

画がその理念を含みえなかった成立当初の事情がし、まだに暗い影を

おとしているが、庄内の住宅改良の謀題はこのような背景から考え

て、特別の重みをもっといえよう 。

では、 「庄内再開発基本計画」は庄内の住宅改良の課題をどのよ

うに方向づけたか。 [ " 基本計画J は、まず「基本的な考え方 J とし

て、①公営住宅の建替え、②住宅地区改良卒業、 ③規制 ・助成等の

システム化を軸に住宅の質的改善と環境盤備を図ることを示した。

具体的には、公営住宅の建替えでは、オープンスペースの生み 出し、

他事業で生じる要移転世帯用住宅の隊保、合併卒業等による事業の

多角化を、住宅地区改良事業では、密集街区を優先度の高いものと

して改良地区周辺への改良波及効巣の拡大をめざすとともに、緑道

等の用地を生み出すため線的な地区改良の検討を、そして規制 ・助

成等のシステム化では、基幹事業である防災避難緑道等の事業を一

体化し、問題地区における民間建築活動を規II，IJ して居住環境の整備

に適合させることなどをそれぞれ課題としている 。これらの課題を

多少概念的に整理すれば、 三つの性格がうかびあがってくる 。第一

は土地と住宅の公共スト y ク利用の重要性、第二 は無政府的民間住

宅投資の調整と、それへの公的介入の拡大、そして第三は、過密地

区における事業の総合性の確保である 。

地 区 計 画 に お け る 住 宅 改 良 方 策 の は た ら さ

「基本計画」は三つの性格をも った住宅改良の課題を示すととも

に、住宅問題地区における事業計画の策定を、地区計画段階の作業

として位置づけた 。そしてこの住宅改良は、防災避難緑道の建設な

どとならんで重点施策のひとつとしてとりあげられている 。都市地

初伝説 公園用地

搬 J- - 22戸数

ペ / L ーー」 建設住宅戸数

/  ー ノ ただし、 L 低層90m'/ 戸

/  〆 ノ M中層75" ' / 戸

， H 高層 50 m' / 戸

・建設住宅分布 ( 敷地面積)

強襲と社会/ 1979年 9 月号 41 



城、とりわけ庄内にみられるような過密既存市街地における公共住

宅建設にあたっては、居住環境状態がしだいに重視されて、環境を

含んだ市街地住宅のあり方が追求されるようになった。これは同時

に住宅への公共投資と民間投資の計画的調整を方向づけていくよう

になるであろう。地区計画での住宅改良方策の位置とその役割はこ

うして明確となってくる。

第一は、土地基盤盤備の骨格事業を促進させるはたらきである。

大都市周辺の既成市街地の大部分は都市計画のおくれによってスプ

ロール状に形成された 。そのため住区の幹線街路、区画街路や必要

な都市計画街路の整備がいちじるしくおくれているうえに、自然資

源、の圧迫と破壊が極端に進行した。このような事業を進展させてい

こうとするな らば、かなりの量に達する 十分な住宅対策が不可欠で

ある。現実にたとえば庄内南部地区では、道路、緑道、広場を生

み出していくためには 300戸以上の住宅撤去が必要であって、撤去

によっておこる住宅ニーズは相当量となる。このニーズが充足きれ

なければ、防災性や利便性を増進する骨格的事業は全くといってよ

いほど現実のものとならないであろう。住宅改良方策はまずもって

こ うして発生するニーズの充足に視点を向けなければならない。

第二は、良好な住宅街区造成のはたらきである。これには二つの

方向がある。一つは公共住宅建設主導の街区造成、二つは民間建設

活動の調整による街区の造成である。公共住宅主導による街区造成

は住宅地区改良事業等に代表されるもので、よりのぞましい方向で

ある。住宅の老朽化や過密による圧迫をとりのぞいて、十分なオー

プンスペースや自然を確保し安全な住宅街区を再開発によって生み

出すには、公共事業によるほかはないといえるであろう 。そしてこ

の種の事業が拡大されていけば、しだいに周辺の民間建築活動へも

効果を波及させて、それらの活動をいかに調整するかが重要となっ

てくる。まず調獲の目標は、民間による個別分散的な建築活動や開

発事業がふたたび無秩序な街区を生み出さないための規制、共同建

替えを含んだ家主 ・地主や居住世帯による建築活動の誘導、公共事

業予定地区での民間事業の統制におかれる。たとえば新規開発にあ

たっては過密の進行防止、良質住宅の建設をめざし、一定の面的ひ

ろがりがある場合はそれらとともに区画街路の配置、オープンスペ

ースの生み出しなどをめざすべきであろう。以上を概念的に示した

のが表 6 - 1 である 。

第三は、マクロな住宅対策を地区スケールに結びつけるはたらさ

である 。地区計画では住宅とその集合形態の物的な改善を重点課題

としてとりあげ、それによって居住状態を改善することをめざすこ

ととなる。そしてその対策は、まず住宅とその集合状態が問題とな

る街区を判定し、街区ごとに建替え、修復、保全の必要性を検討し

てくみ立てられる。この方式は、たとえば住宅地区改良事業の全面

クリアランスアンドビルドを含んでそれ以外の対策の必要性を示唆す

るもので、地区の環境全体の向上をめざすところから方向づけられ

る。いいかえれば、公共投資計画や個別的補助システムによるマク

ロな住宅対策を 地 区 スケールで総合化する必要性を意味しているで
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表 6 ー 1 住宅改良方策の考え方

公 共
公・民 事民 間

{荷 考
事 業 共 同 業

新規建設
。

面 的 圃 民間事業の場合は組合方式にこよをなる検い。討計、 ｚ 画す ｬｾ 業作る
建 替 え

。 。 。
成は公共の全の面報i的な援助でお

貨について 助・融資制度

. 持家充家の共同建替えについては、融資制度

共 同

の 笑と技術的援助をおこなう。

建 替 え

。 。
. {昔 の場合は、地主・家f昔主への経営面で

の助成・技術的援す助、 家人に対しては

家賃補助を検討 る。

間 引 き
。 - 間引き跡地は共、原則として、環境箆備を

目的とする公用地にする 。

. 個思 の建替えにお:揃税対こ大な負し官て担うの.を公必l王的よ寺蝿ぼf劫Fさはなみ修い復よ

と閉じ考えで

ｾｾ＠ 1ll: 。. 持家家の場合は

. {昔 の場合は

者・居制住度者に過大す負担を

つな を検討る。

公 営 住 毛
補助

(改良住宅) 別記 融資

公社・公団 その他援助

- 公・民共同事業の考え万

ｬ 土地の所有権は移検せず、借地権または地上権、ｾ中権を設定して、公共住宅を建設

する. (土地保有税上の特別処置が必要)

2.ilt i i 9 : 資金有I i 助、または家賃補助制度をもって、民間賃貸住宅を建訟する.

3 地区内外の公共住宅怨設とリ ンクさせて、現居住者を移転後、分線住宅を建設する 。

4 公共用地として買い上げた後、借地をおこない、現居住者、家主による共同組合住宅

を建設する 。

あろう 。

「ころがし事業j は本来こうした性格をもつべきものである。

住 宅 改 良 事 例 とその 検 討

地区計画策定を うけて、庄 内では住宅改良の事業が具体的に進行

している。もともと庄内には木造公営住宅の小規模団地があった。

府営が庄内住宅 ( 1949年建設、 122戸 )、 北住宅 ( 1953年建設、 94戸) 、

西住宅 ( 1953年建設、 40戸) の 3 団地で、市営が島江住宅 ( 1954年

建設、 30戸) の 1 団地である。これらの団地はいずれも建替えられ、

またはその途上にあるが、手法的には公営住宅の建替えと住宅地区

改良事業である。これらの事業は、庄内の改善にとって大きな意義

をもっている 。 たとえば、 71年に着手された庄内住宅の建替えは、

事業の際、市の要望、斡旋により周辺地を府が買い増しし て順次実

施された 。 もとの府営住宅用地の約 3 分 の 2 を市が払い下げをうけ

て、その用地を 1 ヘクタールの公園と庄内文化セ ンター( 公民館、

図書館、老人センターの併合施設) 建設に活用し、多面的な事業効

果を生み出している。これは同時に、公共の土地ストックの活用と

その拡大の重要性を意味しているだろう。そしてこの事業は公営住

宅用地活用のモデル例として地区計画作成に生かされていったので

ある。

76年に策定された南部地区計画にもとづいてすすめられた事業は、

島江市営住宅とその周辺を含んだ住宅地区改良事業である 。この事

業は 76年に地区指定をうけ、順次実施されている。改良前の状態は、



面積0 .76ヘクタール、住宅戸数62戸( 市営住宅30戸、隣接民間住宅

32戸) 、不良住宅数55戸であ ったが、地区改良によ って 中層 の住宅100

戸を建設し、あわせて集会所 ( 地区会館併用) 、児童遊園、緑地、区

画街路などの関連公共施設が生み出されている 。新たに人口の増加

を呼ぶような高層化を避け、比較的ゆったりとしたオープンスペー

スを造成したことや、地区計画にもとづいて地元と十分な協議をつ

みかさねてきた点で、周辺に与える事業効果はかなり大きい。そし

て、この改良事業は公共による市街地改造の今後の方向を示唆して

いるであろう 。南部地区の府営庄内住宅の建替え、市営島江住宅の

地区改良事業につづいて、北部地区では 2 ヵ所の府営住宅の建替え

事業が実施されている 。幸町に位置する北住宅は面積1 . 57ヘクター

ルで中層 5 階 4 棟の 100戸の住宅地に更新された 。関連公共施設と

して周辺道路整備、下水道整備、公共施設用地( 防災広場) 造成な

どが行われている 。栄町に位置する西住宅は、用地面積0. 77ヘクタ

ールで、やはり中層による全体計画60戸程度の団地におきかえられ

ようとしている 。北住宅の場合と同様に関連公共施設鐙備にも目が

向けられて、具体的に周辺道路整備のほか、緑道新設、進入路整備

などが実施されている 。 こうした公営住宅団地の建替え事業や住宅

地区改良事業は、公共用地を土台として用地の買い増し、地区計画

にもとづく他事業の組みこみなどによって事業効果を増大させつる

ことを示している 。だが、住宅地として再利用できる公共土地スト

ックの残りはほとんどない。できるだけ良好な街区を形成して都市

基盤整備にも役立つ事業をすすめるためには、いよいよもって民有

地の公的取得をふくんだ住宅改良にとりくまねばならないだろう 。

庄内の事業が示唆するように、住宅建設を主たる事業とするもので

あっても関連事業が多様な項目にわたるだけでなく、個々の事業量

の単位も一様ではない 。 このため、個々の補助制度がありながら運

用できない場合が多〈、現実に市費負担が増大せざるをえない状態

がある 。 したがって民有地にまで事業を拡大するためには、少なく

とも個々の補助制度を総合化するシステムが不可欠となっている 。

なお、以上のような公共団体による建設事業とともに、民間建築活

動の調整の実際をみておく 。庄内でも大阪機工の工場跡地を利用し

た住宅開発の調整、老朽文化住宅の市による買収などが具体的事例

としてある 。 これらはいずれも地区計画への整合性を開発業者や地

主に求めてある程度の成果をおさめている 。たとえば前者の住宅開

発では地区幹線道路・コレクタ一道路、公固などの造成を地区計画

の目標に近づけている。これらいくつかの調整査事例が示すことは、

行政指導力の強化と地区住民による合意をふくんだ規制力の重要性

である 。そして調整内容をもう一段高い水準にしてし、くためには、

民間事業と土地利用を先導しうる公共事業の推進が前提となろう 。

住 宅 改 良 の 展 望

庄内の住宅改良は、 「基本計画」策定当初、十分な成算をも って

はじめられたわけではなか った。現実の事業も、既存の公共土地ス

トックの活用をも ってしてはじめて可能とな ったものが多い。だが、

「基本計画」と地区計画に位置づけられた関連事業の進展ではみる

べきものが多い。計画策定以前の庄内の状態とくらべて、現在の庄

内では環境改善の効果を実感できるようにな った。これは同時に住

宅改良に関する住民の関心をたかめる作用もしているとみてよいで

あろう 。

地区計画における住宅改良方策のはたらきで示したように、もと

もと地区段階の住宅対策は他の計函課題とも統一的に検討されてい

る。それらは「建替え必要地区」や「新規住宅建設地区」などとし

て計画に 示 されている 。 これらの地区が、優先性の高いものから順

次実施にうつされていくことがもっとも望ましい方向である 。具 体

的には、ごく小規模な住宅街区造成にまでひろげ.たモテ・ル的事業を

生み出すことが不可欠である 。それには小集落改善のような住宅地

区改良事業による公共主導のものから、民間共同建替えの指導・助

成まで含めてよし、。図 6 - 3 はそのためのモテソレプランの一例であ

る。

マ現況

図 6 - 3  小規模住宅街区造成のモデルプランの例

( かたが た し ん や 京都大学工学部助手)

43 



し 方 式 の 可 能 性

- 第 II 部 一一ー ま ち づ く り 手 法 を め ぐ っ て一 庄 内 再 開 発 に み る 計 画 論

ろが.
事 業 推 進 に む け て - こ

7
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事 業 手 法 上 の 課 題

高田

住宅の間引きによ って袋小路をなく して 生活広場を生み出す例
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人

道路の現状 、¥

住棟の間引きによる 街区単位の防図 7 - 3  

これまでの事業実施をふ りかえ ってみると、公園 、道路、集会施

設といったいわゆる定常的事業を総合的、効果的に行うという面で

の事業成果は大いに評価されるが、一方、面的な整備を住宅地区改

良のような制度を適用して集中的にとりくむ、という点では一部で

モテ、ル的に進んだ程度で、全域的に展開して不良住宅を解消しなヵ、

らの住環境改善策の困難さを物語っている 。 また木造アノマートを中

心に人口の減少が進み、杢室の大量発生、住宅経営の危機という状

況を迎えながら、一方では工場跡地等の民間ミニ開発の進行とい っ

た民間事業に対する規制、誘導策の立ち遅れもみられる 。 そのよう

な中で、盛り沢山の計画を総花的に事業化するのではなく、ポイン

トを定めた効果の高め方を工夫することが求められている 。

重点的にとりくむべき事業としては、公共側では防災緑道、主な

都市計画道路、公共住宅建設があげられ 、民間事業に対しては 、今

以上 の環境悪化を くい止めるべき規制、誘導策と合わせて、積極的に

長屋やアパー トの共同建替え事業を促進する助成策 をとることであ

ろう 。そのような当面の事業謀題に対応しうる既存制度の適用を考

えると、いずれも多くの困難をともなうことになる 。緑道や都計道

路盤備を過密寸也区の真ん中ですすめるためには、一方で受け皿とな

る住宅や商業ビルづくりが必要であるし 、零細権利者に対する生活

再建策も欠かせない。従来の買収方式による単独の事業では、とて

もそれら課題にこたえられないし、かといって全面的なスクラ ップ

. アンド ・ピルドをともなう事業には市の財政的要因からすぐには

着手できない。 そもそも 、都市再開発法にもとづく再開発事業は、

今より以上の高度化を前提としており、過密解消をめざす計画のー意

図とは逆方向になりかねないし、採算性の求められるしくみには住

環境整備型の事業は成立しがたいことが多し、 。土地区画筆理事業も

画地規棋がきわめて 小 さい密集地区では換地処分にともなう困難が

大きすぎる 。 そのようにみてくると、過密住宅地区更新事業 ( 通称

「ころがし方式J ) のように比較的柔軟な手法に依存しながら、住

宅地区改良事業、民間住宅共同建替え事業等を組み合わせていくは

かには道は見出せないことになる。

ニ ろ が し 方 式 の モ デ ル

ころがし方式の事業展開のしかたは、大別して二通りがありうる 。

一つはまとまった規桜の土地をまず公共用地として取得し て公共住

宅等を建設し、まわりの過密地区の不良住宅を| 昔J '5 1いていくケース

と、逆に受け皿 は地区内外の既存住宅にして、まずスポ ントクリア

ランスを先行させる修復盟のケースである 。庄内では今ま でのとこ

ろは後者のタイプで進められてきた 。狭義でいうところのころがし

事業、すなわち制度としての過密住宅地区更新事業は、周辺の不良

住宅居住者を公的住宅に特定入居させることと、住宅跡地を市町村

が買収することがそのすべてであって、国の補助率の低さ、適用基

準の狭さはもとよ り、 事業内容そのものを発展させないと、今のま
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までは住環境整備手法のきめ手とはなり得ないと 言 えよう 。 しかし

ここでは、現在の制度の粋だけにとらわれず、庄内計画の教訓を踏

まえて、ころがし方式の可能性をモデルとして把えておきたし、。 な

ぜなら「公共住宅の供給と地域の環境整備を合わせて行う」という

その本来の事業目的は、他のどんな制度よりも優れて現実的である

し、大都市の住環境問題に正面からとりくむにふさわしい理念をも

っていると考えるからである 。

それでは、ころがし方式にどのような可能性があるだろうか。 ま

ず、すでに試みられているスポ ッ トクリアランスで小空地を生み出

していく事業は、過密地区の建てづまり解消、行き止まり道路の Ｑ ｾ Ｎｲ

通、チビ ッコ広場の生み出し、等に効果を発揮してきた 。つぎに適

用を試みようとしているころがし方式に、居住環境援備のための街

路事業がある 。 これは、区画街路や歩行者専用路も含めた生活密着

担の道路を生み出す事業であるが、事業化にあた っては 、現在地で

居住、営業の継続を望みながら道路でけずられた残地では使いもの

にならなか ったり、また路線型の商庖街の商庖街対策が求められる、

とい ったケースが多くみられ、困難に行き当たる 。 そこで近くで小

規模でも良いから種地 を取得し、受け皿住宅 ・庖舗を再開発住宅とし

て建設して生活再建策をとりながら進めるというころがし方式が威

力を発揮する 。第三のころがし方式の可能性としては、民間住宅の

共同建替えを組み入れることによ って、大きな展望が聞かれること

になろう 。今のところは、不良住宅跡地は公園や道路のような公共

地設として主主備できる見通しがないと、ころがしギ業として適用さ

れにくいが、現実には、公共用地ばかり生み出すことに疑問がある

し、住民の 中には現在地での住宅の再立地を求めるケースも多いの

であるから、数戸単位から数10戸の小 さな規模であっても民間エネ

ルギーを活用した共同建替え事業をころがし跡地でできるような道

を開くべきであろう 。最近各地で試みられ、実績をつんでいるコー

ポラティブ方式による自主協同建設や、住宅公団、住宅供給公社等

による地主参加、居住者参加型のミニ再開発プロジェクト等がきわ

めてなじみやすい手法である 。

図 7 - 5  居住者対策と関連制度

「ー公共の貨貸住宅一一一一一一ー( 入居あ っせん )

l '地区外へ移転する場合十一 公的機関円分譲住宅一一一一 ( あっせん )

|  トー民間の賃貸住宅

以上のようなオープンスペースづくり、 小規模極地を取得しての

受け皿住宅づくり、共同建替え事業をねらいとするミニ再開発等、

多彩なころがし方式を駆使できるならば、その可能性はきわめて明

るいと言えよう 。

こ ろ が し 方 式 全 面 展 開 へ の 提 言

それでは、制度としてのころがし事業をどのように改善すれば、

実情に即した効果ある制度として生きることになるのであろうか。

ここでは 、従来の研究と事業化の経験を通じての提言を要約してお

きたい。いずれも豊中市庄内地域だけでなく 、大阪市、門真市、 寝屋

川市などでとりくまれている事業でも、ほほ同じような点での悩み

をもっているとみられる 。

1  ，不良住宅跡地整備のための総合的な補助制度と体制をもつこと 。

跡地がすぐに現行の補助制度にのって整備できないケースが多いこ

とから、自力更新も含めた跡地利用ができるような補助制度をもっ

て、長期的 、総合的な事業プ ログラムが実現していけるしくみが必

要である 。 また、民間の自 力更新事業を進める上での権利調笠や技

術面での支援体制も不可 欠である 。

2 ，土地所有者に対する税制措置、事業協力者に対する生活再建策

をとるニと 。協力地主にと って、用地取得時に今のところ、公共事

業による収用等の課税の特例を受けるほかはないが、その適用条件

がきびしすぎて多くの場合あてはまらないことがある 。 また住宅経

営等も近辺で引き続き行おうとしても事業採算が合わず廃業に追い

こまれざるを得ないことも多い 。租税特別措置の条例ニの大幅緩和や、

事業協力者に対する長期低利の融資制度をもって生活再建を助ける

べきである 。

3 ，受け皿住宅の共同建設、共同建替え事業等への助成策をとるこ

と。移転対象者にとって、住宅、庖舗の立地ヵ、限定されることが多

〈、それら問題を個別解決に委ねるのでは事業は進みがたい。受け

皿住宅 ・庖舗等の共同建設の極地となる用地確保、共同化 のための

組織づくり、調査 ・計画等への助成と、建設事業への融資11，11度が求

められている 。

A 個人的場合一一寸 」ー民間内分譲住宅 ・注文住宅寸一一 ( 現在地建替えと同じ )

庄内をはじめとする過密地区形成の歴史的

背景をたどリ、そこに住む人達の切実さをみ

るならば、地元市の努力のみを待つのでは余

りにも落ちつきすぎと 言えよう 。

I  ，-一今のまま(切取改築) ， I  rー住宅金融公庫住宅改良資金融資制度

I  ""  ，_  .，，_.=， ，ｾｾ，＠ .u  ^ トー I甘改築 ・r 大阪府住宅改良資金融資あ っせん制度

L _ 現在地で解決する場合- 1 ＮＺｾＭＺＭＺ＠ 1  

】 L → 建替え ｾ＠ 大阪府個人住宅建設資金融資あ っせん制度

ト 住 宅 金 融 公庫個人住宅建設資金融資制度

ト厚生年金( 国民年金 ) 骸保険者住宅資金融資

」 盟中市公共事業対策住宅資金融資あ っせん制度

「一地区外へ移転する場合一一協同建設方式一一一一一一寸 ー 大阪府( コーポラティプハウス用地分譲公募 )

|  ド日本住宅公団グループ分線住宅制度

白 ・ .

|  ト住宅金融公庫個人共同住宅建設資金融資

B 共同化す る場合→ |  

' - ( 大阪府住宅供給公社積立分譲住宅制度 )

I  ，-ー共同て'公共の賃貸住宅 一一 再開発住宅建設事業

!  トー共同建替え 住宅金融公庫個人共同住宅建設資金融資

し- JJI.イE池内場合一一一ーイ

トー地区改良 l  住宅地区改良事業

I  L 一 分譲改良住宅助成制度

」一再開発 市街地再開発事業等

以上のような国のころがし事業制度上の改

善をつみながら、住宅地区改良事業をはじめ

とする関連事業を組み合わせ、住宅公団、府

住宅供給公社や、場合によ っては府市合同の

地域主主{ 賄事業主体等が多様できめ紛1かい事業

へのとりくみを今後展開することを期待した

いものである 。

( た か だ す す む COM計画研究所)
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- 第 III 部 一一一庄 内 の ま ち づ く り を ど う み る か

8  。各分野の意見

必要性が可能性を帯びて

東京大学工学部都市工学科 ・教授 川上 秀光

私は数回、庄内を訪れている 。 この 7 月上旬にもお世話にな った。

3 年前の 8 月、南部地区整備計画にもと づ く薬業化が着手された直

後と較べて、さまざまな感銘をうけたのである 。一言でいうならば、

機会があるたびに庄内を訪れて見たいというのにつきる 。いくつか

の問題に ついて深い関心をも ったからにはかな らない。それらのす

べてをつ くすわけにはいかないが、いくつかを披経させていただき

たい。

庄内地区の事業は、できることから手をつける方針と聞いている。

地区再開発の必要性を、数年以上にわたる調査、研究、行政努力、

住民運動を通じて正確、具体的に把握、徹底した上で可能性をさぐ

った結果だと理解している 。他の都市では、必要性が最も波厚な地

区の問題に挑戦しながら、 可能性の手がかりをとらえそこな って身

動 きできないまま放置する例がほとんどであるのに対して、当地区

プロジェクトの特徴をまず、ここに見るのである 。

「できること」か ら手をつける戦術が意味をも つのは、事業の進

行に伴ぃ「できること j つまり可能性が拡大する、必要性が可能性

を帯びてきたり 、必要性が可能性に転化する 条件を つく り出すので

あろう。 地域社会に投入した計画が、ささ やかながら もも の として

笑現した場合、ましてそれが住民参加で住民の支持によ ってつくら

れたものであればなおさらのこと、たとえば区間開通した生活道路

はやがて全区間開通し、ついでネ ッ トワー クの完成に至るような条

件を つ くり出す。つまり施設の 出現が住民の評価、意識を変え事業

主体もはげみがついてさらに努力を有効に重ねる場を見出すように

なるだろうと期待するのは、私ばかりではあるまい。 r庄内みなみ

町づく りニュース No 5  J の南部地区盤備計画の絵と「段階計画の考

え方J は、まさに私が今述べたことを意図しておられるものと私は

受け取 っている 。

しかしし 2 、 3 と区切りをつけて段階が進展するものではなく、

1 、 2 段階が相互に交錯したり相当の様変わりがあることがだんだ

ん判 ってきたし、 1 、 2 、 3 段階と矢印の方向に地区を動かすには

計画と事業の対象として何を、どのよっな順序でとりあげるのがよ

り適切であるかの問題も次第に所在がは っき りしてきている印象を

うけた。

この意味で庄内住環境整備構想以来の実績の評価と、その上に立

つ計画論、運動論の展開を期待したいし、 10年にわたり行政、学経

者、コ ンサルタ ン ト、住民が協同してこ られた努力に、関東では見

られない例として敬意を表したいので"ある 。( かわかみひでみつ)
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住宅整備にも経営にも役立つものを

前 ・大阪府建築部住宅政策課 河 野 靖

ホ庄内。が始まってから 5 年余りになる。この聞の成果をどう 見

るかは、人により意見が分かれる。東大の川上秀光教授のように、

「東京でなら議論倒れになりかねな いものを、とにかく実施できる

ところから手を着けてきたのは立派だ。 j とほめて下さる方もあれ

ば、 「今までは、目新しさもあって騒がれたが、財政難の今後は、

尻すぼみになるのではないか。j という懸念の声も聞かれる。

いずれにせよ、庄内のように 、対象区域が広〈、 、住環境整備砂

というとらえどころの不明確なものを相手にせねばならないこの事

業では、ねばり強〈努力を積み重ねることとともに、投入可能な投

資や、人的エネルギーを、庄内に住む人々に実感される繋備効果が

最大の効率で引き出せる対象や方法に振り向けるように絶えず工夫

していくことが重要である 。

私が、大阪府という立場で関係していた初期の頃は、このため、

整備対象を防災避難( 緑道) とコミュニティ ( 施設) に重点を置き、

住宅整備は、これらに役立つものに限定しようと提案し、賛成を得

た。その後、豊中市当局の努力も、中心は緑道等に向けられた。も

っとも、国庫補助を得て基軸的な施設を整備対象とする課題は、ま

だ残されていると思う 。

しかし、その後 5 年経った現在では、 Y主宅整備。を庄内再開発

の主要課題とする必要性と 可能性が高ま っていると思われる。整備

効果を高めるためには、公共施設整備とともに、住宅投資、民間投

資を戦略的に誘導することか望ましいし、居住者は、近年の住水準

要求の著しい高まりの中で、かつてのように、 、住みやすい庄内。

だけでは満足しなくな っており 、一方、地家主の立場からは、文化

住宅等が耐周年数を過ぎ、物理的にも経営的にも、建替え、改善の

必要が生じるようになってきていると考えられる 。 また、行政側も、

国や府などで、民間住宅の建替え整備への関心が深ま っている 。

実施のためには、庄内の整備のために役立つ条件は何か、 経営者

が求める有効かつ可能な公的援助は何か を分析し、実態に合った制

度化 を図ることと、半IJ りやすく親切な P R とがガイダンスを行うこ

とが必要だろう。

盤備上も、経営上も成功した例が生まれれば、庄内の現況から見

て、次々と広がっていくことが期待される 。そうなれば、庄内整備

の各種事業は、相互に事業機会と効果面で良い影響を及ぽし得るこ

ととなり、庄内再開発全体の活発化を促すだろう 。

(現 財団法人関西空港調査会)



地元の一層の協力を求めて・・・

日 本 経 済 新 聞 編 集 委 員 塩 見 譲

庄内は全国的にもスラム地区の代名詞となっている 。文化住宅、

独身アパート、低質な老朽化した一戸建てが密集し、曲がりくねっ

た細街路は車も通れない私道が大部分という 。北に千里ニュータウ

ンというモテソレ住宅団地 を持つ豊中市に庄内というスラム街がある

というのも奇妙な取り合わせてωある 。

豊中市が大阪府の援助を得て、庄内再開発に取り組み始めてから

8 年経つが、私が現場を訪れたのは市の再開発担当の渡辺雅夫さん

に案内されて昨年夏、事業の最も進んでいる南部地区を回ったのが

初めてである 。立ちのいた工場跡地に立派なコミュニテーセンター

や公営住宅が建ち、小公園が整備され、ドプ川が緑道に変わ った。

工場跡地にミニ住宅開発の計画を聞きつけ、業者と交渉して狭いな

がらも緑地を確保させたーー といった説明を聞いて、私は非常に感

動を覚えた。この複雑な権利関係の錯そうするスラムの再生に取り

組んでいる市の担当者や計画を指導している学者や都市計画家の執

念には頭が下がる思いがする 。

しかし 8 年間で約 100億円もつぎ込んだ庄内の再開発もいまカベ

につき当たっているようにみえる。それは再開発法も区画筆理法も、

その他の再開発手法も、そのままでは活用できないからで、 「もっ

と総合的ソフトな助成制度がないか一一ー」という声を聞く 。

しかも事業全体では 1000億円もかかる大事業で、その 8 割が地元

豊中市の負担というから、市にとっても気の遠くなるような事業で

ある。しかし、住宅を中心とする都市再開発は今では国家的にも最

重要事業となってきており、そのモデルとしても庄内の再開発はぜ

ひとも成功させてほしいと思う。そのために国の補助助成制度を柔

軟に使える開発手法を作り出すことも必要だが、地元地主、家主の

一層の協力を求めなければなるまい。公的施設の整備はもちろん事

業の中心だが、住宅地区である以上、地主、家主の建て替えを促進

することも絶対必要だ。ところが文化住宅など建て替えるより駐車

場に変わってしまうという 。建て替えて高い家賃では入居者を確保

できる見込みがないためらしいが、どこか一地区ても立派な住宅地

を作ってスラムのイメージを一掃することも必要だろう 。

それにしても、わが国の都市計画行政がどうしてこのような無法

なスプロールを黙認してきたのか、そして常に後追い対策に追われ

ていることを思うと本当に情ない 。最近言われ始めている地区計画

の実施を速やかに法制化して現在のミニ開発を防ぐことこそ、庄内

の失敗の教訓を生かす道ではないかと思うのだが。( し おみゆずる)

- 庄内のまちづくりをどうみるかー各分野の意見

まちづくりの足跡に、ほんとの

まちづくりのすすめ方をみる

市浦都市開発建築コンサルタンツ石東 直子

ここ数年、この庄内地区再開発に熱いまなざしをそそいでいた 。

それは、計画内容そのものについてよりは、事業のすすめ方につい

てである 。庄内地区再開発の注目すべき 一つは、住民参加のまちづ

くりの実現であると思う 。そのまち づ くりの足跡については、本文

で詳しく報告されると恩つが、住民と行政と プランナーが一つに組

んですすめてきたまちづ くりに またそ ういうチ ャン スに遭遇した

プランナーに、同じ計画にたずさわ っている者としては羨望の目を

向けざるを得ない。

以下に、この住民参加のまちづ くりについて、若干の私見を述べ

てみたい ( 私の情報入手不足のために、必ずしも庄内地区に対応し

たも のではないかもしれない が) 。

庄内地区のような居住地再開発は、住民がそこで生活を続けなヵ、

ら、しかも現在の生活の続きを、そう大きな生活様式の変化を受け

ないで営んでいけるようにすすめるのが、課題の一つであると恩わ

れる 。そのためには、どフしでもそこでの現在の住民の生活の展開

や住民の意向を正直に整理する必要がある 。 しかし 、住民側には、

今の環境より少しでもいい環境のところに住みたいというのは、ご

く自然な要望であるが、自分の家と向こう三軒両隣りの域を越えて、

自らの町を総合的に考える習慣が余りないと思われる 。そういう見

方をすることを教わったことがなかったし、時間的余裕もないとい

うのが一般であろう 。 また昼間は、 主婦と子供と外来者の町で、権

限をもっている主人( 7 ) がいない 。そういう人たちが、自らの居住

地の改善計画に参加することで、自分たちの生活の場の範囲をもう

少し広げて総合的にとらえ、さらに欲をいえば、主婦や子供も主人

にまかせてばかりいないで、自分で決定していく習慣が身につくこ

とになるだろう 。

一方、プランナーは、住民の意向をまとめて、街全体の総合的な

発展の中で、その地区の繁備計画に反映させていくのが任務である

が、多くの計画作業の場合、地区の状況を知るには、静的なデータ

ー調査に終わ ってしまいがちで、そこでの住民の躍動をとらえにく

い。 しかも、プランナー自身、住民の意向を把握するにしても、余

りにも身近な生活を知らなきすぎる( 体験がなきすぎる) ので、適

確に把援できない場合もある 。換言すれば、プランナーは自己の居

住地での生活時聞が余りにも少なく、住民として居住地の生活にか

かわるのは皆無に等しいともいえる 。 しかし、意欲的なプランナー

なら誰でも、その必要性、重要性を知 っているのであるが、この庄

内地区再開発の場合のように、住民の直接参加でもって仕事をすす

めていこうとすると、一般には費用的、時間的な面での制約が余り

にも大きく難しいのが現状である 。この庄内地区再開発の場合でも、

役所のスタ ッフや研究者の労に負うところが大きか ったとも恩われ

る。

以上のような意味において、この庄内地区プロジェクトは、ほん

とのまちづくりの姿であり、今後、この種の地区整備がこうすすめ

られるように、各方面での改善が望まれる 。 (いしとう なおこ )
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. 第W 部 一一一座 談 会 司 会 富 樫 穎 ( 大 阪 市 立 大 学 助 教 授 )

出 席 者 梶 浦 恒 男 ( 大 阪 市 立 大 学 助 教 授 )

③。住民参加とまちづくりの展望を語る 官部22τ 思r r プ 封

庄内南部およひ首都地区計画作業グパ戸プ主先

高田 昇 ( COM計画研究所代表)

庄 内南部・北部 ・ 西部および東開 ｕ 也区 ｾｉｩ 菌作業

グループ Ｗ Ｑｾ 干高局

広沢真佐子 ( COM計画研究所主任研究員)

庄内南部 ・北部 ・西部およ U呪諸IH也区Jtu凶作業

グJ レープスタ y フ

( 本稿は 、以上の献による座談会を梶浦 闘がまとめ)

たものである .

司会 まず、住民参加の住民の意味から閃いたい。庄内は借家人 するテーマは、方針を決めるときによく準備をし、住民の力を信頼

の多いところだが、彼らの参加はどうだったか。

一 一住民の協議会が四つあるが、それそ- れ途った性格がある 。住民

運動が活発なところではその影響が協議会委員の人選にも表れるし、

地主層や家主層の影響の強いところでは、その階層の委員が多い。

そ~こでは地主や家主を通しての借家層との対話となる。

一 ーまちづくりのための組織と、それまでにあった各種の住民活動

とを切りはなして考えるべきでない。たとえば公民館の活動、少年

団の活動があったりする 。 また商工関係の団体もある。そのような

ところとまちづくりの組織がかなり一体的に動いていくことがあっ

てはじめて、地区をあげてのまちづくりに向かっていく 。ややもす

ると協議会に頼りがちにな って しまうが、いいことではない。この

点は庄内 4 地区の経験から学んだことだ。

一一北部地区の場合、借家層の要求が地区計画づくりに反映してい

ないということはない。住環境整備という目的から、家族で住んで

る借家層の要求は計画のなかに反映している 。ただ反面、単身者で、

大阪や尼崎などの職場に通い、庄内はほ んの「ねぐら j という借家

層の要求は、出にくか った。彼ら の町に対する要求は、あの範囲よ

りも っと大きいスケールで存在するように思う 。そのような階層の

要求はどのような方法で都市づくりに反映されていくべきか、たし

かに庄内の方法ではもれていく 。考えねばならない課題だ。

一一借家層がもっと集まりに参加して欲しいと思うことはあった。

しかしこれもまちづくりの運動が発展していけば今まで関わりの少

なかった層の参加もふえると思う 。 それを促す条件は何かが大事だ。

庄内の協議会の発足当初、神戸の丸山地区の運動を学習にいったが、

あのように朝から H免まで運動に つきっきりという方法は庄内では無

理だ。昼間仕事をしている人も参加できるような配慮. を考えねばな

らないと話され、その努力がされた。

司会 では逆に地区にいろいろな権利を持っている地主層 、家主

層などはどうだったか。地区外に住んでいる場合もあ ったであろう

カ九

一一庄内の計画は住環境整備事業といつことで、そこに住む人々の、

居住環境を整えることを出発点とした 。 したがって地区計画作成に

あたっての要求は、そこに住む人々の要求を主としてくみたてたと

考えてよい。計画段階は住み手の参加であ った。地区に権利や利害

を持つ人々は事業化の段階で参加がある 。 このように 2 回参加のフ

ィルターを通したという考え方もできる 。

一一 府営住宅の建替え事業では入居者、周辺住民など多くが参加し

て討論し、当初のプランを変更させた 。公営住宅への入居者の選択

は協議会の住宅部会で議論をし、利害関係者の意見反映を行った。

司会 住民の要求が利害対立をおこすことはなかったか。住民参

加が生かされて関登できることもあるが、やはり難しかったという

こともあったのて' はないか。

一 一利害対立は交通問題の対策によくあらわれた。対立を乗り越え

た地区と釆り越えられなかった地区とあった 。住民間で意見の対立
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してとりかかることが大切だと感じた。 また、その方針を行政側が

確実に笑行する裏付けがないと住民間で方針は決まらない。たとえ

ば交通問題で行政や署警察が責任をもって駐車違反車を徹底してとり

しまるかどうか、それによ って住民の中での決め方も変わ ってくる。

その辺があいまいのまま、住民の皆さんで決めて下さいというので

は、駐車違反があれば自分遥でとりしまりをせねばならず、住民の

中に新たな対立を生むことになり、決められない。

司会 行政の問題ということではどんな二とがあったか。

一ー まず地区に入りはじめの頃、住民の行政不信はきわめて強か っ

た。 i いままで・庄内でロクなまちづくり事業もせずに、今さら事業

をするというのが信用できるか」という意見が頻繁に出た。これま

での都市計画行政のいうならば官僚的なすすめ方が、住民参加の発

展を阻害してきたというのは否定できない。

一一 向感だ。都市計画は上から つくるものというのが住民の頭にコ

ビリついている 。住民の手で地区計画を作るのだと説明しても、「何

をいってるのだ、隠さんで役所の案を早〈見せろ、そしたら意見を

いってやる」というのが圧倒的だ った。 i それが違うんだJ という

説得に何回かの会議が ｾｉｩ やされた 。また 縦割り行政のギャ ッ プもい

ろいろなところで生まれた。地区というのはいろいろな行政が全部

集まってくる総合的なところだ。行政の横の連絡に努力はなされた

が、なかなかタテマエ通りにはいかなかった。

司会 一時、参加論 をめ ぐって、住民は行政にやらせる運動をす

ればよいという「やらせる論j と、いや住民運動は自分たちで実際

にやることだという 議論のニつがあった。その点どうだったか。

一一 行政に「ゃれ、やれj という要求だけをして物事が進むように

恩わない。行政のおかれている条件、その問答、力量を住民は理解

し、要求を適切にするとともに、住民のできる努力をしないといけ

ない。

一ー とくに、規制 ・誘導を活用しでかなりの事をやろうと思ったら、

今の行政ではとても手がとどかなし、。土地を売りたがってるとか 、

違法建築をやっているとか、情報の提供とか互いの監視のようなこ

とがあり、地域ぐるみの態勢があってはじめて行政もやろうかとい

うことになる。そうでないととても行政は手が出せない。

司会 議会や議員 とまちづくりの関係はどうだったか。

一一議会は全員一致で庄内のまちづくりに賛成したし、議員も超党

派で支援してくれた。ただ、協議会は小議会、協議会委貝は小議会

のポラ ンタリ一議員とでもいえるような状況にあ って 、それ ぞれの

役割分担と連繋を考えねばならないと思うことはあった 。

一 一議員の役割は二つあるように思う 。一つは協議会と住民の聞の

監視役である。議員は日常、地元の商工団体とか町会とかの而倒を

みている 。そういうところの意見が協議会に反映しているかどうか

をみる 。今までの議貝なら公園をつくってくれという要求が地元で

生まれたら「まかしとけ J といって市の公園課に走るが、そうでは

なく協議会に話をつなぐという役目をする 。 もう一つは、できた計



画の笑現のために走ってもらうという役目ではないか。

司会 住民参加でまずい動きというか破壊的、非協力的な動きは

表面だってなかったのか。

一 一計画作成段階では私たちが考えていた以上にその種の動きはな

かった 。事業化段階では多少トラブルはあった。

司会 事業化段階での住民参加を話して欲しい。

一 一北部地区の府営住宅建替え卒業ではかなりもめた 。当初、高層ア

パー トのプランが事業担当の行政恨IJ から出され、府営木造居住者ば

納得し、協議会も納得したので、地元に説明したら、周辺住民から

猛反対にあった。

一 ーその時点で協議会は行政( 府) の低俗だという見方をされて、

一時は地元から総スカンを喰った。協議会の委員は言いたいことを

堪えて、協議会は別に府のいう通りになって卒業を進めているので

はないと随分説得し、努力をした。そして地元住民( 入居者および

周辺住民) の調整をやって最終的には思い切って 中層のプランに変

更をし、入居者、周辺住民とも納得した解決にいたった。

一 一あれはよい解決だった。事業化段階では事業化段階での住民の

要求があり、その反映のための参加が必要だということを示した典

出例だ。大阪府の建替え事業の担当官が、住民参加でや って いる庄

内でなぜこんなにもめるのかと懐疑的だ ったが、計画段階での住民

参加の決定は建答え事業の笑施を決めたのであ って、その詳細lは決

めていない。高層がよいか、中 j百がよいかは・1 ' ; ' 業部局が決めるので

はなく、やはり改めて関係住民の参加をはか つて決めるべきなのだ。

その点行政1111 J もゴリ担j I しをしなか ったので有鰍か った。

一 ーその点、住民参加でやってるので、行政も柔軟にやりやすいの

だと思う 。あれが行政だけの対応なら、行政は一度提出し、決めた

プランに悶執しないと面子にかかわるし、他の地点の卒業も同じよ

うなことになると困るから変更はできなかっただろう。協議会がな

かに入 ったということで柔軟な対応が可能にな ったとみれる 。

司会 トラブルがあったが、雨降って地固まるという成果があっ

たわけだ。事業化段階の住民参加は成功だったということか。

一一ー もちろんトラブルによってつぶれたJ: j J . 業もあ った。また、一つ

ひとつの事業に、もっと住民参加をはかるべきではないかと思うこ

とも少なくなかった 。

一 一計画は地区住民の参加てやっているが、事業はこれまでと閉じ

方法で事業部局がやってい ってかみあわないということがあ った。

たとえば単年度事業の方法では住民参加のペースにあわないという

ことがある。 2 月とか 3 月の年度末近くにな って事業化か決まって

くる。それから住民参加をやって年度内に予算を消化するというの

は不可能だ。

一 一われわれは緑道の樹木一本相えるにしても、周辺住民の意見を

l: l f J ¥' 、たらどうかと思 った。住民の要望が適切でなければ行政側がは

っきりその理由をいえばいいので、住民が理解しないことはない。

それは住民のまちづく りへの航極性を育てるものだ。一つの実例だ

が、南部地区で住民がとても困 っていた袋小路があった 。何とか道

路が延びないかといわれていた 。その袋小路にあった 小工場を移転

させ、ロータリーを作ることに成功した 。少しも大規模な事業では

ないが、住民はよくやったといつことで、その後このロータリーの

花壇の散水などの世話を自主的にや っており、日照りの夏もここの

花は枯れなか ったそうだ。

司会 なるほど。ついて'庄内再開発のなかで、住宅を公共的に供

給するニとの意義と限界を話して欲しい。庄内は老朽住宅が多い。

あの建替えをすべて公共的にやると彪大な事業量になって、できな

いだろう 。

一 一私は逆の発想をしており、あ のようなところでこそ公共主導の

住宅建設を、事業のやり方も含めてモテρルを示すべきだと考えてい

る。 ああいうところでこそ公共住宅とは何かという提案が必要だ。

道路とか公園とか持ち出し一方の事業と違って住宅は元の取れる事

業だという見方もできる 。分譲住宅も含めて公的住宅の経営計画を

たててとりくむ発想がいる。直接住宅密集地に手をつけるのは困艇

かもしれないが、民間エネルギーは旺盛なのだから、それに依拠し、

助成を活発にはかるとか、工場跡地とか未利用地を活用して公共住

宅を小規模で、もよいから建てていくとか、やることは随分ある 。

一 一現実の問題として庄内地域のなかに、行政がも う少し努力すれ

ば公的住宅施策が進むところがあるのではないか。

一 一大阪府レベルの住宅政策のあり方を考え、そのなかで庄内では

どのような住宅政策があるべきだというふうに理詰めで考えると、

大変対策は縦しいが、そうではなく、庄内地域は住宅の良好でない

典型地域なのだから、ここでできる公的住宅対策というものを少し

でも実践的に作りだすことが大切なのではないか。

司会 「地区詳細計画」といったことがかなり話題にのぼってい

るのだが、庄内の経験から、住環境整備の手法としてどうか。

一 一第 II 部でも書いたが、規制 ・誘導の方向を詳細にわた ってきめ

るということは大変なエネルギーを出さないとできない。新開発地

とは大いに違う 。計画図( 絵) をつくることより大切なのは、住民

や行政の組織的な目に見えない力をつくることではないか。

一 一行政と住民が同じイメージで自分たちの町の将来はこんなにな

るのだということを持つことが一番大事なポイントだ。 それが具体

的なフィジカルな絵にな っていればさらにいいが、な ってなくても

共通のイメージができておれば、そ 7 妙な方向にいかないし、妙な

ものが出てくれば、そのとき必要な計画をつくり対応することがで

きる。

一 一庄内の経験から、市行政における各部局の剥主査の仕事がこの程

の事業には重要だということを痛感した 。庄内では事業化をすすめ

るために、住民の要求で市の内部に「事業推進会議j というのがつ

くられたが、あれはもっと 強化されないといけない。

一一ー普通、市町村の調整機能は企画部のなかの一つの需拡あたりにあ

る。 ところで現実にはその課長が土木部や建築部の部長にものをい

うわけにいかなし、。もっと権限を与える必要がある。

司会 今後の庄内や住環境整備事業を展望して考えておられるこ

とを。

一 一庄内ではこれまで努力してきた住民参加のまちづくりが一つの

財産だといえる 。先にも述べたょっに当初住民は都市づくりの行政

に大変な不信をも って いた 。 これを少しづついろいろな実践活動を

つうじて解消してきた 。事業がなされたところを見学して住民たち

は大変な感激をしている 。この財産を大切にし、再び住民たちが不

信をもたないようにすることだ。

一 一最後に強調したいのは、第二、第三の庄内を作っていくことだ。

そういう連合軍をつれた府県が旗をも って固にのぼるという状況を

つくらねば新しい制度を生みだすのは難しい。建設省の人もいつま

でもモデルといえば庄内だけでは ー などとい って いる 。 い積極的

自治体よ出でよ H だ。

ー ーたしかに、大阪近辺で 4 ヵ所ぐらいの実例が欲しし、。庄内には

下町の何ともいえない l味わいがある。そこに住む人々の暮らしが町

の景観にもよくあらわれている 。 そういう良さを継承、発展させて

いくまちづくりの経験がもっと多く生まれて欲しいの

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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新耐震設計法の動き

小泉 昇

い ま 話 題 に な っ て い る 新 耐 震 設 計 法 の 内 容

については、ここでは触れなし当 。 な ぜ 新 設 計

法 が 提 案 さ れ 法 令 化 さ れ よ う と し て い る の か 、

こ れ に は そ も そ も の 経 緯 を 概 観 す る こ と か ら

始 め る の が 適 当 で あ ろ う 。

現 行 の 震 度 J去 に 対 す る 学 問 的 な 批 判 が 現 れ

たのは、すでに40数 年 前 、 故 棚 崎 博 士 の " 速 度

ポ テ ン シ ャ ル ・エ ネ ル ギ - ! l l l . "に 始 ま る と

記 憶 す る 。 第 二次大戦の空白日寺を経て、昭和

33年度下会賞、小椀博士の" 耐震工: 学的基礎

研 究 " は 棚 般 理 論 の 具 体 化 の 第 一 歩 で あ った。

筆者はこの専門分聖子には索人であるが、当時

小 堀 研 究 室 で 自 作 の ア ナ ロ グ ・ コンピュータ

ー で 振 動 方 程 式 と 取 り 組 ん で お ら れ た 小 堀 先

生 の イ メ ー ジ が 今 で も 頭 に 残 っ て い る 。 も ち

ろ ん 、 昨 今 の コ ン ピ ュ ー タ ー の ハ ー ド ・ ウ ェ

ヤ ー の 進 歩 、 加 迷 度 地 震 計 の 開 発 と 実 用 化 、

あ る い は 31 mの 高 さ 制 限 の 法 令 撤 廃 等 の 裏 付

け が あ っ て の こ と で あ る が 、 今 日 の 振 動 解 析

に よ る 超 高 層 建 築 の 設 計 が 可 能 に な った礎 に

は 、 両 先 生 の 業 績 が 大 い に あ ず か つ て 力 の あ

っ た こ と と 評 価 さ れ て よ い 。

さ て 、 こ の よ う な 高 度 な 技 術 の 進 歩 と 裏 腹

に、 ｩｩｩｾ 後多数建てられた耐震構造物、とくに

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 建 築 物 が 、 地 震 が 起 こ る た

び ご と に 何 ら か の 被 害 を 受 け る と い う 現 実 に

直 面 し て 、 現 行 耐 震 設 計 法 の 不 備 が 関 係 者 の

聞 で 大 き な 問 題 と な っ て き た の で あ る 。ま た、

一 方 で は 地 震 予 知 の 進 歩 に 伴 っ て 、持 定 地 域

における 地 震 発生 の確 率 の I也大が明ら かにさ

れ る に つ れ て 、 現 行 耐 震 設 計 法 の 根 本 的 改 正

対 応 で き な い と い う こ と が 、 震 害 調 査 の 結 巣 、 計 能 力 に 応 じ た わ か り や す い も の に し た い と

明 らかになっている。 言 う こ と で あ っ た 。 ま え 新 設 計J去によるコス

1976年 、 日 本 建 築学 会 H 地 震 荷 量 と 建 築機 卜 ・ア y プ も 総 工 伎 に お い て 2 - 3 %程 度 と

造 の耐 震 性 " は 、 工 学 的 な 成 果 で あ り 、 こ れ 予測 し て い る と い う こ と で あ る が 、 躯 体 工 伐

を基に 1977年 公 表 さ れ た H 新耐震設計法( 案) " だ け に つ い て は 、 建 築 種 別 に よ っては恐らく

は 、 建 設 省 を 中 心 に 、 園 、 学 会 、 民 間 団 体 等 7 0 - 3 0 %の 上 昇 は 避 け ら れ な い だ ろ う と 筆 者

の 協 力 体 制 の も と に 総 合 開 発 さ れ た プ ロ ジ ェ は 芳 え て い る 。 精 進 の 設 計 工 数 も 少 な く と も

ク ト の 集 大 成 で あ る 。 こ の 新 耐 震 設 計 法 ( 築 ) 3 0 - 7 0 %附 大 す る で あ ろ う 。 い ず れ に し て も

は 高 層 建 築 の み で な く 広 く 一 般 建 築 に も - :t't 永 ら く 懸 案 で あ っ た 耐 震 設 計 法 の 法 的 な 改 訂

適 用 で き る よ う に 、 実 際 設 計 の 技 術 示 方 { If を が 、 お そ く と も 56年 中 に は った・施の述びになる

白 ざ し て い た も の と 思 わ れ る が、 思論 体 系 に ことは確実である。

重 点 を お い た 結 果 、 一 般 の 設 計 者 が た だ ち に 全 面 的 な 新耐 震 設 計 法 は 上 の よ う な 状 況 に

利 用 可 能 な も の に な って い な い 。 その問にも、 あるが、この実施までにはなお2年 近 く の 期 間 が

内外において多発する主要害の 実 例 、 わ が 国 の 空 白 と な り 、 そ の 1::] の 対 策 と し て 、 公 共 既 設

地 震発 生 の 危 倶 が ま す ま す Aj] ら か に な る に つ 建 築 物 等 に 付 し で は 建 設 省 指 導 課 監 修 の “ 耐

れ て 、 建 設 関 係 の 実 務 お よ び 行 政 面 で 利 用 で 震 診 断 基 準 H の 公 刊 と 診 断 の 実 施 、 ま た 一 般

き る 、 帰 導 指 針 の 実 現 が 急 を 要 す る よ う に な の 新 築 建 築 物 に 対 し で は 、 通 達 14号 " 耐 震 上

っ た 。 現 行 基準 法 の 改 訂 と い う 線 は 、 こ の 自 の 配 慮 を 将 に 要 す る 建 築 物 に 対 す る 指 導 指 針 H

標 に 沿 っ た も の と 考 え ら れ る 。 建 設 省 に お い に よ る 行 政 指 導 が 現 在 実 施 さ れ て い る の は 衆

て は 、 昨 年 よ り H 新耐震設計法( 案 ) " を基に、 知 の こ と で あ る 。 後 者 は 地 方 に よ っ て は 多 少

広 く 各 界 の 意 見 を 求 め 、 基 準 法 改 訂 の 作 業 が 遅 れ て い る 所 も あ る が 、 本 格 的 な 改 訂 ま で の

続 け ら れ て き た 。 そ の 問 、 建 築 研 究 所 、 建 築 Jml:: 1を 、 こ の 緊 急 対 策 で一 応 対 処 し よ う と い

学 会、 住 宅 局 得 議 諜 で は 協 力 し て 数 次 の 索 案 う行政側の緊迫感がうかがい矢口ることができ

の 作 成 、 そ の 検 討 が 行 わ れ た よ う 聞 い て い る 。 る。

本 年 6 月、ようやく建設省住宅局指導諜は、 以上、 “新 耐震 設計法ＢのＡｦ ｾ ｊ きについて筒

" 建 築 基 準 法 鈍 行 令 耐 震 関 係 規 定 ・改 訂 原 案 "

を ま と め 、 こ こ に 法 令 改 正 の 第 一 歩 が 発 足 し

たということカずできる 。

こ の よ う に 一 応 の 形 式 が 整 い 、 大 綱 が 決 定

さ れ た の で あ る が 、 広 く 一 般 に 実 際 運 用 す る

と な る と 、 ま だ 疑 義 の あ る 点 、 不 備 な 点 、 あ

る い は 実 施 後 の 結 果 予測 の 検 討等 が 残 さ れ て

いる段階にある。 一 般 の 実 務 者 、 建 設 業 者 の

合 意 が 改 訂 案 の 成 否 を 左 右 す る こ と は lリj らか

であろう 。 建 設 省 は こ の 新 設 計 法 の一 般 の 限

解 と 普 及 を 目 ざ し て 全 国 的 に 講 習 会 、 ジ ャ ー

ナ リ ズ ム に よ る P R に 第 力 し て い る が 、 な お

こ れ と 平 行 し て 本 年 初 頭 、 か な り 大 が か り な

官 民 合 同 の 耐 震 基 準 調 査 委 員 会 を 発 足 し 、 現

在 そ の 作 業 を 実 施 中 で あ る 。 委 員 長 は 梅 村 鱒

士 で あ る 。 具 体 的 に は一 応 成 文 を 兄 た H 改 訂

基 準 原 案 " に よ る 試 行 設 計 、 原 案 に 対 す る ア

ン ケ ー ト 調 査 等 が 主 な も の で 、 対 象 は ほ ぼ 全

国 に 分 布 し 、 研 究 者 、 構 造 設 計 者 、 行 政 関 係

者 を 含 む 大 規 模 な も の で あ る 。 こ れ ら の 作 業

の 結 果 が 合 理 的 に 処 理 さ れ 、 形 式 に と ら わ れ

ず、実際の仕事の面に主主に有効に/ 1 日花される

よ う 考 慮 さ れ る な れ ば 、 わ が 国 の 耐 震 建 築 の

質 的 向 上 も 大 い に 期 待 さ れ る だ ろ う 。 基 準 原

案 は 結 果 と し て 、 大 筋 の 変 更 は な い と し て も 、

*111告1I についてはまだ相当な改言丁のあることが

予想される。

先 日 、 建 築 士 会 主 催 の 説 明 会 に お け る 建 設

省 住 宅 局 指 導 謀 長 の 訴 に よ れ ば 、 来 春 4 月の

議 会 を 経 て 、 政 令 改 正 の 運 び に な る 予 定 で あ

る 。 そ の 後 1 年 IHI ほどの始予期間をおいて、

単 に 述 べ た の で あ る が 、 余 白 を か り で 以 下 に

私 兄 を f寸け加える 。

技 術 が 実 用 化 さ れ る と き は 経 済 性 が 大 きな

フ ァ ク タ ー と な る こ と は 言 う ま で も な い 。 安

全性 と 経 済 性 、 こ の 二 律 背 反 す る 命 題 の 現 実

聞 に お け る 調 和 こ そ 放 も 大 切 な こ と で あ ろ う 。

経 済 効 率 優 先 の 現 代 の 思 潮l には椛 造 設 計 者 は

い つ も 苦 し め ら れ て い る 。 一例 を あ げ る 。 分

殺 マ ン シ ョンは販売而から、売れやすい、{ l III

格 の 安 い と い う こ と が 優 先 さ れ る 。宣伝者の経

験 か ら い え ば 建 築 の 構 造 工 貨 は そ れ が 企 11111さ

れたとき、設計型限11念 が 回 ま つた 時 J人点，IJ，

?決夫 ま つてしまうということでで、ある 。デデP サザ4 イン

カがず汁l購!総蒋1買可欲という而で仮e れていることになると、

で き る だ け Z安E く と い う 目 標 で 安 全f性性生全占はいつも

五最，Ｈｦ低底丘 Ｚ Ｊｳ 泉員カがず Ｑ攻ｾｾ ;.求R される 。 その以低:MNと な る の が

確 認 時 に お け る 法 令 で あ って 、 構 造 設 計 者 は

こ れ を 根 拠 に 辛 う じ て 安 全 性 の 1，; ; 低級を死守

し て い る 現 状 で あ る 。 こ の よ う な 状 態 に 慣 れ

ることに つ年は問題がある 。確 認 さ え 通 れ ば と

い う 安 易 な 思 想 は 、 技 術 者 が 自 己 の 社 会 的 資

任 を 、 法 令 と い う シ ス テ ム に 転 嫁 し か ね な い

いのである 。 経済 効 率 を 優 先 祝 し た 以 近 の コ

ンピ ュ ー タ ー の 無 ir<Jt ill な乱旧もこれに拍' ! ( を

かける 。 機 械 的 に イ ン プ ッ ト し て 、 そ の 技 術

的なな味の玉虫解もなしにそのアウトプ y 卜を

盲 信 す る 傾 向 す ら 兄 ら れ る 。 多 年 の 研 究 成 果

に 基 づ い て 開 発 さ れ た こ の 新 耐 渡 設 計 法 が 、

施 行 令 と い う シ ス テ ム に 集 約 さ れ 、 そ の 技 術

的 精 神 が 無 視 さ れ て 機 械 的 運 用 に 終 始 す る こ

とに 一 抹 の 危 倶 を 感 じるのである。 (1979，7，11 )

必 要 の 気 速 が ま す ま す 活 発 に な っ て き た 。 現 56年 春 頃 に は 実 施 に こ ぎ つ け た い と の こ と で

行 の 設 計 法 一 震 度 法 ー は 、 一 定 の 条 件 の 下 で あ っ た 。 な お 、同氏の怠J e . によれば、方針と

は 十 分 そ の 目 的 を 果 た し て き た の で あ る が 、 し て 設 計 の 自 由 度 を 阻 害 し な い 範 囲 で 、 で き

最 近 の デ ザ イ ン の 傾 向 、 規 模 の 変 遷 等 に 十 分 る だ け 詳 細 規 定 を 織 り 込 ん だ 、 現 在 の一 般 設
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外壁埋込空調設備

粟 生 敏 明

サミ y ト東京会議の主テーマが行エ耳、ルギーで

あり、 H寺を同じくして OP E C における石油価格政

策が徒出され、世界はエネルギー i問題を大きくと

らえようとしている 。 日本においてもこの 6 月24

日に “ エネルギーの山川の合理化に| 刻する法律"

が公布され、紅、i主の建築業界で考えるところは 、

まず環境条件を保持して熱を有効に佼 111 すること

であり、その原則は、 1) エネルギーの保存、 2) エ

ネルギーの有効な変換、 3 ) 廃熱の回収、であろう 。

上の合理化とはこの原則j をさし、 V .S . A のA SHR

A Eでの基準にもな っている 。 これからの建築は、

ますます機能を考えて計画されねばならない。 こ

こに記す“ 外壁埋込空調設備" は WAL L T HR OUGH  

また T HR OUGH T HE  WAL L と呼ばれ、建築と調

和1し、将来の空調の動向を大きく変えるシステム

で、あろうかと思う 。

. 外壁埋込空調設備の概要

外壁埋込空調設備とは、外壁を rr; 邑する給排気

11 と述結する空気熱源ヒートポンプユニ γ 卜( 室

外{!!I J送風機、同熱交換器、室内{ ! ! I 打差風機、問熱交

換様、コンプレ y サ一、四方弁の主要部品から構

成され、工場製作されるもの ) で建築外壁にピル

ドイ ンされ、現場では電源の接続、 ドレーン配管

の 施工のみであり、日rJ に外形図、外壁 l限付図、仕

線表、実施例の写真をのせる 。空気熱源であるた

め外壁を平 Ｑ する室で、ユニ γ トごとに円 ｛ ｾｊ 温度調

外形寸法および取付要領図 (A し 750型、A し 1100型)

A 部詳細図

節をする個別空調であるため、ホテル、マンショ

ン、病院、研究所、学校の研究室等の個室にとく

に有利であり、{ 也に外部条件( 日射、気温) の影響

を受けやすい事務所、応舗の外部ゾーン( ペリメ

ーター) 等が用途となる 。

- 省エネルギー性

1  ) 空気熱源である。

2  ) 個別空調で使用する時間、場所に自由に対応

し、エネルギーの無駄使いがない 。

3  ) 個別空調で温度; t ; IJI調lが確実となり、場所によ

る過冷過熱の無駄がない 。

4  ) 熱の織送 [qJ 力が全く不要になる 。

5  ) 熱の織送がなくなり、熱損失が全くない 。

6  ) 大型機器にある低負荷H寺の絞り運転による効

率低下がない 。

7  ) ユニット昔11の電源に 簡単な 積算電力計を設備

することが容易で、空調エ平ルギー消貨を日IJ

個に監視し、常 H寺管 f竪することができる 。

“ エネルギーの{ 土川の合理化に関する法律" でい

われている建築の断熱性が向上すれば、このシス

テムは符エネルギーの相乗効巣を生むだけでなく、

イニシアルコストの上でも 4吋 IJ になる f

* 従来の七ントラルンス テムは熱源機誌を含むダ 7 ト、両日符

系の金設備の容肢が小さ く♀るだけであるが、本 システ ム

は台tx減ということで比例的にコストが低減、i ' i 資源とな

り、 1111彼自<j' 1i エネルギーにつながるものである。

- 居住性

1  ) 個別空調で温度i t ; llt調l が確実である 。 しかもヒ

ー トポンプで冷房暖房どちらにも自由で 、年

間空調を可能とするお品質空調である。

2  ) 機械室、ダクト配管スペースを 一 切不要とし、

建築の空間有効設計が可能となり 、通常、全

延床面積 の 5 %以上が有効な居住ゾーンとし

て復活する 。

・ 空調の設計施工の合理化

本システムは従来の空調設計で行われるシステ

仕 繍

fC(  IJ 

ム計画、熱源計画、末端機ｾ Ｈ 空調告号、ファン 、

ポンプ等) の選定、ダクト、配管、電気、自動指11

御設計等の膨大な設計、図面作成、積算の手順が

一切省略される 。 とくに積算で、従来システムで

は機器類を除いて数量把J崖が不明確で 、 しかも現

場作業が人工数に依存するため、工 ｾ ｊｾ Ｍ 式という

諮負いであり、 ドンプリ 勘定にならざるをえない 。

施工においても問機で、膨大な現場作業の積 み重

ねて¥設計に基づき現場おのおのが一品商品とし

て成り立ち 、空調がうまくい ってあたりまえ 、通

常は随所で不満足な結果となり、 一品商品である

がゆえに手直し、手戻工事で応急処置を施し、抜

本的改善はできなく、設計予算に合わせ不明瞭な

価格 で取引されることになる 。

本システムでは均一化された工場生産によるユ

ニットを現場に据え付け、電線、 ドレーン配管を

接続するだけの高度な技術を必嬰としない、単純

なしかも少量の作業のみとなり、積算もきわめて

明瞭に行われる 。従来の空調設計施工を否定する

このシステムが、省エネルギー性と高品質空調を前提

として前述のように将来の空調の動向を大きく変

えるであろうゆえんで・ある 。

<> 

環境条件を保持して熱を有効に使mする省エオ、

ルギー空調である本システムを、より推進してい

くためには、

1  ) ユニ γ 卜の工場生産による完全な品質保待

2  ) ユニットのメンテナンスフリー

3  ) ユニ y 卜のE E Rの向上、とくに空気熱源であ

るための暖房モードにおける効率向上により

日本の設置地域の拡大

4  ) 建築との調和

などが今後も追求していかなくてはならない課

題であろうと思い、 j 音先畿のご指導ご鞭鐙を賜り

ますようお願い申上げます。

( あおう としあき 口本ピーマ ックK K '，' :j .j t j 主:師1m; 長)

JII. f:立 AL - 7日 型 A L - l l 曲 型

tl生1  

時 間 能 力 Kcal / h  20∞/ 22∞ 2800 /  3150 

能 唖 屑 雌 力 Kc al / h  20∞( 28臼 ) / 22回 (31∞) 1 3 0∞( 42回 ν 33日 ( 46∞}

電 蝉 3 併 2OOV. 1  ｾ＠ 2 0 0 V  

起 動 電 流 A  19 / 17  28 / 25 

電* 2 気 神 性

時 肪 時 金全電入流力

A  4. 1 / 4. 4 5. 5 / 6 .0  

K W  1. 13 / 1. 32 1. 55 / 1. 80 

晩 期 時 金全電λ 流宣

A  3. 74 ( 6.  91) / 4 . 21 ( 7  . 39)  5. 1  (9. 43) / 5. 7500. 08)  

K W  1. 13( 2 . 13 ) / 1. 32(2. 32)  1 . 36( 2. 86 ) / 1. 70( 3. 20 )  

1主 争街

楠 府
式 全 世 間 ロ ー タ リ 型

出 プJ K W  0. 75 1. 1  

盟 主 内 側 削 交 換 出 プ レ トフィ ンM

京 外 側 削 交 換 部 プ レ トフィ ン出

i昌

7 r ン限 式 x ( 刷tx ，dd叫 込 シ ロ γ コ 型 x 2

軍 内 側 そ
タ 出 "

K W 0. 015  0. 02 

凪
送 凪 量 m

3

/ mi n 8. 0 11. 0  

7 r ン形 式 X 個 tJc 両 唱 込 シ ロ γ コ型 x 2

坦 室 外 側 モ タ l.tl h  K W 0 加 0. 055 

置

温 風 J I t m
3

/mi n 15 / 17  18 / 20 

取 人 "1 院 外 気 量 m
3

/ mi n 1. 2 / 1. 3  1. 5 / 1. 7  

開 WJ  ヒ タ K W  1. 0  1. 5  

何 T E恥 - 22 

ケ ー ン ノ グ 寸 法 民

さ 醐 1180( 1100 

( み 体 寸 法 } 典".  

1i  間 3伺 450

さ 醐 535(490 

制

.. ‘'  
lli 量 k g  105 

上 竺空一

. 1  能 IJ rまJ IS C9612町条件で理転した時のもので ( ) は強暖.

. 2  電気持性は H 2∞V 町場合. (  )  ｲｾ 強暖 Ｎ
Ｔ 玄 Ｑ 上保 ｲｾ 別品改良のため予告骨〈聖直することがゐる .
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施工材料の頁
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重要な問題はパートレ y クスの耐ノ'J( 化で・あろう 。

耐ノJ( 性パートレ y クスができれば、外壁への使

mが IIJ 能となり 、住宅、応詣I i など小規模建築物の

外壁への近がHf J け、! 日途は飛践的にゆ大する 。 目

下、鋭意研究中で、ある 。

上部 ランナー50Xl ∞X2.3

新しい石膏系耐火間仕切材 表 ー1 物性一覧
ヤトイ実( 石綿板12.28)耐火縫着剤併用

沼l 三三堅三武 南 勝 美

ノf ー トレックスはガラス繊維強化発泡石n・耐火

板である 。 石 nを主原料としてガラス繊維で強化

し、 さらに微細な気泡により軽品化し、点聞をボ

ード原紙で被被 した 材 料である。いわゆる G RG

である 。 65mm厚 で 2 1時間耐火J [ f J仕 切Eまになる 。

乾式工法における耐火間仕切材としては 、AL C

版 、セメント成型板や珪君主カルシウム板などある

が、加工性、仕上げ性あるいは価格上問題が少な

くない。ノf ー卜レックスは、これらの点を巧慮し

て開発したもので、軽くて加工性がよく、直仕上

げが可能で、施工時の省力化 、工期の短縮など経

済性に優れている。断熱性もよいが、寸法安定性

は抜群で、狂いの少ない材料と言える 。 パートレ y

クスの物性および形状 ・寸γ去は表ー 1. 2のようであ

るが、 P X - 65は単体墜で、また P X - 40は 軽 量 型 鋼

に両面からタ y ピングネジ止めした中空壁で、そ

れぞれ 2 時 間 耐 火H日仕切笠の街定( W- 2088、w-

'ii 目 単位

上ヒ

illl *  

ill l，t  kg/m'  

曲 げ 強 度 kg/aJ 

曲げ型j! 性率 kg/aJ 

圧 縮 強 度 kg/aJ 

耐垂 3  kg. m 

i性怒面部すい

ホ 干

kg .m 

ふり L式

熱 伝 導 率

耐 火 性

*  

M 火 性

*  

l政 本 準 %  

許容附 JHJ 変位

*  

ノマートレックス

Px- 65 I  Px- 40  

備 芋2

0. 63 主¥¥l Z状態

主¥9[; 状態

25U 1: 

JI S  R  5201による

IlJ lげ試験

2. 0X川 11似 10'

*  

20U 1: 

j l S  R5201による

圧縮試験

J IS  A I304に準 じ

た衝撃試験

がJ30

J IS AI414に準 じ

た衝撃試験

0. 10  室
ftF瓜3  

21定lキ1m耐火箆

i¥1iE/，=t， 
指定番 F2pPxx--4605WW2200888 9  

不燃材料 認定番刊，不、燃燃((倒個l第第凶川83号月

30 単位体問あとり の吸ホ且

建築設計基準以上

*  
日

2089) をうけている 。 表 ー2 形状・ 寸法 ( 単位 弘)

また、郎ホテル東京、有楽町7E気ピルなどの著

名な工事を含めて、現在約10万 m' の施工' _ A* 貨が

あるが、用途としては 、事務所ピル、ホテル、マ

ンション、病院 、! 万舗などの HM仕切壁、エレベー

タ一 、階段などのコア墜に好適な材料である 。

標準工法

ノf ートレ y ク ス の 傑 準 工 法 ( 2 時 Hn耐 火 1m仕 切

壁 ) を図 1 、施工の流れを 表 - 3 に示す。従米

の耐火 1m仕切墜と比較してまず言えることは、パ

ートレックスは炭而がボード原紙であるため、取

{ 寸後、目地部分を処即するだけで塗袋、布貼りな

ど の 直 仕 仁 げ が 可 能 な こ と で あ る ( 写真 ー 1 )。

記 号 ｊｦｾ＠ 1主 寸 法

11中

長さ 2. 7003.0003. 300 

P  X  -65 

3.600 

幅 600

厚さ 65 

寸40一- 3! ゴ3ト
長さ 2.400 2.7∞ 

P  X  - 40 
幅 900

厚さ 40 

ただし、 i止さのJ . i 大寸法は、 PX- 65が3. 筑沿師、PX-40は3瓜肋m

表 - 3  施工の流れ

バッファーピン

世2.2，220

e  

PX. 65単 体壁

パ νファピンo2.2. 220 

経鉄ス世 γ ド65X45XO. 8

P X・40中空壁

下部ラノナ-

40X69XO.8  

バヲキン

モＩｾ空 ｊｾ 充 Ｑ 真

Ｈｾｬｬｩ 童工事Ｉ

図 ー1 標準工法

つまり、化粧仕 上げのためのモルタル塗り、石11

ボード張りなどの下地ごしらえの必要がないので、

戦穏、工程の省略ができ 、工期の短縮、経 質 の iWj

写真ー 1 取付後の白地処理

表 - 4  *脅威別遮音性能

ぬ匪璽→巨E →巨ヨ

No 4葺 成

厚 さ 重 量 透 過 婦 失 (d B)

H依カヨ |れることである 。 また、 i9<筋を JFJ いていな

いので加l工性が優れているばかりでなく 、裁断、

穴あけなどによる強度減少も心円dしなくてすむ。

この点は、また、施工図における割付図の作成を

容易にし、施工中の変更にも対応しやすい。

(mm)  (kg /m'  )  125H  z  250H  z  500 H  z  1000 H  z  2000 H  z  

遮音性能

H日仕切墜に要求される性能の一つに遮音性があ

る。とくに 、ノf ー卜レックスが多 JTJ されるホテル、

マンションなどの戸! fHまでは、遮音性は最も豆安

な性能と言える 。表 - 4 にパートレックスの精h比

別遮音性能を示す。 このうち No. 6 、 7 の構 成のも

のは目下遮音構造の指定を申請中である 。

今後の問題

材 料 ・施工上改良すべき点、は多々あるが、 id も
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- 中国を訪ねてく 7> 一 一 王 柏 群

上海にて

.J' ITf II の 機 会 だ か ら 鰍 HIの l庭園や杭州、|の I_!pH;t

も訴さしんではという 外 交 rmの! I f 必あるはから

L 、で、 I勺上より ー二11' ，' ，<  hl ，T空港へ歪1) 1'} 。 案

内のため，It ぶから| 日J l i しでドさった外交 fmの

恭 子 建 築 玄 似 春 1111 さんとともに 'Il で 術 合 の 国

際 飯 山 へ li'l かいました 。

11 は小 i.((u{[' だった I:il 正l卓、 'I ' ffil の lii ..J til 正j 戸

線 の ほ ぼ '1' 央 に位置するというイ，. fll な条 ('1 も

あり、 ｉ ｬＧＨ｝仁業、 ｩ ｻｧ ￬ｲｴ がづ ｾｊ 主し、 ｊ ｊＮｉ， ( ，: で・は人 I1

1000余 ; j 、 ' 1'1 61 1 1 } 大の太郎会となりました 。

J1:i 1i ' く人々 の JJl A袋 も 、 ほ と ん ど (1 ' 色の北山ー

に比べ、比較的色紗j や 柄 物 が"IL ちます 。

国際飯山はl - . i l正の 1-1ｴ 友き辿り“市［［ＨｾＮＮに

l削し、 24府、 '''1 さ86米、 1931
i
f . に竣工した， . . j

層 ホ テ ル で す。 道路を隔てた| 向かい側はかつ

て の 競 馬 場 で 、 現 {Eは 人 以 広 場 と 公 副 総I也に

な っ て い ま す 。 8 際 の 存 室 へ 人 る と 、 ま ず 天

井 の ス フ リ ン ク ラ ー が " に 人 り ま す 。 それは

古 び た と は 合 え 今 で も さ し て 遜 色 の な い 宅 内

の' 本: ｊｾＭ ， Ｑ ｊ，Ｑ可 Ｑ ＧＱ とともに、もうＧＱＢ ＱＱＱＺ キじ ｊ Ａￍくも Ｑ 干の

竣工、 Ｇ￭ｬｬ 、 ｆ の ｾＺＱＢ らん荻惨さを ￭ｍｭ させます 。

シャワーで" ーを rHE し、1H主、 'r'uffi のあと Jjj-(

1，メモなどを盤f ' j! ，していると、大宇同窓の !Jl

'J1、1111 ［Ｈｾが午迷直 ｾｩ を見せてくれました 。 ￭ｊＡｻ とは

もうすでにちょうど，'1' ，張 '1' の 北 ;Jt で24 i H反り

に士、t J (ui芹みですが 、 この 1I も ホ テ ル で 膝 を 交

えて JiJt り合うことができました 。 タ主1) には、

l  年のうち約' 1 " " ドを I-:.M: で過ごし、残る‘ j ' : il ・

は」ヒJ . Jt もしくは 外 同 と い う 多 忙 な 叔 父 と も ホ

のビルがひとき '1(' ドで案内の施さんからI / . l : の設，i I したルー

わ" . ' ) く並んで主主 7 ニ ヤ 大 使 館 の パ ー ス 写 兵 を 記 念 に い た だ き

っていました 。 ました 。 十坊さんはすでにチリやマニラでの設

片 方 が 刻 印 外 人 討を経験し、紅、の案内を済ませて北京へ戻る

客 得 JII ホテル( 手" と 、 す ぐ に 大 使 館 設 計 の た め イ ラ ン へ 飛 ぶ と

平 飯 山 ) と し て の こ と で す 。

1  

{ 似史川されている 三 人でで、立辿 ｬ主Ａ ｾ築誕 ｊ談史汲を ｴ統甲北 ｴ けていると、 l  い11侍キ剖11川l川日 、'1ド

旧 サ ツ ス 一 ン ピ 1後圭 に |け1(1ι的!刊内〈甘.J J:地ti也l包l イ令校 1I1の J按長釘f.待.手引H.所Hへ 到r将f。中わ杭j九u少川汁.1'川|ト‘

I誌E  ル。 : ! J 英定問系のサ み、 f海j毎正引j肢胤s瓜l の，じ、I地也よ い 応 桜E釜室主室.でで.わ、し lぽまりとおお'5茶

ツス一ン l財吋II I!Jが で一 息ついたあと、ポーい (;.:tt の 朱 允 泌 さ ん が

1928年に主主 J 2 し コ ン ビ ナ ー ト の 建 設 過 程 や 現 況 守z に つ い て 大

和平飯后 (左、旧サ ッスーンビル) た ［ ＺＧ ｾｉ 宵ピルです 。 きな円c;i'tIヌl を liil に1I 11'1:k: に 説 1111して下さいまし

と中国銀行ビル 隣 は や や 遅 れ て た。

建てられた" ，匝l銀 行 ピ ル 。 1，1，j fi はほとんどい! ，ij'll llj 初 JCJ j から -n して ".f.: や 凶独 な ど の Ilt

じく らいの 117i さ に 見 え ま す が 、 郭 さ ん は '1""1 作 品 先 端 を い く プ ラ ン 卜 の 滋 入 と rl 1J 更 生 と

銀 行 ピ ル の み が 30 セ ン チ 低 い と 、 そ の 約 jめ を結びつけることを J 岸本 (I' .J{ ，¥条としてきた令

を 説 明 し て く れ ま す 。 、'i ll ，¥' 、腐敗 した 山' 僚 と III( 主、 イlキの重大な l羽維を克服し て 、劇作、

キti び巨 ; j の百1 を 築 い た 漸 江 財 閥 ( ，、わゆる jl Lj 中 国 i比大 の化繊' 主産I i ' UJ をけつ ま で に 発展し、

大家族) が中国人の設，ij による 34附 挫 の 中 国 600haの 敷 地 に は 、 工 場 地 帯 や 住 宅 地 帯 の ほ か

幸良行ピルの建設に -l JY' しようとしたところ、 25，000 トンタンカーが 2 !，1t 同 11キイ亭泊できるオ

隣 の サ ッスーン n.J' 1掬の1，広反 対 に あ い ま し た 。 イ ル パ ー ス も あ り ま す。 )t!.・ r: した工場では、

中 国 で は 均 の あ か ぬ ま ま l&. 半1) は 英 国 へ け ち 込 “ 没イ，. 1' [ 11就没イl 数f ，f " ( 伐と盆とは不可分で

まれ、‘ ' H刀，ili ，1fl の34J' 汚を 161，仔に切り下げ、か ある) というスローガンカサめげでありました 。

つ サ ッスーンピルよりも，，，) くしないという条 日記巨額さえ達成すれば而1' ，'['引ま 二 の 次 と さ れた

('1ーでや っ と 辿 設 が 許 さ れ た と い う の で す 。 封 - 11、予HJJ の 後退 症 が- - rmまだ残 って い る の で し

挫君主統治ｼごの北ぶでは Ｇｾｬ ｾｉＺｉ［ よりＧＺＺＢＱい ｩｬｬ 物は ょう 。

禁じられたというぷーは IHJ い て い ま し た が 、 近 350床の総合病院、マ- 校、託児所も訪ねまし

代の 1-. 海 に も 似 た よ う な エ ピ ソ ー ド が 残 さ れ た が 、 こ の ほ か 尚 業 七 ン タ 一 、 映 画 館 な ど の

ていたのを知l り 、 唖 以 と し ま す 。 ' t i，l i利便施設もほぼ完成し、現住人 1I 約 5 7'i 

しか し、 阿 片 戦 争 以 降 通 尚 を 11  ' ) ミとした九 ( 将来 207 ; ' 人を想定) の令 111 は 上 海 の ー た1; だと

11，1他民地! : 災省の州継ぐ J'.il ，t ) l l i 出、市内の与 は 言 え 、 そ れ rlf本がす で に 一 つ の 工 業 高官市を

作|組 作 へ の 分 断 、 外 匡1+隊の忠いのままの思上 形 1，比しているのです 。

{' l : {と情L1' I ｉＺｾ空列強の ｙ Ｇｉ ＶＱ 佼田 ￍＢｩ の ｊｍ ｴＡＡ と化して 工 場 地 帯 と 広 い グ リ ー ン ベ ル ト で 隔 て ら れ

いた、 'i ｉｌＧ ｩＧの庁長史的 ＱｔＩ［ｾＧ を探り返るとき、それ た 住 居地 帯で は 2 戸のf主宅を訪問 しました。

テ ル で 11 } 会を喜び合いました 。楽 し み に し て は、li 然の州車内だとも言えるでし ょ う。

い た 叔 父 や Ni. イf 宅を訪! i : J する " 取りもきまり、 Il j:び 'I( に 采 り 、 過 去 の 歓 楽 街 “ 新 III:W" 界

ほ っ とします 。 1;民などを j!liり j品ぎます 。 k支棺Eが「車干を j1 ! ね、な

一二" " 、' f - liil' IJ は品会. wf ｉＧｾ＠ ｉｉｾ きで ＧＱ ＧＨ やし、 ＧｲＧ らず省が多数たむろした昔" の係キ11は一 変し 、

後は似さんと ｊＺ ￬Ｑ ｉｾ の旧 Ｂ￮ 術 Ｑ＾＼ ，を比物すること 庁年内の述つ者省のI i Jf 績 と だl いの地区になり

にしま した。 旅 行 .nの' J i ，でまず1;'1 かい{ ! ! I ! の In ました 。 、'ill 与は市内の米 It J . の数よりも多いと

競向上1J 跡をひと担! 1 りしてから "i J λ .J 111 大 の お e 言 わ れ た 阿J t 胞 も す っ か り 姿 を 消 し ま し た 。

(i1'.( 公ぺの! 日を通り過ぎ、 IY- I ;;，，-11-1¥でも iはも! 娠 往 H、干の 姿 を そ の ま ま 留 め て い る 風 物 と い え

や か な 作 わ い に さ し か か り ま す 。 往 時 “ 環 球 ぱ 屯 位 が あ り ま す 。 旧 英 的 1，J ; j 祖併の. tJI 1 半道路

(T1'.(i 支いil1'.( "( III: W' I' の あ ら ゆ る Il ' ( ] 品があり! 日| を通りますと、片{ ! ! I ! が1-' 1} 移の屯往( 英( ! ! I ! ) で、 金山にで、膏年労働者石銀貸さん (左) 一家と 、中央筆者

/}g'!II¥は 符1.1(¥) とえわれた 11' (]1，lf 術ですが、 f見(1: 反対{ ! ! I ) は 三角 形の泡柱( 作品f!!l! ) です 。過 去 の 屯 いずれも 2 K て，. 4 人 jIf:併 に は 卜 分 と は 言 え

で は 逆 に ほ と ん ど す べ て が161脱出:い そ の う ち 圧 器 ( 220V と12 0 V ) は 劇 作 統ー されています ない広さですが、符い労働者の石室ｾｾｴＧＮｴさんは

徐今に外| 五| 製品の数も附えることでし ょ う。 が、 ＱＵ 位は過ぎし ＱＱ の庇ｾを ｊｅ りかけるがご か た わ ら の 年 老 い た お 父 般 を 見 な が ら“ 私の

そのす ぐ先 が、汽船がf J : ，; fとし、 -1燐 i1正かと と く、 道 路 の 両 !HI) に.lJ. ち、l立んでいました 。 父 の 時 代 に は 住 む 所 さ え な く 、 自 分 の 家 を 持

，思 っ たＦￌｬ ｬ￬ 江です 。 江 ｪｪｬ で ＧｉＨ を降り、 ￟ｾ ￌｬｉ￬公 翌 " は l: illTの 新 し い .fiJ 、 行 iil. l コンビナ一 つ な ど 少 の よ う な 初 で し た " と 訴 し 、 刀11 れ1;:京

l週へ人りました 。 過 ぎ し " に “ 犬 と '-1'1 五|人は 卜の 1" 1' “ 合 111" を 訪 れ る こ と に し ま し た 。 '1' には “ 兄 さ ん 、 必 ず 近 い う ち に ま た こ こ を 訪

人 る べ か ら ず" の玩札で知l ら れ た こ の 小 公 l話1 ': iJ]、 J - . i 旬以川主1¥築設，11 院 の 主 任 工 程 師 、 施 似 ね 、 よ り す ば ら し く 成 長 し た 令 111の IIIT を見て

は家族 ｪ 虫れで賑わい、木村 ￚｾ 併の糾 ｾＱ に余念の lリl さんがホテルへ迎えに来て下さり、紛さん、 下さｾ ¥ .， と弘の予をプJ'i)jl く似り しめてくれま

ない在行ｾｾ ｾＧの姿が随所に川られます 。 公ｼ刻 字11 さんも ー絡にマイクロパスに乗。I( して、 ー した 。

内カか、ら l' 'tIl li 江の j支ピ?流定届鰍草州州‘ f仰|

をl則眺ザ挑Eめ、 その手名/う3 を旅 1 d村社1:屯の手郭|目i天 I1順l順瓜さんに主引吋，，'‘ね 一 lωω の 緑 の4段是I地也が延〆身令とあ統t きます 。 中 国 でで、は した "川11干紅組:[[ 1'仇舛{の 三 角 1形「彩妥の，屯'包E叶干往土や、 円別1リj れた lぱまカか、り

ると‘“‘ Ｗ 世外卜 ￭ｬｩ ，波 ｬ皮立射 ｴ総 βｲＢ という返， Ｉμ 》人、解放 ｬ￬￭ｬ Ｇｾｬｦｬ ， Ｑ 人 すでに“ ｬ 新ノ ｊＨ ， ｬｴ ｾｬｾｬ Ｂ ( 長江以 I事lの箆かなノJ( ftiJ f，1  の 行 さ ん の lりl る く 元 気 な 笑 顔 な ど を 交 互 に 忠

は ifiiJ 1'.( 2 枚 を 支 払 って 通 り 、 外 国 人 は た だ ((1) を&i 可以北の地へ送る) という史上空白il の 大 ぃ浮かべ 、新旧上 海の Ｑ Ｑ ＱｉＱｉ ￬ｾ を州感した次第で

て‘ 波 った の が そ の 名 の 山 米 だ そ う で す 。 治水 Ｇ ｊｾ ｾ に ｊｦ 予していますが 、 完成の ｬ 涜には

Ｇｆ を Ａｈ めであ っ たＮｴ ｴ ， Ｉｉ ￮｝￭Ｍ へ ｉＩｾ ると、ち ょ うど この江市のJ : t ! ! と! 日! 被に、北 ; Jl な ど の 河 北I也) j

和1'1 ;の i1ff. iド通りに似た感じの大通りに、 2 仰 の ぬ村 や行II "i も 大 い に 潤 う で し ょ う 。

す。

訂正 4  '1 り l  段 fl341nl  . / ' i Fのは若 T の

61P; - 1段1' 13811'11 ・' iW.54歳は64歳
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日 影 図 ・日 影 時 間 図 の 描 き 方 と そ の チ ェ ッ ク 方 法 ・ そ の 3

n 時間日影となる地点の求め方

今回 は、先の演習で求めた各格子点における 日影時間を用いて、

日影時間図作成の第 2 段階である、各格子線上で π 時間日影となる

地点の位置を求める方法を述べることにする 。

なお、紙面の都合で害Ij 愛した、 演習 2 で得た各格子点の 日景3時間

を示 したのが表 1 である 。

演習 3 ・n 時間日影となる地点の求め方

〔問〕表 1 に示す各格子点での日 影時間を用いて、

各格子線上で対象建物による日 影時聞が、ちょう

どし 2 ，……， 8 時間となる地点を求め、平面

図上にそれらの位置を示せ。

演習の ヒント

表 l の日影時間を用いて、各格子線上での日影時間の断面図を描

き、その断面図から、日影時間がち ょうど し 2 ，… ・・， 8 時間と

なる地点を求め ればよい。

解説と解答例

以下、縦方向の格子線ネを例にとり、具体的な手 }I 頂を示すので、

その他の格子線については、この例を参考に各自で試みていただき

たい。

褒 1 格子点における日 彫時間 (時、分)

①. 倹馳に 格子線ネ上の各格子点 ( a - q ) の位置を目盛り、縦軸

に日影時間を目盛 った図 1 に示すような日影時間の断面図作成用

の図を 準備する。この図の機軸の各格子点の位置は、演習 2 で使

用し た平面図の格子点の 間隔と同ーの寸法で目盛 っておくと、 後

の 日影時間図作成に便利である 。

② . 格子線 ネ上で日影時間が 0 となる点ネ o (格子線と 0 時間日影

線との交点) を図 l の繍軸上に記入し、さらに、各格子点 におけ

る表 l の日影時間をプロ ッ トする 。

③ . ②の各プロ ッ トを結ぶ、図 l に示すような滑らかな曲線を描 く。

この曲線が格子線ネ上の日影時間の断面図で ある 。厳密に言えば、

この断面図には図示の A ， 8 ， C のような 曲線の傾向が変わる点

5

4

3
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。←- 7 一五 c d  e  f  9  h  I  J  k  e  m n  0  p  q  

格子線ネ上の裕子点

図 1 格子線上の 日影時間の断面図の例 (格子線ネ)

ホ -̂ ト チ リ ヌ Ｉ ｾ＠
ヲ ワ カ ヨ $< レ ソ ‘Y  平

z  0 : 13 0 : 19  0 : 25 0 : 27 0 : 20 0 : 08 0 : 08 0 : 08 0 ・02

y  
0: 08 0 : 22 0: 29 0 : 31 0 : 31  0 : 21 0 : 10  0 : 10  0 : 10  

X  0 : 02 0 : 16 0 : 24 0 : 30 0 : 37 0 : 23 0 : 20 0 : 14  0 : 14  0 : 06 

W 0: 10  0 : 22 0 : 29 0 : 38 0 : 42 0: 33 0 : 18  0 : 18  0 : 18 

v  0 : 05 0 : 20 0 : 30 0 : 38 0 : 48 0: 45 0 : 32 0 : 22 0 : 22 0: 10 

u  0 : 03 0 : 18 0 : 32 0 : 39 0 : 49 0 : 56 0: 48 0 : 27 0 : 26 0 : 21 

t  0 : 10 0 : 24 0 : 38 0 : 48 0 : 59 1: 05 0: 45 0 : 31 0 : 31 0: 13 

s  0: 01 0 : 18  0 : 32 0 : 46 0: 58 1: 11 1 :14  0: 54 0 : 38 0 : 34 0: 13 

主 0 : 12  0 : 28 0 : 47 0 : 59 1: 13 1: 26 1: 19  0 : 51 0 : 46 0: 23 

q  
0 : 09 0 : 28 0 : 46 0 : 59 1 : 14  1 : 30 1: 38 1 : 04 0 : 53 0 : 40 0: 16 

P  0 : 02 0: 23 0 : 39 0: 59 1 : 14 1: 30 1 : 50 1: 44 1 : 18 1 : 01 0 : 35 0 : 09 

。
0 : 12  0: 34 0 :54  1 : 14 1 : 30 1 : 50 2: 18 1 : 56 1 :30 0 : 55 0 : 27  

n  0: 02 0 : 28 0: 48 1 : 10 1 : 30 1 : 50 2: 18 2 : 39 2: 10 1 : 32 0: 51 

百1
0 : 20 0: 42 1: 06 1 : 29 1: 50 2 :19 2 :48 3: 01 3 : 00 1: 39 

l  0 : 08 0: 34 1: 01  1 : 27 1 : 50 2: 20 2: 54 3 : 22 3 : 35 2 : 59 

k  0: 25 0 : 57 1: 20 1: 50 2: 23 3 : 00 3 :33 4 : 01 4: 18 

j  0 : 12 0 : 47 1 : 19 1 : 49 2 : 28 3  : 11 3 :49 4: 20 4: 46 

エ 0: 38 1 : 13 1: 48 2: 35 3 : 27 4 : 09 4 : 43 5: 10 

h  0 : 24 1 : 06 1 : 45 2 :41 3: 48 4 : 38 5: 15 5  :42 

g  
0 : 07 0 : 57 1: 42 3 : 03 4 : 30 5 : 23 6 : 00 6 : 25 

f  0 : 41 1 : 39 3 : 50 5: 50 6 : 40 7  : 08 7: 24 

e  0 : 20 1: 30 8: 00 8 : 00 8 : 00 

d  1 : 20 

c  
1: 00 

建 物

b  

a  
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ナ

0 : 02 

0 : 23 

0 : 50 

2 : 05 

3 : 26 

4 : 39  

5: 21  

6 : 05 

6 : 45  

7 : 38 

8: 00 

q  

/  
図 2

裕子線上でn 時間 日影となる地点

(演習 3 解答)

o  4  8  12 16 20m 

が存花する 。 しかし 、それらの点を正確に求めることは困難であ

るし、それらを無視しでも、実用上問題となるような誤差を生じ

ることはないので、図のような近似の断面図で十分である 。 ただ

し、消らかな 曲線が容易に描けないような特異なプロ y 卜が存在

する湯合は、先に求めた格子点における日影H寺1mに誤りがあるも

のと与えて 、まず1 / 日違いがない 。 したが って 、このような場合に

は、問題となるプロ y トを生じた格子点、およびその周辺の格子

}，IJ. における日影I時間のチェ y クを行う必要がある 。

④ . つぎに 、③で描いた 断面図 上で、ち ょうど 1 .  2.  .. .. .. .  8  f時間

の日影となる点ネ J ，ネ2 . ・・・・・・ ネピ を求め、 それらの点の繍 !I油

( 格子線) 上の位程ネ 1 . ネz，.... .. ネ8 を求める 。 これらの位置が、

格子線ネ 上でち ょうど 1. 2 . ・0 ・0 ・・ . 8 時 1i i 1 の日影となる 地点であ

る。

フ ム ウ ヰ ノ オ つ ヤ 7  

0 :17  

一
0: 52 0: 15 

2 : 26 1: 22 0 :12  

3 :48  2 :51  2 : 04 1: 16  0: 41 0 :33  0 : 18  0: 05 

4: 42  4: 07  3: 34  2 : 44 1 : 53 1: 07 0: 45  0: 39  0 : 31  

5 : 28 4 :35  4  : 11 3 :43  3 : 15  2 :45 2 : 20  1 : 57 1: 31  

6 : 28 5 :10 4: 39  4 : 10  3 :43  3 : 13 2 : 44 2 : 20  2 : 01 

7 :48 5 :53 5 : 10  4 : 30 3 : 57  3 : 28 2 : 58 2 : 19 2 : 07 

8 : 00 5 :58 5 :01  4 :14  3 :35  3 : 04 2 : 38  2 : 19 2 : 01 

5 : 58 4 :45 3 :48 3 : 04 2: 32 2 : 08  1 : 47 1: 34  

一 一 ー 盛 物

5 : 58 4 :15  3  : 04 2 : 19 1 : 48  1: 25  1: 07  0: 53  

5 : 58 3 : 05 1: 45 1: 07 0: 47 0: 30  0: 19  0: 10  

⑤ . これらの位置を演習 2 で用いた平面図の当該格子線ネ上 に写し

取る。この際、各時間数ごとに異なった記号を使用しておくと便

利である 。

以上のような刊|闘 で、縦備の各格子線上に求めた、ちょうど π 時

間日影となる地点を 平面 図上に写し取 ったものが図 2 である。

このような日影時間の断面図を描くことは、先にもふれたように 、

各格子点について求めた日影時間のチェックにもなるので 、日 影時

間図の作成だけでなく、規制線上での日影の検討を行う場合にも、

規制線上での日影時間の断 面図 を描 けば、比 較的少ない数の検討点

で、自信のもてる結果を得ることができる。なお、建物の形が複雑

な場合や、複数建物の場合には、規制線に垂直な検討線を数本設定

して、その線上での 断面図も 描 くことを実行すれば、烏日影に対す

る検討も行えるので、結果には 一層の自 信 を持つことができる 。

(表 1)  

ケ フ コ 工 ア ア サ キ

0 : 27 0 : 25 0: 23  0 : 20 0 : 18  0 : 16 0 : 15 0: 12  

0 :47 0 : 45 0: 40 0: 37  0 : 35 0 : 32  0: 29 0 : 26 

1: 46 1 : 33 1: 20  1: 08 1: 00 0 : 52  0: 44 0: 38  

1: 48  1: 33 1 : 20  1 :08  1: 00 0 : 52  0 : 43 0 : 38 

1: 46 1 : 33 1: 20  1: 08 1: 00 0: 52 0 :43  0: 38  

1 : 19 1: 07 0 : 58  0: 52  0 :45 0 : 40 0: 35 0 : 32  

0: 43  0 : 34  0 : 30  0: 25  0: 20 0 : 16 0: 工2 0 : 10  

0 : 02  
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日本建築協会

月間の動き

昭和54年 7 月分

事 業 委

A .  

ｾ＠員

若い会員の集し 、小 委 員 会

3 日 6 時 - 911寺、l' 於 会 館 集 会 室

出 席 者 阪 倉 別 委u 長、岩本 ・斉 藤 両 幹 事 ほ か14名

議 事 (11 前回事業委 ｌｾ 会の報告

(2)  本 年 度 第 l 回 、 第 2 回 の 企 画 の 実 姥 報 告

(3 )  W， 3 回 の 企 画 に つ い て

(4 )  第 4 回以降の企画について

(5)  そのほか

広 報 小 委 員 会

4 日 611. 1' - 911ギ 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西村日IJ 't' UJ 去、奥村幹事ほか 4 名

訴 事 (11 前回事業' t ' U 会の桜去ならびに liiJil ・1止の収

支 1111紛lについて

(2)  1.I¥44回展示写真について

(3)  第45回 以 降 の 写 真 展 示 企 耐 に つ い て

(4)  本 年 度 の 研 修 会 企 画 に つ い て

(5)  そのほか

見 学 会 小 委員会

5 日 5 時 - 6 時' 1" 於会館l . l S 会主

出 席 者 品 田 別 委 口 氏 、 上 出 幹 事 ほ か 5 r， 

ｊ 晃 司 ｾ (11 新 委日 の 紹 介

(2)  前回の事業委 ｌｾ 会の朝 ｩｨ

(3 )  5 月の見学会' J i ; nl E報符

(4 )  6 月の見学会に ついて

(5 )  7 月の) ，l γ4会 の 申 込 状 況

(6 )  8 1' 1の見学会について

(7 )  9 月以降の企画について

(8 )  そのほか

委 員 会

12 日 12時' 1" - 14時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 三 品 委Ll J 止、乾 ・鶴田 ｢ｾｦＩｭ＠ 凶 村 名 副 委

w  長 ほ か l 名

ｭＧｊｾ＠ 111 各 小 委n会 の )Ji 業 報 告 な ら び に 事 業 企 画

(2 )  そのほか

広 報 小 委 員 会 研 修 分科会

17 日 611. ' 1-811キ' 1" 於 会 館 3 階 会 議 室

出 席 者 ゲ ス ト 久徳敏 iM¥: ( 竹 中 工 務 ! 苫)

凶村副委L 1 段 、 平 川 幹 事 ほ か 2 名

ｊａｔ ｉ ｾ＠ 新 耐 震 設 計i1; に| 制する研修会の企 lilij

若 い 会 員の集 い 第 4 回 分科会

24日 6 時 '1" - 1011キ 於 会 館 3 階 会 政 室

出 席 者 湯 1111'. 1主ほか 5 名

級 事 (1)  第 4 回 企 画 「 キ ャ ン パ ス を た ず ね て 」 に つ

いて

(2)  !i'; 6 因企画「ヴォーリズの作品について」

の 内 容 選 定

編 集 委 員

A .  

2云

設 備 分 科 会

4 日 正 午 - 211与於会館! l b 会室

出席者河津事I ' TJHt. か 5 名

議 事 12Fl 号設備特l . l S の企画

「イ ンテリア 」特 集 第 3 固 編 集 幹 事 会

56 注築と社会/ 1979If- Ｙ ト ｉ Ｍ ｾｽ

4 日 4 時 - 6 時 半 於 会 館 3 階 会 議 *

出 席 者 安 芸 委nほか 4 名

J島市 「インテリア」特-1.lSの編 ー集について

庄 内 の ま ち づ く り 特 集 デ ィ ス カ ッシ ョン

11 日 2 時 半 - 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 富僚幹事、梶浦恒男( 大阪市大) 、片方r;.¥也

Oir大) 、布団昇 ( COM汁画研究所) 、 広 沢

u ; 佐チ ( COM ，l十回研 究所)

ｊ ａＧ ｊ ｾ＠ 座談会「まちづくりの展望をさぐる」

作 品 作 風 小 委 員 会

11 日 4 時 - 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 寺 井 副 委UJ 是ほか 3 名

綿布n 111 7 H l = ; . 作品( 新建築) 街載分について

(2)  8 月一片以降の作品 P R 状 況

(3)  ｾｉｩ 建築制査表、作品選定について

(4 ) 選 定 作 品 中 の 縄 載 分一 覧表について

委 員 会

13日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 lI il 川委t : l 長、木 村 ・片 倉 ・波 辺 各 副 委 員 長

ほ か 2 名

ｊ 高 Ｇ ｊ ｾ 111 7 月号= 農村施 設 の 変貌 特 集 経 過 報 告

(2)  8 月 号 = 建 物 の 終 局 強 度 の 検 討 特 集 経 過

報 告

(3)  9 月 号 = 庄 内 の ま ち づ く り ー 今 日 の 到i主，'，I，i，

とJ早足! i 符! l b経過報告

(4)  80年 代 の イ ン テ リ ア 特 集 企 画 報 告

(5)  10月号= 建設業の労務事情と 'ti 力化将l . l S

報告

(6)  11 月号= 第26回 青 年 技 術 者 特 集 に つ い て

(7)  Ｑ Ｒ 月号 ］ｭｩｩｩ 特集の企画 Ｍｾ Ｚｈ ｩｩｩ 分科会宇 ｬｩｦｴ＿

(8)  1 !' 1号=80年代の都市と建築( f反折、) 特集に

ついて

(9 ) 小 委 日 会 報 符 ( 作 品 作 風 )

( 1 回収支状況報告

r80年 代の 都市 と建築 J 特 集 編 集 幹 事 会

13 日 611与- 911寺 於 会 館 3 際 会J高室

出 席 者 片 倉 別 委 Ll 峰、赤崎弘平特月 '1幹 事 ほ か 3 ?" 

JA l: )C  r80年代のI i f S市 と 建 築J 持l . l S の具体化

8 月 号 「建 物 の 終 局 強 度 の 検 討 J (f &称) 特 集

第 2 回 編 集 幹 事 会

13 日 611寺- 911: 刊t 於会館l . l S 会主

出 席 者 河 村 成tl:: (和II / ' A) 、 南 宏一 L¥: ( 大阪工大) 、

前川' t ' L 1 ｊ 止 、 ｾｴ 村 幹事ほか Ｔ 名

ｊ ａ ｲ ｊ ｾ＠ 8 月号「建物の終 J，，) 強 度 の 険 討J ( 仮称) 特集まと

めー執筆- t . と編集幹事による討論ー

広 告 企 画 小 委 員会

16 日 4 時 - 511、¥'l 於 会 館 集 会 主

出 席 者 波 辺 別 委n長 ほ か 4 名

議事( 1 ) 7  FJ 号 = ｲ 段村施設の変貌 ｊ 将ｉＮｬｓ ｉ 五 ｾｩＮ 収入

報 告

(2)  8  J' I号 = r 建物の終局強度の険，HJ 特集広; 汗

経過朝i;ξ

(3 )  r インテリア J 特 集 広 ;l;. 企 1

'

時

計画 分 科 会

20日 2 時 - 5 時於会館l . l S 会室

出 席 者 片 倉 副 委Ui * 、宮鰹幹事ほか 5 名

議 lJi (11 3 月号，i [ 画特集の企画

(2)  9  Fl 号、 55年 l 月号特集の経過報告

(3 )  今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル

「設備 特 集」一 省ヱ ネル ギ ー 問 題 (f &称) 一 編 集 幹 事 会

30日 6 時 - 8 時 15分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 河津幹事、片倉副委 ｌｾ j是ほか 5 名

ｊ 高 Ｔｾ 12月号設備特集企画ーすiエ ネ ル ギ 特 集

出 版 委 員

A .  

ｾ＠

小 委 員 会

10日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 林 委μi 是ほか 3 名

級 事 建 築 技 術 選 内 経 過 報 告とさいそく

住 宅 委 員

A .  

ｾ＠

委 員 会

17 日 5 11キ50分 - 7 11寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 西 委n長ほか 9 名

J高!li 第 Ｑ Ｖ 回住宅展の ｦｾ

建 材 委 員

A .  

ｾ＠

委 員 会

26 日 411キ- 6 時半於会館l . l S 会主

出 席 者 IIJ 回、牧悶正面IJ 委 員 長 ほ か 14名

ｊ 高 Ｇ ｊ ｾ (11 ステンレスについて日新製鋼( 株) より説11)1

(2 )  今 後 の メ イ ン 及 び 新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

教 育 委 員

A .  

ｾ＠

建 築 妓 術 選 書 務 座 打 合 せ

27日 5 時 - 611. '1 於 会 館 3 際 会 設 室

出 席 者 ゲスト 魚 木 晴 夫 氏 ( シ ー ・ ア ン ド ・ンー

事 務 所 ) 、佐 々木副委員長ほか I 名

J島市 建 築J支術j草川治雄シリーズ 目1，i¥4  jiil 企 同

講 習 会 小 委 員 会

27 日 6 時 - 88キ 於 会 館 3 階 会 議 室

出 席 者 佐 々 木 別 委 U 録 、 藤 野 幹 事 ほ か l 名

議 事 (1 )  本 年 度 建 築 工 事 実 務 講 習 会 の 企 画

(2)  建 築 妓 術ill 舎 講 座 シ リ ー ズ 第 3 回実施幸lift?

(3) 同 上 高ｾ 4 回 以 降 の 企 画

見 学

ム
一
品

宗 教 都市・ 天 理 を訪 ねる

一教祖誕生殿・礼拝場・ 参 考 館 (博 物 館) ・西左第三

棟 の見 学

13日 1011れ0分- 1611年下

参 加 者 22名

リi 日説明者及び案内者 竹 中 工 務 底 、 上 IL! ・高 111両

設計“ 事長故ぴに汗山ヲc. f l p' 別所長

芦 屋 川 パ ー ク ハ イ ム の 新 築 工 事 の 見 学 会

20日 3 時 - 511キl

参 加 者 36名

監 f盟 ｩｾＧ［ 武 ｊ 唱広設計事務所

￬ｾ ， ｩ 十
株 式 会 社 藤 木 工 務1占

施 工

説 11)1 ｋ ｩｉｩ木仁 ｴ 主席 ・ 問団派民 ・ ー ｉｾｾ Ｇｾ Ｇ ｉ ， ￬ 県民ほか

大阪市立労働会館森ノ宮ピロティ ホ ー ル 新 築 工 事の

見 学 会

28日 111. ¥，'1"- 411: '1 l  

参加者 36名

設 計 監 理 大阪市建築向日終: ' i I J

Ｈ株Ｉ安 井絵築 設計 事Ｎｦｾｾ所

nl E 工 大 成 建 設 株 式 会 社

J障 i前 大 阪 市 立 労 働 会 館 々 長 中 凶 正 11)1氏

説 明 大阪市建築局設計 ｾＭｊＪ 主査

鞍 谷 口( ! { 氏

安 弁 建 築 設 計 事 務 所

広 瀬 主 任 、 谷 川 引E ほか

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

10 日 811キ- 911. '1 l 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出 席 者 87名

リi 11 は、サ ントリー( 株) 中央研究所、湯 n:英郎氏よ

り「ワインの Ilt 界J ( λ ライド ijflll) に つ い て お 訴 を 伺 っ

た。
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J玉三 'iコ
[  総合天井システム相当強 |  

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法，， " AL T S工法、は当社独自の

照明灯ユニットおよびアルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド B O Xなどの取り付けも可能にした多機能を詰っております。 ( PAT. 6件)

奥村重兵衛株式皇社iJ ii 工事号ri

〒 530 電 信(06) 312- 4131f何

千 105 電 信(03) 437- 3361( -仰

〒 812 電 話( 092) 291- 045以内

干 451 電 信 ( 052) 522- 543印肉

干 980 電 話( 0222) 65- 656邸内

〒 900 電 信 ( 0988) 53- 685α 仰

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 一 1 ( 英和ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号 (堂ピル5階)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市主主合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

テトカッパー防水層

• 
.  • .  .. ・・「・ -. .  .  

・ .  .  • .  ・・ ・・. .  .  .  .  . ー ー
・・・・ ・ ・・ーー 一一 ーャ ー・ ・・. .  .  • .  .  • .  

ーー ー. .  .  .  .  .  .  . ー一一 一
・・・・・・・ .  .  .  .  .  . ー今 一一一 ーャーーー ・・・ .  -

一一 一ーー ・・・. ・・ .  .  
・・・・・・ ・ ー. .  .  .  .  .  .  . ーー 一一.

ｉｉＩｪ 水 ｾ ｉ ｦＮ x ; の研究 ー経験か句作' . i L たすくない ［ｲｴｩｬｾｴ のノ〈ーフェクトな ｉ［ｊｪ 水 ｉ ｲ ｬ です 。

この ｉｉＩｪ［ ｊ ､ ｍ は Ｈ一層防水Ｉ 地 Ｑ Ｚ するだけで、ｼ坊水は〉じ ａｬ ｬ ｾ てＧす。

ｬｬ Ｂｕ 立変化にｻ 巾 びがなく、柔 軟 Ｍｾ ｉ にｾＮ ［ ｜み、制限Ｎ巾「必 ｪＧ ､ ､ ｜ｬ ｬＺ に ｬ 必れ、腐蝕しません。

カッパー防水帯

コ- " ータイト

オクロン防水帯

新工法

プレノテク ト吹 付 工 法

祭器

奥山化工業株式舎社
本 社. ! I ! jj( r. s中央1><: 鍬時8- 4- 9 屯'"" 03 (571 )  2703 

k 阪事務所 太阪市淀川 r><: ｾＨ 二 三間 Ｖ Ｍ Ｑ Ｍ ＴＱ 11tぷ 06 (391 )  108卜 2

崎玉村監所 崎 l三県桶川 rli 車 1- 6- 10 '，1t.孟 0487(74) 2845 - 6

Ｑ ＧＱＭ本 Ｏｈｾｉ Ｈｉ苛 仲 宗 川 県 厚 木 rli 金101'"，:;畑259 11t必 0462 (21 )  6092 

ーー ー・ー・ .  .  .  .  .  .  .  
.  .  . ・- ・・・・ - .・・ ー.

. お申込次第カタログ進呈

名 古 陸 出 張 所 名i I!J hl  rli l+i l1( rr ， ［ ｾ町 ＳＳ 11t;活 052 (811 )  3660 

九州 ＯｈｾｉＨｩ 青佐賀県 ｰ ｲＮＧ， ［￭ 町 11t.;l; 0952 (47)  2945 

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

大 島 応 用 化 学
ス タ ン ダ ー ド メ タ j レの

東 大 阪 市 新 庄 ( 7 4 5 ) 5 1 2 1 - 5  

57 



5 8  

空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 闘 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

db25朝日三業社

本 社 東 京 都 港区浜松 町 1- 25- 7  電 話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電 話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 盛 岡 ・償 浜 静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

空 調 ・衛 生

防災 ・汚水 処 理 設 計地 工

骨 組 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 t書15 号 定 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 34 1局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. ，大阪電気暖房株式会社

* 庖 大阪市内 Iむ L戸堀 l γ 目10番17号 〒550 m，1<'; (441 )8231  

本 社 点J;CIif I中央区銀座 2 了1' l 2 番17号 〒104 "屯治 (535) 5251

支 社 大 阪 東 京 ー名古座

支 庖 礼申' )¥1. 仙台・金沢 ・広島・縮 l間

営業所 新潟 ・大:I!Il .  ｉｾ ｊ 山 高 松 Ｎ ＡＡ ｾ 本

出張所 帯広 . ，If森 秋田 ・盛岡 前崎 ー千葉 ・償浜 ・静岡

富山 ー稲井・盛田 ・京都 神戸 ・徳、 ILJ ・鹿児ぬ 那続

海外支庖 シン ガ ポ - )レ

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房 ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 選 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 械 工 策 22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 利 治

大阪市 東区北浜 2 T 目 2 2 書士也 電話 大阪 ( 202) 代 表3071

本 盾 東 京 日 比 谷 三 倍 ビ ル

支 唐 名古屋 、福岡. 札帆 、広 島. 仙 台、北陸

出 減 所 慣浜. 高絵、 静岡、費回、岡山 . 金沢

- 給排水衛生 薗冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑫ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社 東京都千代図区大手町2- 6- 2 ( 日本ビル)

電話 03- (270)  - 741 1(ft) 

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443)  504H側

支 底 札 幌 ・岡山

営 業 所 仙 台 ・千葉 ・名古屋・金沢・高松 ・広島・福岡

出 張 所 禍 井 ・倉敷・苫小牧

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 ヰ 結 審 社

大 阪 支l苫 大 阪 市 北 区 紅 締岡T 3  t昨 5 号 電 話 ( 352) 1 1  3 1  ( 代 )

本 社 東 京都 中 央区 日 本 僑 蝋 殺 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431  ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 仙 台 ・ 札 悦 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

空 気 鍋 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。樟式会社

-ー

-
-

発 空 調

東京本l百 東京都新宿区 西新宿 祈宿住友ピル Tll 話 03- 344- 1911

大阪本応 大 阪 市 北 区 西 天満 3 丁目 131書20号 屯J丹 06- 363- 1371 

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2 屯" 丹052- 581- 8571  

広 島 市 紙 屋 町 1 1 目 2 番 22 '.; - 屯 E活0822- 47- 4535

悩 岡 市 中 央 区 大?'， 2 丁目 4 番22号 電afi 092- 761 - 3795 

出 張 所 仙 台 償浜 ・福弁 ・京都 神 戸 ・松江 ・沖縄

偏3 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・地 盤 凍 結

ce1a1 よりよき環境へ技術で挑む一 一

窃 v 株式会社落語研

本 社 大 阪 市 南区瓦屋町 3 番丁68番地( オート 七ノF ーピル2階)

郵便番号542 電 話 大阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 庖 東京都千代田原ー 九段南 2 丁目 2 l1'f 5号( 九段ピJ レ8 階)

郵便番 号102 電 話 東京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

書診
新日本空調株式会社

大 阪 支 広 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 '1昏 6 号 ( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本 社東京都中央区日本備本: r ; 町4- 2( 三井第 二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・広 島 ・ 札 悦 東 海 村 ・ 北 陸 大 分

cl eanOi r  
丸

。鰭1壬業開会提



高昂は宇気です。 、f [ ' -

掴 聞 熱と空気のエンジニア 、 ー ー -

L 〈 / 禁 止

空 気 調 和 ノ / 、 ¥ 搬 送機設備

給排水衛生 『云- : / 設 計 施 工

第ーエ索株式会社

大阪支庖

大 阪 支 l苫 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

包 括 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

r - 町細目白. 11- コ

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除湿設備

東 洋 煎 工 舗 信 機 式 会 位 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 - 1 - 2 7 T E し(443) 8  0  7  1  

本 社 東 京 邸 中 央 区 京僑 2 丁目 9 T  E し( 562) 1  3  5  1  

: ! : 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪 市 北 区 西天 満 5 - 11 - 12 電 話 06 - 313 - 1846

芸品毒霊祭 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11 - 12 電 話 06- 313  - 1846 

Z 芸AE ZPJ 枚方市甲斐国東町 9 番 3 号 電 話0720- 49 - 2128

設 備 部 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 1ト 12 電 話 06 - 313  - 1846 

繋 剛容幾 野 枚方市甲斐回東町 9 -j昏3 号 電 話0720- 49- 2128

給 ・排水・衛生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

お お 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

支庖 ・営業所 福岡・ 京都 ・広島・天理・川西

⑨日本管工業株式会社

本ヰ土及京都支底 京都市南区西ｦｌ条ｾｾ田町 Ｒ 0 番 地 内 1

ilI 話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 問 ( 691 ) 1045 

大 阪 支 広 大 阪 市 北区 天 満 1- 5- 20 ・屯お ( 06 ) 352- 35 0 HIj 

四 日 市 支 宕 四 日 市 市 西 末 広 町 屯 治 ( 0593 ) 53ー 7431附

濠 営 鍵 所 治 市 栄 町 2 ー 1 11 電話 Ｈ ＰＵＹＲ Ｉ ＲＶＭＳＶＱＰｾ ￯ＺＩ
滋 賀 嘗 黛 所 大 溜 市 打 出 浜 13 ー 15 ［ＧＱ ｕ ，ｬ［ Ｈ ＰＷＷＵ ＩＲ ＲＭＹＷＳＸ ｾ ｜ｪ＠

名 古 屋 曾 鍵 所 名 古 屋 市 中 川 区百船 町 道 訴 (052 )363- 0681 ｾ｜Ｉ＠

@ 這 暖 房 限

ー・F電曹司. . . .

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 1 ( 0 1 ' 可 : 1 了直『唖 : .

③Hj 謀議尉荘

@平山互業株式会社

衛 生 ・空 気 調 和 設 備 ・ 設 計 ・ 施 工

大阪市西区江戸ｾ 1  -22 ・ 7 T E L (441 )附 1994・( 443)附0331

⑫ 山 国Z 諸 積 書 倉紅

本社晶菅工4区$車部 大 阪 市 西 区 京 町 嘘 1 - 6  - 8  Ｑｴｴ Ａｾ ＰＶ Ｈ＠ (43)8161 ( 大代古 )

環境袋罰事車部 A 阪市淀川区 三揮屋市 1 - 1  - 3 5 需給 06(308)l 491(代 世 )

班 点 支 山 車 京 都 江東区亀戸 1- 8  - 4  (1羽田ピル ) 沼崎 03(683)8421 (代 世 )

名 古 屋 支 山 名古鹿市中区栄 2 Ｍ Ｑ Ｖ 一 ＱＳ Ｈ 京 極 ピル Ｉ 屯 ｊｾＰＵＲ Ｈ ＲＰＲ Ｉ ∞ ＷＷ Ｈ 代長 Ｉ

傾 向 宜 庖 福岡市博多区博多駅車2+30(1、わきピル) 電信092( 451)3456

輩 所，; rMl . 神" 姫路 広 島 。高松 松山

活字のない印刷

⑩日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7・5-30 . 06 (606)  IIII 代

日本写緬セ ン7 ー 〒892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビル 骨 0992 (26)  4371 

漫山写値セ ンヲ 〒708 津山市大手町8番5号 機箆庖会館 官 O邸82 (4)  177l  

沖縄写幡セ ン7 干銃刀商風原村兼被 沖縄 印 刷 団 地 ， ω88 (55)  61∞ 
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⑤ 

官 自 信胃置; ， -*== 品 ι ......b. 

l窃 竜 丸 株 式

代表耳Z締役 山 本 1噂 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 鳥 3 - 2  - 4  制 日 ヒ

T E L  大 阪 06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 }

京 都 市 右 京 区 西 京 極 高 野 町r 2  1  

T E L 京f: s 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( f l: )  

市 中 央 区 議 院 1 - 1 4 - 8

T E L  悩 岡 ω 2 ( 7 7 1 ) 6 1 6 8  

電 気 位 備 ・ 建 材 そ の 他 の 頁

社

..6.. 

' J X'  

設 計 施 工電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 儲 式 会 紅

電 気 ・言十装工事

ーを

回坤ぇ

本

専有土嘗健 所

京曹官官I t . 所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 31 3- 1  101 

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・広 島・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

福 岡相 同 出 慣用軒

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男

社一
一
一

株 式 会 社

常務取締役支社長

大阪市東区高関僑五丁目 二八番 地 電 話 大 阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 帆 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 償 浜 ・名 古 屋 ・福 間

営業所・出張所 全国主要都市 21ヶ所

底

本

支

出 張 所

電気・計装・空調 工 事 設 計 施 工

電 気 ・ 暖 冷 房 ・空 間 工 事 役 針 箱 エ

�ｾ ト田園気工 Ｚ［ｾ二 ｙ リｲ［Ｎ［ｲｹ晩翠姥 Ｘ￟

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E し 06- 364- 3056 ( 代)

東京・神戸 ・広 島 ・ 岡 山

名古屋・岡山Ｍ札眺 ・ ｉ ｾ ｉｾ IJ、牧 ・浜松 ・滋 賀

京都 ・高砂 ・三原・徳山 ・松 山 ・新 居浜・福 岡・ 沖縄

、盛2

1旦方く
取締役社長

本土

支 庖

事 業 所

企込

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8 ( 堂 ビ ル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代)

東 京 都 港区新 僑 2 - 1  6  ( ニュ一新矯ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 熊 本

ネ土

S注

社

庖

底支

支

本

神 戸営 業所

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

総合般備工事〈般量十・施行〉

電気 ・アンテナ ・送電線 ・プラント ・計装・空欄 ・土木 ・建 築

⑧ 太陽工藤工事室霊

中 実

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁 目6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田
取締役社 長

社本

'
s
 

e
H

μ

 

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T EL  (  06)  4 5 2 - 1151  (大代 )

東 京 ・名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・福 岡

四中本

、

j

 

r

 

取締役社長

ネ土本

営業所

Board &'Slate 

@ 国

茨時

需 * 反フ タ パ

事業所

Standard 

漏 水 湾 人 制 落 防 止

耐製品

ナニワ緩匂 ｾＲ 肩

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

漁

連

区

正

町

T

a

u
山

一
電

叫

制

九

0

・
ハ

ム

貨 下

社 寺 数 奇 麗 用 瓦 … 大 仏 瓦

床 ・壁 内 外 装 用 瓦 ー・ 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内外著書 用 様 変 美 術 タ イ ル ー 大 仏 タ イ ル

古 代 土 器 調 書E温 〆 タ イ ル ー 大 仏 古 代 タ イ ル

φ  

電 気 工 事 設 計 施 工

且
，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

社 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ビル 7 階 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 精 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 〉

川 崎 ・ 相 筏 原 ・ 堺 ・ 福 山

、

京 臨 巾 東 山 区 今 開 計 久 仏 祖 出 町 9 の 9 075(541)33.. (代 )

東 京 刷 新 宿 区 西 ♀ 稲 田 3 T 目23. 8 号 03 (202 )7801  ( 代 }

早 稲 田 セ 〆 ト ラ ル ビ ル I F  

東 田 市 木 山 岨 訓 戸喝ヱ

島

町

種

ガラス 製 品卸問屋

セ 卜 モ ノ の デパ ー卜

各ポ
、ソ

酸

陶器 、

/ 耐
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Ｍｾド唱・ ｲｺｅ 書画辰，函 . .  : :1:1 (壁 用 ・ 床 用)

E a語酒田司・・・・四・・・ s・ (ボード類直貼り接着材)

(土質安定用 石膏)- : J : I 語圏諸面白置司園田 ・ 置

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

大 阪 本 社 〒530 大 阪 市 北 区堂，1; :; 2  r  1=1 4  - 1  7  

関 西 営業 所 T E L  0 6  ( 3 4 4 )  6 5 2 6  

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石商 J吉

大 阪 支l吉

大阪市 東区高 岡ti.ii 2 丁目 9 野 村 ピル 5階 電話 大阪 ( 202) 4905

奉 仕 感 謝 の庖

タ イ ル 工 事施 工

⑪: = " ) 淳舗t S 歳 怠

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 13- 33( 靭 本 町 ，< スf亭前 )

電 話 大 阪 06(532)代 0461 ｾ＠ 550 

. 股省 飽定の防火材料

ソリジッ トスタ イン 基材岡噂 o  0  0  3 骨

エ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o0  0  3 号

エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 0 0 0 4 骨

社 大阪市東住吉区野j 川町 3 - 54 屯話 (06 )702ー 7814- 7  

東 京 夢 換 所 ・名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所・ 福 岡 出 狼 所

別注壁紙 ( クロス ) 御相談は

シマクロスで

司令 L マクロス株式会社

干 5 5 0 大阪市西区本田 3 丁目 2 - 18

T  E  L .  ( 0 6 )  5  8  1  - 7 4 6  1  - 5  

F U T A B A Y A  D E C O R A T Ok S . L T D  

61・日 SE. 31 d

脳 会 社 J I l 川商庖

大 阪 営 業 所 〒 5 3 1 大 阪 市 大 速 区 大 淀 南 1 - 1  - 1  6  

T E L  0 6 - 4 5 8 ー 1 8 7 2 - 6

本 社 〒 1 0 5 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 6 ー 1

T E L  0 3 - 5 0 3 - 5 3 0 1 イt

東 京 営 蝶 所 干 1 5 0 東 京 都 渋 谷 区 松 涛 2 - 1 8 - 2

T E L  0 3 - 4 6 5 - 8 6 1  1 1"1: 

札 幌 出 張 所 干 0 6 4 札幌 市中央区南+ 四条西6 行啓 ゲランドハイツ905号

T E L  0 1 1 - 5 1 2 - 7 6 8 9  

訓《サンケークロス

川 島 株 え 舎 科

本 社 東京 剖 ｩ 中央 区 日本 橋 小 ｦ 云 ｾ ｾ ｉｉｉ ｊｬ Ｍ ＴＰ ｔ E  L  (03) 663- 3371  

大 阪 支 底 大 阪 rn平 野 区 背 戸 口 2 - 14- 14T  E  L (06) 702-8102  

支 唐 名 古 屋 (052) 932- [381 札 似 (011) 741- 3721

広 島 (0822) 93- 4676  

きらった( 誕生) アダルト感覚

【アースウェイブカーテン】1

【ラグジュアリーカーペット】l

回 日本フェア トーン株式会社

〒540・大阪市東区鎗屋町1丁目34番地 ・ヤリ ヤマチピル

T  E  L  06 (943)  6  4  8  I  (代)

更 に充 実 の

傘旗ｾＧＷ ｡ 叉 ＱＵ 集 新発 売 ゲ
見 本 帳 御 入 用 の 節 は 御 一 報 下 さ い

で主君定額館白書倍大阪支店

悶ヨコ
干 564 吹 田 市 広 三王 町 13 - 31  

T  E  L  06( 386)  6  5  1  1  ( 代 )

本 社 ・壁 裟 館 干 160 東 点 都 新 市 区 新 宿 2 - 8 - [

T E L 03 (354) 2 6 4  1  ( 代 )

特殊壁装材製造販売

- 緊 楽 壁 紙 ・ ホ ク シ ノ ン (無機質壁紙)

間( 株) 市開明92
T E L ( 0 7 2 9 ) 3 9 - 3 6 1 0  

工 場 干580 大阪府松原市三宅町 1222番 地

第一 干639-11奈良県大和初山市小泉町2744

第二 〒597 大 阪 府 貝 塚 市 王子 5 0 1

建 築 物骨剖 自等 造作 工事、家具建 具 ・室 内 装備 工 事

内 外装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙類 一 式 / 設 計 施 工

図 閥 ニ 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社

一 7 年 ) 取 締 役 会長 若 林 繁 吉

大 阪 府 慢 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電話大阪 ( 0 6 ) 349 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知 事建築業者許可 ( 般 - 48)第 12064号
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鈴 木 式 防 煙 火 シャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル⑪ シャ y タ ー ・

ス テ ン レス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ・@シ ャ ッ タ ー ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ンタ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完壁

盗防災

.•. 
防防 煙 火

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 符 回 fl - 12 日 生 ピ ル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・償 I兵・盛岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・富 山 ・大 津 ・京 都 ・身I!- ・神 戸 ・広鳥 ・福 岡 他 全 国主 要 都 市

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

〔特集号案内〕

・躯体生産技術の向上を

めざして 特価 Y

(  10月 18 日全国 書庖発売)(54年 11 月号〕

780 . 耐震指導要領の適用例

特価 Y 1.300 
- 建築と接合. 異形鉄筋および圧接部の低温強度

- 住宅部品システムの普及

守寺{面 Y 1.400 

. 住宅平面型の把握評価

- 工事環境 と技術対策

特価 Y 1.000 

. 虎ノ門三井ビル別館の構造設計

- 集合住宅の現状と将来

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

月 干リ

建 築 技 術

年間購読料￥ 8，百400 

( 送 料 む )

定価 ￥700 

特価 Y 1.000 - 住宅の遮音
そのほか連載記事

主子
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設備合理化に貢献する

ミ詰! J Uーユトヨ! ! J : J O

S K- l 0 0 S標 準 型

S K型 I層式( 桝 ) / 2層 式 / 3層 式/ 床 賞 式/ 土 問 用

・ 実 用 新案 特 許 第1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リー ス を 阻 集 す る ば か り で な く トラ ッ プ ・マ ン

ホ ー ル ・ 受 カ ゴ ・ス ラ イ ド 板 ・排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

ト ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 分 間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

量 的 に み て も 取 付 日 数 が か カ 、 り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式 グ リー ス トラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 4居イ寸賛

が 大 幅 に 低 減 さ れ ます 。 又 、 残 1査 は 受 カ ゴ で 取 り除き、 トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お 后 の 大 き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 社は日 本 で 初 め て グ リー ス トラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ます 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・ 設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

文、声見絡品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 様 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミナルヒ. ル/ 新 潟 新 堀 地 下 街 / 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 テ' パ ー ト/ 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル / 安 田 火 災 海上 新 本 社 ビ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ビル/ 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー フ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ビ ル / 阪 急 グ ラ ン ド ビ ル / 大 阪 釈 前 市

街 地 改 造 ピ ル / 圏 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル / 三 富 市 街 地 再 開 発 ビ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ピ ル/ 鳥 取 一 番 館 / 高 松 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ピ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ビ ル / 福 岡 天 神 地

下 街 / 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

《営 業 品目 〉

S K式 グ リー ス ト ラ ッ プ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 トラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / バ ル ブ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・製 作 ・販 売

※ カ タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報 下 さ い 。一一一一一

製 造 発 売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営換所/ 〒532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井 ビル) f t  06 (304)  54811it1 

本 社/ 干 130 東京都墨田区東駒形4- 6- 9(和 章 ビル )
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［ζ 品ｾｾｾＺＺ 1I IJ I !J 9  Jl J 9J l  

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタJ レカラースーパーメタJ レ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

、
f皮 板 規 格 S 小 j皮 . S 大波・ V 波・ ポ y クス波 ・W ジャン ポ波・V デ ッ キ

s v ジャンボ‘ 波・其の他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター ・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

議議 市' J I !J 9J 乱暴9J " 製造揖式会誼

大 阪 本 社 干660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 総 本 ピ J レ 沼 稲 大 阪 (06)412ー 5131(代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 i工I 44 '，'0: 111 i 大阪 (06)488- 1081(代)

支 底 及 工 場 大 阪 ー九 州 ・名 古 屋 ・広 島 ・ 東 条 刈 谷

姫 路 UR : 洋辿材工業. 株)

東 京 本 社 及 工 喝 干335 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 '41.11i 最長 ( 0484) 42- 3115( 代)

支 庖 及 工 場 東 北

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

i簡に芯i : : : : J ，. t :

- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

‘
へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

ヘーペJL
O  

誠艇重

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト 22ij j
( 法定防火材 ・建設省認定 ・基材同等第0003号)

⑧ jT55塑翌五期間

明 石 支 庖 〒 673 明石市西新町 2- 12- 14 公 078(922) 0007 (代)

高 槻 営 業 所 〒 569 高槻市宮田町 2- 1- 29 ｾＰＷＲＶ Ｈ ＹＶ Ｉ ＲＸＸＹ＠

中 国 営 業 所 干 742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

公 08202(2)  5211 
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( } - - { ) ノレーフドレイン普及型シリーズ

普及品ならびに工夫品

BO- 1 A 型 ( 陸屋根周う

BO- 1 N 型 ( 中継用 )

BO- 1 B型 (庇 用)

S OP D- N型 ( アンクル型)

普及型シリーズとして発売以来、大

好評の{ BO- I型〉シリ ー ス。安いだけで

はベス トセラ一商品に はなりません 。

⑪ フランドならではの工夫がそこ・こ

こに散りばめられ、グレ ー ドを落とさ

ずに価格を下げた快心作なのです 。

① 合理的な製品設計

② 合理的な製造計画

③ 施工面でも普及品といえる「工法を

選ばない」 オールマイテ ィ型を実現

④ しかも ⑪ フランドとしてのグレード

を維持。

⑪ 部 長 谷 川 鋳Z 所

本社 東京都千代田区神田 淡路町 1 - 2  f i ( 03) 255 405 1  ( 代)

大 阪 営業所 公 ( 06 ) 315 8900( 代) 償 浜 営 業 所 公 ( 0467) 78- 3235

工 場 合 ( 0482 ) 22 5175( 代) 第 2 工 場
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和

M

年

3

月
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日

第
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樋

郵

便
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認

可

4

f

・

c

-
t

4
d

、

E

ホオ床
仕
ム弾な

r--!--:・

三ヨ三.

仁コ公
金正

長

耐久性 ・耐久性にすぐれている 。

耐摩性 : 摩耗の度合が低く 、ホコりなど生じない。

すベ り抵抗性 : すべり抵抗性にす ぐれている 。

弾力性 : 弾性があり 、万一亀裂ができても使用しでいる聞に復元す る。

粘着性 : 多少湿 っていても 、コンクリート 、金属、木など 、

特

2  

3  

4  

どんな面にも

よく粘着する 。

不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

5  

6  

褒

紙

デ

ザ

イ

ン

・

永

田

街

7  

フリントコートについてのお 問合せ は下 記へ

ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾｩ～ 版発売所
7 宅:1 ｾＮＭ］ｉＺ ｾｉＭ 部

雪 ミ

建 聖J "

定

価

六

五

O

円

; ; 7，530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁 目 2 の 6( 新大ビル 9 F) 合 (06) 343- 0441  

3予104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一 ぬり彦ピル ) n  (03)  562- 4676 

事 810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 ー 1 - 5( 舞鶴ビル 3 F ) 合 (092)771 - 1961 

大阪本部

東 京

福 岡

相
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